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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「―――オマエヲ殺ス―――」











　定じよう規ぎを当てて書いたような金かな釘くぎ文字の脅きよう迫はく状じようがすべての始まりだった。それが、二人にとって、本当によかったのかどうかはわからないけれど―――。











「どうしても、嫌いやなの？」


「あたりまえだ。ただでさえうるさいのに、これ以上干かん渉しようされるのはまっぴらだ」


　ＪＲ渋しぶ谷や駅からほど近いオフィスビルの十三階に二人はいた。十三階をすべて借り切っているモデルプロダクション『オメガ・ストリート』の最さい奥おうにある社長室だ。扉とびら一枚隔へだてた事務所側では、電話の音が微かすかに漏もれ聞こえている。


　隣りん室しつの騒さわがしさとは無む縁えんの、どこか緊きん張ちようを孕はらんだ雰ふん囲い気きが、社長室を支配していた。


　応接セットのソファーでゆったりと、だが傲ごう然ぜんと座っているのは、二十代半ばの青年だ。少し長めの前まえ髪がみを、軽く後ろになでつけるようにセットしている。腰こしにまで届きそうなほど長い髪は、毛先にいくに従って明るくなるように色が抜ぬかれている。それを無造作に束ねているだけなのだが、それすらも計算し尽つくされたような美しさだった。


　そんな彼と向き合っていた社長―――といっても、三十代前半の小こ柄がらな女性なのだが―――は、溜ため息いきをつくと思いっきり眉まゆをしかめる。


　彼はそんな様子を意に介かいした風もなく、テーブルの上にある煙草たばこに手を伸のばす。細長い指先は骨張っていたが、綺き麗れいだ。


「じゃあ、こうしましょう。付き人、ということで、どう？　あなたの好きなように使っていい……、そうね、言い方は悪いかもしれないけれど、下げ僕ぼくみたいなもの。それなら、いいでしょう？」


　深々と背を預けていた椅い子すをきしませるようにして、社長は前に乗り出した。


　彼の煙草をくゆらしていた手が止まる。カラーコンタクトの入った明るい青色をした瞳ひとみが細められて、口の端はしに微かな笑えみが浮うかんだが、冷れい淡たんな印象にしかならない。


「ふん。それでも、ひっかき回されることには変わりないだろう」


「―――だめよ。それが最低条件。貴方あなたにもしものことがあったら、この事務所も危ないのよ。簡単に潰つぶされてしまうわ」


　社長の言葉が終わるや否いなや、彼の顔から一いつ切さいの感情が消えた。絶ぜつ妙みようなバランスで整っている美び貌ぼうが、生気を感じさせない無機質的なものになる。気の弱い者なら迷わずに視線を逸そらしてしまいそうな凄すご味みのある視線が投げかけられたが、社長は気き後おくれもせずにその瞳を見つめ返した。


　ゆっくりと煙草が燃えていき、半分以下になったところで、彼は灰皿に押しつけて消した。


「わかった。だが、下僕の方だ。それ以外はいらない」


「ええ、手配するわ。ごめんなさいね。あなたの機き嫌げんを損そこねたくはないんだけど、こっちもビジネスなの。だから、リスクは少しでも取り除いておかないとね」


「話はそれだけか？」


「そうよ。明日、スタジオに入る前に一度寄ってもらえるかしら？　そのとき下僕、じゃないわね、バイトを紹しよう介かいするわ」


「九時だな」


　それだけを言うと彼は立ち上がる。軽く百九十センチを越こえている、すらりとした長身だ。


「じゃあ、明日ね」


　そう声を掛けられるが、青年は返事代わりに手を軽く上げただけで、後ろを振ふり返りもせず部屋を出ていった。


　社長は盛大な溜め息をもらす。


「あの我わが儘ままな王様に二十四時間つきあえる忍にん耐たいがあって、王様が気に入るだけの機転があって、しかも、ガードができるほどの目め端はしの利きく、バイト……。あー、もうっ、どこを探せばそんな人材がいるのようっ」


　うー、とうなりながら頭を抱かかえてしまう。それも、プロは嫌だというのだから、素人しろうとで探さなくてはいけないのだ。


「―――いた。そうよ、あれに頼たのんじゃおうかしら。あれなら心配はない、と思うんだけど……」


　いそいそと、社長は受話器を取り上げて、泣き落としなら通じるかも、と素す早ばやく作戦を立てながらダイヤルした。











　軽快な電子音の最初の数コールには全く反応がなかった。五コールを越えたあたりで、どうやら意識が浮ふ上じようし始めたらしいが、それでも起きる気配はない。十コールを過ぎるとようやく、もぞもぞとベッドのシーツが動き出して、ひょっこりと赤茶けた頭が出てくる。


　不快げに眉をひそめて、ベッドの下に放ほうり出したままの服やら雑誌の山の中から、鞄かばんを手探りで探し当てると中から携けい帯たい電話を取り出した。


「……ふぁい」


　まだ、半分以上寝ねぼけた声で返事をする。少し伸びすぎてしまった前髪がうっとうしくて、手で搔き上げる。


『トーヤくん？　起きたぁ？』


「んだよ、恵え美み花かさんか。何？」


『―――どうしよう。バイトが見つからないのよお』


「はぁ？」


　今にも泣き出しそうな相手の声に戸と惑まどうが、寝起きのぼけた頭では思考がうまくまとまらず、間の抜けた返事をした。またもや電話口で『どうしようーっ』と半分泣き叫さけばれてから、ようやっと、バイトが見つからないことと自分に何の関係があるのかと、思い至る。


　昨夜は友達だちと合格祝いだと、かなり飲んでいた。二ふつ日か酔よい、とまではいかなくても、まだお酒がきれいに抜けていない気もするし、少々の睡すい眠みん不足も手伝ってか、少しばかり口調が投げやりになる。


「オレには関係ないだろお？」


『だからぁ、付き人のなり手がいないのよ。トーヤくん、あと卒業式だけでしょ？　ねえ、お願いよぉ』


「冗じよう談だんだろー。こっちはようやっと受験から解放されたんだぜ？　遊ぼうと思ってんの」


『やーん。トーヤくん、助けてよぉ。バイト料はずむからぁ』


「そうじゃないって」


『だってー。急なのもあるけど、下手な人につとまんないのぉ。明日からなの。ねえ、トーヤくーん』


　はぁー、と盛大な溜め息をついて、杉すぎ崎さき藤とう也やは身体からだを起こした。昨夜着き替がえるのも億おつ劫くうだったので、服のまま寝てしまったせいか、身体の節々が少々痛い。


　耳元の携帯では叔お母ばの神かみ山やま恵美花の涙なみだ声ごえに近い『お願い攻こう撃げき』が続いている。


　延々と続きそうなそれに、とうとう藤也は降参した。仮に気力体力ともに充じゆう実じつしていても、恵美花のお願いには負けが続いているのだから、今のこの状態ではどう抵てい抗こうしても、大敗を喫きつすのは目に見えている。だったら余分な労力は使わないほうが利口だろう。


「わかったよ。で、どれくらいの間してればいいの？」


『ありがとうーっ。もう、駄だ目めかと思ってたの。トーヤくんにしか頼めないし。断られたら、どうしようって―――』


「それはいいから、明日からどれくらい？　あんまり期間が長くて卒業式に重なっても困るんだよ」


『ああ、そうね。うん、とりあえず十日くらい。その間に何とかしちゃうから。じゃ、明日の朝九時に事務所に来てね。ありがとうっ。愛しちゃうっ』


　ガチャッ、と唐とう突とつに通話が切れた。


「ちょっと、恵美花さんっ!?」


　急に気が変わらないうちに、とばかりに言いたいことだけ言うと、素早く切ってしまったらしい。いくら呼びかけても虚むなしい通話音しか聞こえてこない。


「結局休みらしい休みは今日だけ、てこと……？」


　今まで恵美花絡がらみでしたバイトで、きちんと期間内に終わったことは少ない。何のかんのと言いつつ、恵美花に引き延ばされて、結局ずるずると延長されてしまうのだ。いつも、仕方ないなあと苦く笑しようしつつも許してしまうことが、恵美花を増長させていると、本人は気づいていない。


　携帯を片手に、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、また盛大に溜め息をつくと、藤也は携帯を鞄の中に放り込んだ。











　春休みを控ひかえているせいで、平日だというのにいつもよりほんの少し人でごった返しているように感じられる渋谷を、藤也は人ひと込ごみを気にせず歩いていた。


　今日一日しかない休みを有意義に使い、受験のために自主的にお預けにしていた本やＣＤを買いそろえた後、ここ最近のお気に入りとなっているコーヒー専門店に足を向ける。


　だが道どう玄げん坂ざかを一本横に入った、それまでの喧けん噪そうが噓うそのように人ひと影かげのないその道で、藤也は店にたどり着く前に足を止めた。


　マンションの壁かべの前に、四、五人の人影が見えた。最初は立ち話をしているのかと思ったのだが、どう見ても穏おだやかな雰ふん囲い気きではない。どうやら数人の少年が、一人の青年を真ん中に取り囲んでいるようだった。


　カツアゲにしてもオヤジ狩がりにしても、青年にとっては愉ゆ快かいな状じよう況きようではないだろう。


　青年は少年たちよりも頭一つ分以上は上背があったが、俯うつむき加減のせいで表情はわからない。だが少年たちの間からかいま見える、腰こしにまで届く長ちよう髪はつとその強きよう烈れつな存在感は、藤也の目を惹ひくには充分だった。


　逆に取り囲んでいる少年たちは、少し長めの茶ちや髪ぱつにシルバーのアクセサリーといったここら辺ではよく見かけるような格好だ。雰囲気もどこか似たり寄ったりで、次に会ったとしても藤也には見分けもつかないだろう。


　―――声を掛かけようか、そのまま無視しようか。


　藤也が頭を悩なやませていると、青年が不意に顔を上げた。


　初めから藤也を知っていたかのように、その視線は藤也を捉とらえた。


　何の感情も窺うかがえない青色の瞳ひとみがそこにはあった。怯おびえや、媚こびが、そこにはなかった。


　その瞳に、藤也は戸と惑まどった。彼は少年たちにからまれているのではなく、従えているのかもしれない。そんな気がするほど、彼の瞳は強く、そして纏まとう空気は冷たかった。精せい巧こうに造られた人形のような無機質な美び貌ぼうが、ますますその印象を強くする。


　彼の視線に気づいたのか、囲んでいた少年たちは藤也を見ると、声を荒あらげた。


「ナニ見てんの？　とっとと行けばあ」


「それとも、おまえも痛い目みるかあ」


　斜はすに構えて凄すごんでみせる少年たちは、藤也とあまり年ねん齢れいは変わらないのだろう。だが、あまり実戦慣れしていないことが、身のこなし方で藤也にはわかった。ただ拳こぶしを振ふり回すだけのことしかできないのなら、この人数でもどうにかなるだろう。


　落ちてきた前まえ髪がみをうるさそうに搔かき上げながら、藤也は近づいていった。武道の心得、というほどではなくても、様々な運動部で試合にかり出されていたため、基本の型だけは一通り習っている。自分から仕掛けたことはもちろん無いが、売られた喧けん嘩かはきっちりと買う主義で、素人相手に負けたことはない。


　自分たちの言葉も聞かずに、ふらふらと近寄ってくる藤也に、二人の少年が身体の向きを変えて腕うでを振り上げた。その瞬しゆん間かん、藤也は一気に間合いを詰つめて右側の少年の鳩尾みぞおちに拳をたたき込む。


「な―――」


　左側の少年が何かを言う前に、藤也の左の踵かかとが肩かた口ぐちにきれいに入った。何が起きたのか理解できていない少年たちと、青年の間に、割り込むように藤也は身体を滑すべらせる。とりあえず、青年を背中へ庇かばう形にして、少年たちから遠ざけた。


「っざけんじゃねえっ」


　少年が藤也の胸むな座ぐらを摑つかむと、拳を振り上げた。だが、それが藤也の顔に入るよりも早く、藤也の利きき足が少年の股こ間かんを蹴けり上げた。


「ほんとは禁じ手なんだけど、喧嘩の場合はそうも言ってられないでしょ？」


　ずるずるとしゃがみ込む少年に、藤也は悪戯いたずらを仕掛けた子供のように悪びれない態度で、ぺろりと舌を出して言うが、彼の耳には入っていない。残る一人は、と藤也がそちらを向いたとき、青年の膝ひざ蹴げりが最後の少年の鳩尾に、見事に決まっていた。


「なんだ。なんか、助ける必要なかったみたいだ」


　彼の鮮あざやかな一いち撃げきに、藤也は照れたように笑った。最初に見たときと同じ、感情を見せない青色の瞳が、冷ややかに瞬またたく。気き後おくれせずにその瞳を見つめ返すが、彼は何も言わない。その沈ちん黙もくに耐たえかねて、藤也は口を開いた。


「あのさあ、もしかして、オレが余計なことして怒おこってんの？」


「……」


「あー、もういいよ。んじゃな」


　藤也としては、一応は助けたことになるのだから、『ありがとう』の一言ぐらいあって当たり前と思ったのだ。だが、何度かこういう事をしていれば、『ありがとう』と言うかわりに、『何で助けたんだ』と怒り出す人がいることも知っている。


　怒り出す理由はそれぞれだ。彼女が傍そばにいたとか、後で仕返しが怖こわいとか。それでも、何の反応もないのは初めてだった。呆あきれたように藤也が手を振って彼に背を向けたところで、声が掛かった。低音の、よく通る声だ。


「おまえ、俺に言うことはないのか」


「はあ？　あんたねえ、それはこっちの台詞せりふだろ。何かしてもらったら『ありがとう』の一言が普ふ通つうだろうが」


　呆れたように乱暴な口を利いた藤也に、青年は微かすかに目を見開く。そしてしばらくの沈黙の後、青年は唐突に藤也の顔を覗のぞき込んだ。間近に見える顔に、わずかに顎あごを引く。細く切れ上がった瞳で、まじまじと見られることに居い心ごこ地ちの悪さを覚えた藤也は、短く言葉を掛ける。


「んじゃあね」


　藤也の中の何かが、このまま去ってしまえと囁ささやいている。それに抗あがらうことなく踵きびすを返し、おいた荷物を拾った。本当はこのまま喫きつ茶さ店てんに行きたいところだが、そのためには彼の傍を通り抜ぬけなければならない。それが嫌いやで、遠回りになるのを承知で、いったん道玄坂まで戻もどることにする。


「おい」


　後ろから掛けられる声を無視して、藤也は足早にそこから去ろうとする。


「うわあっ」


　突とつ然ぜん、がくん、と腕が引っ張られてバランスを崩くずしてしまった。体勢を立て直そうと蹈鞴たたらを踏ふむが、それよりもわずかに早く背後から抱だき込まれて、どうにか転ぶのを免まぬがれる。


「いきなり何すんだよっ」


「―――何か欲しいものはないか」


　乱暴に引き留められて一いつ瞬しゆん頭に血が上りかけるが、悪びれる様子もなく平然とした相手の様子に、つい律りち儀ぎに返事をしてしまう。


「？　ないよ。それよか、ねえ、腕放してよ」


「迷めい惑わく料りようだと言ったら」


「いいよ、別に。そんなの欲しくないもん」


　自分とは確実に頭一つ分違ちがう身長差に、だんだん腹が立ちはじめ、藤也の口調は素っ気ないものになっていく。首を捻ひねるようにして青年の顔を見ているのにも疲つかれて、何とか腕の中から抜けようと身み動じろぐが、びくともしない。


　とうとう、藤也の方が音ねを上げた。


「わかった。じゃあ、そこの喫茶店でうまいコーヒーでもおごってよ。それでいいから」


「それだけ？」


「そう、それだけでいいよ。だからとりあえず、腕を放して」


　ようやっと放された腕に、藤也はほっとした。見かけの割に力のありそうな様子に、内心驚おどろいていたが、それは顔に出さない。


　―――そういえばさっきの膝蹴りも見事だったしなあ。なんか、やってたことあるのかも。


　少しだけ、この青年に興味をそそられたが、すぐに先ほど買ったばかりの本に気が向いた。


　―――ちゃっちゃと、コーヒー飲んで、家に帰るぞっ。


　これからの予定を切り替かえると、煩わずらわしいことは手早くすませてしまえ、とばかりに彼を促うながす。歩きかけた藤也に、彼が唐とう突とつに訊たずねてきた。


「おまえ、名前は？」


「トーヤ。杉崎藤也っていうの。あんたは？」


　名前を訊きかれて躊躇ためらわずに応こたえた藤也は、当然の反応として青年に訊き返した。鳶とび色いろの大きな瞳が、くるりと動いて青年を捉える。


「―――将まさ臣おみだ」


「え？　じゃあ、ハーフ？」


　驚いたように将臣を振り仰あおいで、面おも白しろそうに瞳を煌きらめかせた。が、将臣の足がぴたりと止まる。数歩先まで行ってしまった藤也が、つられて足を止めた。内心冷ひや汗あせが出ているが、それを表には出さない。


　―――ちょっと、やばいとこついたのかな。


　沈黙を守る相手に、おそるおそる様子を窺うかがう。不意に、それまで無表情だった将臣の顔が淡あわく弛ゆるんだ。そのあまりにも優やさしすぎる微び笑しように、藤也は息を呑のむ。


　だが、呆ほうけたように自分の顔を見ている藤也に気がついたのか、将臣は胸ポケットからサングラスを取り出すと、それを掛かけてしまった。目元を完全に覆おおうような濃こい色のサングラスは、将臣の視線の先を見せない。


「行くぞ」


「ん、ああ」


　あからさまに話題をはぐらかされたような気がする。だがそれも、人間誰だれだって触ふれて欲しくないことの一つや二つや三つ、あって当然だしなあ、と藤也はあまり深く考えもせずに、歩き出した将臣の後をついていった。




２







　芹せり沢ざわ将臣の機き嫌げんは、地の底を這はうような不機嫌から、さらに急降下の一いつ途とをたどっていた。


　元々機嫌が悪かったのは、社長命令とはいえ、他人とほぼ四六時中いなければならなくなったからだ。あまり人と関かかわりを持ちたくない将臣にすれば、厄やつ介かいなことこの上ない。そんな内心の不機嫌さを滲にじませて歩いていた将臣の前に、ふと人ひと影かげが現れた。


　だが、道を譲ゆずる気のない将臣はそのまま速度を緩ゆるめずに歩いていく。その前を塞ふさぐ形で人影が足を止めた。自然と将臣の足も止まる。サングラス越ごしに視線を合わせる。


「あんた、ショウだろ？」


「人違いだ」


　人を食ったような唐突な問いかけに、将臣は切り捨てるように応える。だが、将臣を囲むように四人が近寄ってきた。最初からこちらの話を聞くつもりはないらしく、将臣の肩かたを押すようにして壁かべ際ぎわまで下がらせる。


　―――ちょっとした八つ当たりにはなるか。


　ひく気はなさそうな四人の態度に、将臣はサングラスをはずしてジャケットの胸ポケットにしまった。露あらわになった将臣の素す顔がおに、四人は息を呑む。目立ちすぎる容よう貌ぼうは普ふ段だん邪じや魔までしかないが、こういう時と仕事の時だけはこの造り物めいた顔に感謝している。


　呆あつ気けにとられて動きを止めている少年たちを無視するように、将臣は正面に立つリーダーと思おぼしき少年にきつい視線を投げつけた。


　ぴくりと少年の肩が震ふるえるのを見て、冷れい笑しようする。自分に喧けん嘩かを売りつけるにしては小心者かもしれない。たぶん一度も会ったことがないのだろう。有名税の一種だと割り切っている。


　見当違いの因いん縁ねんをつける者は意外といる。その時の気分により、無視するか、八つ当たりをするか決めるのだが、今の気分は最低最悪といってもいいくらいなので簡単に決まった。


　―――さて、どこから手をつけるかな。でも、一いち撃げきで仕留めては面白みがないし。


　そんなことを考えていたが、ふと視線を感じて顔を上げると、少年が一人立っていた。赤茶けた髪かみに、鳶色の大きな瞳ひとみが印象的だ。どことなく困ったような表情をしていると思うのは気のせいだろうか。


　将臣の視線が自分たちから外れたことに気づいて、少年たちも彼を見つけた。人を呼ばれでもしたら大変だと思ったのだろうか、少年たちは彼を脅おどかすように言う。


「ナニ見てんの？　とっとと行けばあ」


「それとも、おまえも痛い目みるかあ」


　そんな少年たちの言葉に、彼は踵きびすを返すだろうと将臣は思った。自分を取り囲んでいる少年たちと、あまり変わらない年ねん齢れいに、体格をしている。逃にげ出すのが普通だ。だが将臣の思おも惑わくは外れた。


　一歩一歩、確かな足取りで彼が近づいてくる。その鳶色の瞳は、不ふ敵てきな色に輝かがやいているように見えた。


　少年たちが体勢を変えて殴なぐりかかった瞬しゆん間かん、俊しゆん敏びんな動きで二人の少年をノックアウトさせると、彼は素早く動いて将臣の前に背中を向けた。洗いざらしの髪がふわふわと顎あごの下で揺ゆれている。


「っざけんじゃねえっ」


　その罵ば声せいが引き金となったのか、彼の前にいた少年が胸むな座ぐらを摑つかみあげて拳こぶしを振ふり上げると同時に、将臣の左にいた少年が動いた。殴りかかろうと前まえ屈かがみになった少年を阻そ止しすべく、将臣は無造作に膝ひざを突つきだす。少年は自分がつけた勢いに押されて、その場に沈しずみ込んだ。


「なんか、助ける必要なかったみたいだ」


　意外と高い声が将臣の耳に響ひびいた。気安いその口調に、将臣は冷ややかな視線を向ける。印象的な鳶色の瞳が見つめ返してくる。


　―――俺を『ショウ』だと知って助けた口か。


　自分と関わりを持ちたくて、周りをうろつく連中の一人だと思ったのだ。それならば、それなりの対応というものがある。憮ぶ然ぜんとした表情のまま押し黙だまる。ここでこちらから積極的に関わると、碌ろくでもないことになるのは経験済みだ。


「あのさあ、もしかして、オレが余計なことして怒おこってんの？」


　少し苛いらついた口調で彼が言う。ふと将臣の視線が和やわらぐ。


「あー、もういいよ。んじゃな」


　そのまま彼は背を向けてしまった。


　自分を『ショウ』だと知る者は、最初に『ショウ』かと訊きいてくる。さもなければ、これも何かの縁えんだと誘さそいをかけてくる。もちろん『ショウ』を知らない者もいる。だがそういう他人はあんなに親しげな口は利きかないものだろう。


　それら以外の反応があるとは思わなかった。反射的に将臣は彼を呼び止めてしまい、思ったままを口にする。


「おまえ、俺に言うことはないのか」


「はあ？　あんたねえ、それはこっちの台詞せりふだろ。何かしてもらったら『ありがとう』の一言が普ふ通つうだろうが」


　間かん髪はつを入れずに返ってきた彼の返事に、将臣は目を見張る。こういう場合、建前上のお茶に誘われるとか、携けい帯たいの番号をそれとなく聞き出そうとされるかのどちらかだったからだ。そういう意味で将臣は訊いたのだが、彼にはそうとれなかったらしい。


　だがそれにしてもそんな当たり前のことを、わざわざ自分に言い直す者がいるとは思わなかった。


　将臣は自分の外見が武器になることを知っているし、有効に活用してきた。だから傲ごう慢まんな態度も、ある程度までの我わが儘ままも強ごう引いんに押し通せるのだ。だが彼にはそれが通用しない。


　それが将臣には新しん鮮せんだった。不ふ愉ゆ快かいだと思えないのが何な故ぜかはわからない。ただ最初に視線があったとき、鳶とび色いろの瞳が印象的だと思っただけだ。


「んじゃあね」


　不意に彼が体をずらす。それでようやく、将臣は自分が彼に近づいていたことを知った。彼は後ろを向くと道にあった袋ふくろを拾う。将臣をやんわりと拒きよ絶ぜつでもしているかのような態度に、腹が立った。


「おい」


　呼び止めるが、そのままこの場から立ち去ろうとする彼を、無理矢理にでも引き留めようと、触れた腕うでを引き寄せた。バランスを崩くずして倒たおれ掛ける身体ごと、腕の中に抱だき込む。


　胸の中にすっぽりと収まる体に、まず驚おどろいた。躊ちゆう躇ちよすることなく三人を相手にしていたので、筋肉質ながっしりとした体を想像していたのだが、実際はしなやかな細い身体だった。シャンプーの匂においがする洗いざらしの髪の柔やわらかな感かん触しよくが鼻先をくすぐる。


「いきなりなにするんだよっ」


　感情のままの声に、この腕の中の生き物に興味を持っているのだと、ようやく将臣は自覚した。このまま別れてしまえば、もう一度出会うのは難しいだろう。少しでも彼を引き留めておきたい衝しよう動どうに駆かられて、将臣は口を開く。


「―――何か欲しいものはないか」


「？　ないよ。それよか、ねえ、腕放してよ」


「迷めい惑わく料りようだと言ったら」


「いいよ、別に。そんなの欲しくないもん」


　自分の誘いに乗ってこないことが、ますます将臣の興味を引く。


　腕の中に閉じこめられているという体勢が嫌いやなのか、身体をよじって腕をほどこうとする彼を、将臣はきつく抱きしめる。柔らかな女の体とは違ちがう弾だん力りよくのある体だが、抱き心ごこ地ちは悪くない。身み動じろぐたびに鼻先をかすめる髪の感触も、不快ではない。


　そんなことを考えていると、腕の中の抵てい抗こうが止やんだ。


「わかった。じゃあ、そこの喫きつ茶さ店てんでうまいコーヒーでもおごってよ。それでいいから」


「それだけ？」


　何でも欲しいものを買ってやると言っているのに、コーヒーだけでいいという彼に将臣はまたしても驚きを感じる。


「そう、それだけでいいよ。だからとりあえず、腕を放して」


　はっきりと意志を浮うかべた瞳を向けられて、将臣はしぶしぶ腕を放す。すると彼は、将臣を促うながすようにさっさと歩き出してしまった。早く終わらせたいと思っていることがあからさまなその様子に、将臣は苛立つ。こちらを振り向かせたいという衝動に駆られてしまう。


「おまえ、名前は？」


「トーヤ。杉崎藤也っていうの。あんたは？」


　もしかしたらと思っていたが、やはり彼―――藤也は自分を知らない。それでも、『ショウ』の気を引きたくてそういう噓うそをついているという可能性も捨てがたい。


　将臣には珍めずらしくわずかに躊躇ためらった後、本名を名乗った。それで藤也がどういう表情をするのか、試そうと思ったのだ。


「―――将臣だ」


「え？　じゃあ、ハーフ？」


　鳶色の大きな瞳が、更さらに大きくなったのを見て将臣は足を止めた。藤也は自分の見た目や、名前をそのまま受け止めているのだ。


　初めて会った他人に親しげな口を利きくこと、自分の態度を変えないことなど、藤也と出会ってからのわずかな時間で、幾いく度ど驚きを感じさせられたかわからない。それでもそれが不快だと思わない自分に、自然と笑えみが浮かぶ。ちらりと視線をやれば、藤也がこちらを見ていた。思っていることがそのまま出ているような鳶色の瞳も気になる。


　こんな面おも白しろいモノが傍そばにいれば退たい屈くつしなさそうで、手放すのが惜おしくなる。絶対手に入れてやろう―――。


　藤也の意志など初めから無視して将臣はそう決めつけた。そして外を歩くときは手放すことのないサングラスを掛かける。


「行くぞ」


「ん、ああ」


　突とつ然ぜん歩き出した将臣に、藤也は慌あわてたようについていった。


「おまえは、学生なのか？」


　丁てい寧ねい語ごでもなく、前々からの知り合いに声を掛ける気安さもなく、ただぞんざいなだけの口調が、藤也の気に障さわったらしい。憮然とした表情で応こたえてくる。


「そ。一応受験生ってやつだったの。でもまあ、どうにか受かったしね。春からは晴れて大学生だよ。これでようやっと、本も読めるしゲームもできるから、買い物に来てたの」


　くしゃりと前まえ髪がみを搔かき上げて、藤也が笑う。くるくると変わるその表情が、将臣を惹ひきつけているのだろうか。


「なあなあ、将臣はゲームとかやんないの？」


「やらない。だいたいゲーム機自体持っていない」


「うっそ。ほんとに？　オレなんか二大ＲＰＧの新作心待ちにしてんのに」


　媚こびるでもなく、気き後おくれするでもなく、ただ普通に藤也は話しかけてくる。そんなことでも、将臣にしてみれば面白い。それに加えて、今までにない反応が返ってくるところもいい。


「なら、おまえが何か見てくれるか？　で、そのやり方を教えてくれ」


「ほえ？」


　間の抜ぬけた顔をする藤也に、将臣は笑い出したくなる。


　今まで将臣の周りにいた人間は、こちらが誘えばそれとばかりに尻尾しつぽを振ふって飛びついてきた。そして将臣の気が変わることを恐おそれているかのように大人しく従じゆう順じゆんだった。


　だから余計に、くすくすと面白そうに藤也が笑い出したときには、将臣は興味をそそられた。どんな反応が返ってくるか、想像もつかないのが楽しい。


「いいよ、選んでやる。何でもいいんだろ？」


「ああ、ついでに、部屋に来てつなげてくれるとありがたいな」


「わかったよ。でも、コーヒー飲んでからな。そこのコーヒーおいしんだもん」


　自分もそれなりに足を運んでいた店だったことに、将臣は軽く目を見張る。


「おまえも知っているのか？」


「へ？　将臣も知ってたの？」


「……この辺でうまいコーヒーといえば、ここくらいしかないだろう？」


「そっかあ。結構有名なんだ」


　扉とびらを抜けて中に入る。大きくとられた窓の傍には大振りな観葉植物が所ところ狭せましと並んでいたり、天てん井じようからは鉢はちが吊つり下がっていたりと、外から見るかぎりでは、まるで花屋か温室風のサンルームのように見える店だった。


　その植物たちの間に、客席はといえば、三つばかりのテーブル席と五客のカウンター席があるだけだ。どう見ても店主の趣しゆ味みでやっている喫茶店だった。その空いていたテーブル席に二人は腰こし掛かける。


　初老にさしかかったマスターが自ら水を運んできた。


「珍しい方が、珍しい人といますねえ」


「あれ？　マスター知り合い？」


「贔ひい屓きにしてもらってるんですよ。お二方とも、いつものでよろしいですか？」


「うん」


　藤也が元気に頷うなずくが、将臣は軽く顎あごを引くだけだ。それがいつものことなのだろう。マスターは何も言わずにカウンターへ戻もどっていった。注文を受けてから豆を挽ひくため、少々時間が掛かるがここは待つだけの価値がある。


　そのコーヒーが楽しみなのだろう。藤也がにんまりと笑ってから、思い出したように将臣を振り返った。鳶色の瞳ひとみにはうって変わって不思議そうな色が浮かんでいる。


「そういえばさ、さっきみたいなのって結構あるの？　なんか場ば慣なれしてたみたいだけど」


「時々な。……おまえこそ、喧けん嘩か慣れしてるみたいだが？」


「うーん、オレのは喧嘩というより部活の延長みたいな感じだからなあ」


　外したサングラスをテーブルの上に置くと、将臣はジャケットのポケットから煙草たばこを取り出した。藤也に断るでもなく一本を口に銜くわえると、徐おもむろに火をつける。藤也が微かすかに顔をしかめたことに、将臣は気づかない。


「部活は何をしていたんだ」


「これといって決めてなかったなあ。呼ばれればどこにでも顔出してたから。それに、部活しちゃうとバイトができなくてさ。そっちの方が死活問題」


　ようやく運ばれてきたコーヒーに、藤也はミルクとざらめ砂糖を少しずつ入れると、早くも口を付ける。将臣は煙草を吸い終えるまで、藤也の様子を見ていた。


　―――しかし、こんな簡単に乗ってくるとはね。


　将臣は先さき程ほどのゲームに関してのやりとりを思い出す。まるっきり警けい戒かい心しんのない言動に、逆に将臣の方が心配になってしまう。あっさりと途と中ちゆうで消えていってしまうのではないかと、危き惧ぐしたくなる。


　火傷やけどしたのか、口くち唇びるからちろりと覗のぞく舌に、視線を惹きつけられた。


　―――まあ、その方が都合がいいか。


　匂におい消しのためか、使い終わったコーヒーの粉が入っている灰皿に煙草を押しつけると、将臣はブラックのまま半分ほど飲み干した。いつもならゆっくりと味わうのだが、今はそんな気にはなれなかった。二人は黙だまったままカップを傾かたむけていた。




３







　藤也は、後についてくるのが当然と言わんばかりの将臣に憤いきどおっていた。


　だいたい、ゲーム機を見み繕つくろうと言ったのも、半分は社交辞令というやつだ。ぽん、と簡単に買えてしまうほど、藤也にしてみればゲーム機は安くない。それにソフトも合わせるとなるとそれなりの額になる。だから、値段を見ればあきらめるだろうと思ったのだ。


　―――それをいとも簡単に買いやがってっ。しかも二台もっ。


　プレステ２にセガサターンとそれぞれのソフト数本を、カードで買った将臣の姿が頭の中で躍おどっている。


　ここにいたってようやく、将臣の素す性じようが気になりだした藤也は、ちらちらと隣となりを窺うかがう。


　決して低くはないはずの自分よりも頭一つ分は高い身長、それなりに重いはずの荷物を軽々と持つ腕うで、普ふ通つうに歩いているだけなのに、つい見とれてしまうような、すらりと伸のばされた背筋。音もなく歩くその姿は、頭の先から爪つま先さきまで洗練された優美な雰ふん囲い気きを纏まとって―――。


　男として負けている、というレベルではなく、そもそも人種が違ちがうのではないかと、藤也は溜ため息いきをついた。


　将臣が何も言わずにタクシーに乗り込んだのを見て、藤也はあきらめた。将臣が告げた行き先が聞き覚えのある場所だったことが、唯ゆい一いつの救いかもしれない。ほどなく、タクシーは目的地へと着いた。


　藤也がタクシーを降りて、きょろきょろと辺りを見回しているあいだに、支し払はらいを終えた将臣がさっさとマンションのエントランスへと入っていった。その建物をふと見上げて、藤とう也やは思わずぽかんと口を開けてしまった。


　―――噓うそだろお。マジですかあ？


　それは地元でも一時期話題になっていたマンションだった。その値段の高さのせいもあったが、よく口に上ったのは、そのセキュリティーの高さゆえだった。


　エントランスまでは自由に入れるが、入ってすぐに警備員室があり、二十四時間体制で常に二人が常じよう駐ちゆうしている。その窓口の正面に集合ポストがあり、書留や宅配など本人のサインが必要なものは、警備員に声をかけなければならない。エレベーター自体、カードキーがなければ動かないためだ。しかもそのカードは階数によって違う―――ようするに、自分の居住階にしか止まれないようになっているのだ。


　最上階でようやく止まったエレベーターの開いた扉の先には、短い通路の先に扉が一つあるきりだった。超ちよう高級マンションの最上階、ワンフロアぶち抜き、というやつだ。藤也には、いったいそれがどれくらいの値段になるのか、見当もつかない。


　将臣が扉の横に取り付けてあるナンバーロックにパスナンバーを打ち込んでから、カードキーを差し込んでドアノブを回した。藤世は小声で、おじゃましますと言うと部屋の主あるじに続いて入った。


　通されたのは、だだっ広いといってもいいほどの広さのリビングで、ソファーとローテーブル、それにテレビ以外これといって何もない部屋だった。


　―――このリビングだけでオレんちよりも広いでやんの……。くそう、ゲーム機の一つや二つ、関係ないってことかあ？　こんなところで一人暮らしだなんて、お金ってあるところにはあるんだなっ。


　最初は呆ぼう然ぜんとリビングを見ていたが、沸ふつ々ふつと怒いかりの感情がわいてきて、藤也は投げやりになってしまう。


　そんな藤世に気づいた様子もなく、将臣は入ってすぐに荷物を置くと、無造作に脱ぬいだジャケットをカウンターの上に放ほうって、キッチンへと入っていった。


「あいにくと、飲めるものは水と酒しかないが、どうする？」


「あー、どっちでもいいよ、もう」


　藤也は自分の荷物を、将臣が置いた隣に置く。座る場所をスツールにするか、ソファーにするか悩なやんでいると、将臣がよく冷えたバドワイザーの缶かんを持って近寄ってきた。


「どうした？」


「いや、どこに座ればいいのかなあ、とか思ってさ」


「……？　何でそんなことを考えるんだ」


　手に持っていた缶のうちの一つを藤也に手て渡わたすと、将臣はさっさとソファーの方へと歩いていく。とことこと、藤也が後に続いて、ソファーに深々と腰こしを掛かけた。缶を開けて、一口二口飲むが、何もかもが藤也の生活レベルと違いすぎて、居い心ごこ地ちが悪く、落ち着かない。


「なあ、ゲームをつなげるのは、そこのテレビでいいのか？」


「ああ。いろいろとつながっているがな」


　自分が座った正面にテレビがあるのに気づいて訊きくと、藤也はもう一度それを見た。ビデオにＤＶＤに、オーディオがついている大型の最新型のものだった。


　―――ちゃっちゃとつけて、とっとと帰ろうっ。


　そう決意した藤也は、ぐいっと缶の残りをあおると、勢いよく立ち上がって、テレビの前に陣じん取どり、がさがさと箱を開けはじめた。将臣はそれを手伝うでもなく、ただ見ているだけだった。











　将臣がこの部屋に他人を入れたのは初めてだった。自分のテリトリーに干かん渉しようされたくないため、誰だれも入れないことにしていたはずだった。


　―――面おも白しろい。


　まるで他ひ人と事ごとのように、この状じよう況きようを見ている。


　藤也が傍にいれば、退たい屈くつしないだろう。今まで周りの者から得られなかった新しん鮮せんなその反応は、きっと自分を楽しませてくれるに違いない。


　―――だったら手元に、自分の都合のいい時に呼び出せばいつでも来るような、そんな距きよ離りにつないでしまえばいい。


　将臣の視線の先では、藤也の洗あらい晒ざらしの赤茶色の猫ねこっ毛けが、頭を動かすたびにふわふわと揺ゆれている。まくり上げられた袖そでからのぞく腕は適度に陽ひに灼やけていて、すんなりとした指先が何度も前まえ髪がみを搔かき上げる様は、それだけで将臣の目を充じゆう分ぶん楽しませた。


　自分の喉のどが音を立ててビールを嚥えん下かしているのがわかる。じわりと手のひらに伝わる冷たさが、思考も理性も鈍どん化かさせていく。


「ほい、できたぞ。これで電源入れりゃ、できるよ」


　気乗りしない様子だった割には作業に熱中していたらしい藤也に、将臣の視線に気づいた様子はなかった。


「そうか。―――やっていくか」


「はい？」


　梱こん包ぽう材ざいをまとめていた藤也の手が、困こん惑わくしたように止まったが、将臣は気づかないふりをして立ち上がり、新しいビールを取りに行く。


「時間はあるんだろう？　やりたいなら、やっていけばいい。こっちも暇ひまだから、別にかまわない」


「うーん」


　このまま藤也を帰すつもりは全くなかった。せっかく見つけた面白い玩具おもちやなのだ。もう少し堪たん能のうしてもいいだろう。


　将臣の言葉に藤也は唸うなっている。口を尖とがらせて、眉まゆ根ねを寄せて考えている様は子供のようだ。感情を隠かくす、あるいは偽いつわるということを知らないように思える。


　その良くいえば『素す直なお』、悪くいえば『単純』なところはつけ込む隙すきになる。


　迷うようにさまよっていた鳶とび色いろの瞳ひとみが、将臣を捉とらえた。


「ほんとにいいの？」


「ああ。どうせ一人でいてもかわらない」


「じゃあ、ちょっとだけ、ね」


　そう言うなりいそいそとゲーム機の準備を始める藤也の脇わきに、プルをあけたビール缶を置いて、将臣はまたソファーに座った。


　―――さて、どうやって遊んでやるかな……。


　あまり手を出しすぎてはいけない。また来てもいいかもと思わせるくらいに、ほんの少し物足りないくらいでなければいけない。その匙さじ加か減げんが思いの外、難しそうだ。


　今までつきあってきた人種には、そういった気き遣づかいをしたことがなかった。こちらがやりたいようにして、飽あきたらそれまで、だ。相手を手元に置いておくための手段など考えたことがない。自分にとっては、退屈しのぎのゲームのようなものだ。


　将臣の目の前で、藤也はくぴくぴと缶を傾かたむけながら、ゲームに興じている。時々、うおっ、とか、ああっ、とわめくので、ゲームに熱中しているのがわかった。将臣は藤也の缶が空になると新しい物を持ってきてはまた置いておくという、それまで他人にしたことのないサービスを繰くり返していたが、二、三時間もすると、その空き缶の数はものすごいことになっていた。


「だあーっ」


　酒のせいで狂くるった手元からコントローラーを放り投げると、藤也は後ろにひっくり返った。ほのかに上気した頰ほおが潤うるんだ目元を彩いろどっている。いつの間にはずしたのか、はだけたシャツからのぞく素す肌はだが妙みように艶なまめかしい。


　リビングの窓から射さし込む赤い陽射しが、藤也の髪の色を余計紅あかく染めている。


　ぼうとしていた視界に飛び込んできたその紅い色は、一いつ瞬しゆんにして頭の中を染め上げると、どくりと将臣の雄おすを刺し激げきした。口こう腔こう内に知らないうちにたまった唾つばを飲み込む。先刻までは欠片かけらすらなかった艶あでやかさが、急に現れたようだった。


「……なに？　なに、みてんの……？」


　首をのけぞらせるようにして、床ゆかから藤也が少しばかり呂ろ律れつの回らない口調で、訊いた。だが、将臣はそれに応こたえず、手に持っていた缶をテーブルの上に置くと、ソファーをきしませて立ち上がった。藤也の濡ぬれた鳶色の瞳が、自分の傍へと回り込んでくる将臣の影かげを追うようにゆっくりと巡めぐらされた。


「―――なに？」


　自分が欲望の対象として見られているとは、思ってもいないのだろう。顔を近づけても、ぼんやりと将臣の瞳を見ている。その警けい戒かい心しんをまるで持ち合わせていない藤也の様子に、うっそりと将臣は笑った。


　―――危機感を感じない、おまえが悪い。


　わずかにあけられた口くち唇びるに、己おのれのそれを重ねる。そのまま角度をずらすと、歯列をこじ開けるようにして、舌をからめとった。


「ん、んーっ」


　ようやく、自分が今何をされているのかがわかったのか、藤也が抵てい抗こうを始めた。顔を逸そらせて将臣の口唇から逃のがれようとする。逃すつもりもなく、より深く口くち接づけると、藤也の両手を床に縫ぬい止めた。身体からだをよじって将臣の下から抜ぬけ出そうとしているらしいが、飲み過ぎたアルコールのせいで、うまく力が入らないらしい。


「……ふぁ」


　合わされた口唇の隙間から漏もれる藤也の息が、どこか熱を帯びてくる。将臣の腕うでの中で、ぴくり、と藤也の指先が動いた。角度を変えて、刺激を与あたえ続ける将臣の舌から、逃れようと蠢うごめいていた藤也のそれが、だんだんと動きを鈍にぶらせていく。


　口唇がゆっくりとはずされても、それすらわからないのか、藤也はただ放心しているだけだった。茫ぼう洋ようとして焦しよう点てんの定まらない瞳は、唾だ液えきに濡れた口唇と相まって、余計に将臣の雄を刺激した。


　男にこんなことをするほど、相手に事欠いているわけではない。ほっといても向こうから近づいてくる女の中から割り切りのいいセックスフレンドを選んでいる。


　だから雄を刺激されたこと自体、将臣にとっては興味深かった。雄を陥かん落らくさせようという雌めすのセクシュアルな媚び態たいではないそれが、どうして自分の気を引いたのか。


　―――珍めずらしく自分から気に入った玩具だ。いろんなことをして遊んでみたいな。


　うっそりとはく笑えみの下では、獲え物ものが己の牙きばを待ち受けている。乾かわいた口唇を舐なめる舌はまさしく肉にく食しよく獣じゆうのもののようだった。


　耳みみ許もとから首筋にかけて口唇を這はわすと、くすぐったいのか肩かたを竦すくめるだけだったが、将臣の舌が鎖さ骨こつの線を丹たん念ねんになぞると、わずかにあいたままの藤也の口唇が微かすかに震ふるえた。


　頃ころ合あいを見計らい、藤也のシャツをはだけて、ズボンのファスナーを下げれば、引き締しまった胸部から腹部にかけて露あらわになる。陽に灼けているが肌き理めの絹かい肌は、将臣の手にしっとりと張り付いた。脇から存外に細い腰こしへと這わせる指先が気になるのか、腰をくねらせた。


　鎖骨から胸の飾かざりへと刺激が移動すると、藤也の口から熱い吐と息いきが漏れた。一方は舌で、もう一方は指先で、こねくりまわされて固くなっていくそれに将臣は面白くなる。


　―――ふん。感じる場所は男女ともさほど差はないのか。


　口唇が胸骨の間から腹筋へと動いていくうちに、将臣の右手は藤也の雄の象しよう徴ちようを布の上からやんわりとつかんだ。そして、藤也にはそれと覚さとられないように慎しん重ちように指先を動かして、たくみに刺激を与えていく。自分の手の中で漲みなぎっていくそれに、将臣は舌なめずりをする。


　藤也の意識は茫洋としたまま、将臣の与あたえる刺激に溺おぼれていた。半分脱ぬげ掛かけたシャツが藤也の上半身の動きを制限しているが、それにも気づいていない。


　がっしりとした腕で腰を捕つかまえる。臍へそから腰こし骨ぼねにかけて丹念に舌をなぞらせると、藤也の雄がひくついた。手早くズボンと下着を脱がせてしまうと、将臣はじっくりと視線を這わせた。


　無む駄だな肉がなく、思っていたよりも見ていて気にならない。腰骨を指先でつつくと、身をよじるようにして指先から逃れようとする。


「―――んぁ？」


　とろんとしていた瞳が自分の長い髪をとらえてこちらの方へと首が動くのを見て、将臣は微かに笑うと、のしかかるようにして口唇を重ねる。舌で口唇をなぞり、甘あま嚙がみをすれば、溜ため息いきにも似た熱い吐息が藤也の口唇からこぼれた。


　自分のズボンの前をくつろげると、将臣はじりじりと藤也の膝ひざを己のそれで押し広げる。人目にさらされたことのないそこは、他ほかの場所に比べると幾いく分ぶんか肌の色が白い。


　膝を閉じられないように押さえつけ、悲鳴を呑のみ込むために深く口接けると、藤也の飲み残したバドワイザーの缶かんを倒たおし指を浸ひたす。雄を迎むかえ入れる唯ゆい一いつの箇か所しよにそっと触ふれて、入り口付近をなぞった。雄が入りきるのか不安になるほど、引き締まっていたが、そこしかないのだから仕方がない。


　―――くちゅ。


　こじ開けるように無理矢理指を一本入れると、藤也の膝ひざが引きつった。意識は浮うかんだままだったが、それでも今までに感じたことのない違い和わ感かんに、鳶とび色いろの瞳は見開かれた。投げ出されていた両腕はつかむものを探して、シャツ越ごしに将臣の背中に爪つめを立てる。


　そこを広げるために、指でかき回そうとするが、がっちりとくわえ込まれていて、痛いほどに締め付けている。だがそのままにしておくつもりもなく、少々手て荒あらくなっても仕方がないとばかりに、強ごう引いんに動かした。


　からめとられた舌が、ひくりと引きつって動きを止めたのがわかった。だがかき回す指を止める気はさらさらない。入っている指に沿ってもう一本指を無理矢理ねじ込む。喉のどの奥が引きつり悲鳴を上げようとしているのを無理矢理嚥えん下かさせると、飲み込みきれなかった銀糸が口の端はしから流れ落ちていった。


　逃にげられないようにと押さえつけていた藤也の身体に、じっとりと汗あせが浮いている。密着した身体のせいか、今までに感じたことのないもののせいか―――。将臣は勝手に後者だと決めつけて、指で押し広げられて、幾分か弛ゆるんできたそこを、一段と深く抉えぐった。膝ひざが引きつるだけで、喉から空気が漏れなかったことを確かく認にんすると、口唇を合わせている者に気づかれないようにうっそりと笑った。


　―――これなら、平気か？


　入れた指をそのままに、ゆっくりと身体をずらして、蹂じゆう躙りんするのに都合のよい体勢に持っていく。ようやっと弛んできたそこを閉じさせないように気をつけながら、少しずつ引き抜いていった指のかわりに、今や固く張りつめている己の雄を一気にねじ込んだ。


「……―――っ」


　わき上がる悲鳴をおさえきれず、合わせた口唇の隙すき間まから空気がこぼれた。突とつ然ぜん容量を増した異物を、ぎゅっと締め付けた。その引きちぎられそうな感覚に将臣は眉まゆをしかめる。途と中ちゆうまでしか含ふくんでいないのに、すでにそこは容量オーバーを訴うつたえているのだ。


　逃れようとする腰をとらえて、ずぶずぶと力任せに含み込ませていく。呑み込まされたものの大きさに耐たえきれなかったのか、鼻をつくどろりとした独特の鉄てつ錆さびにも似た匂においが漂ただよいだした。どうにか根元まで埋まい没ぼつさせると、将臣は重ねていた口唇をはずす。


　ひゅーひゅーという喉から漏れる空気の音が、将臣の耳に届いた。痛みのためにしかめられている眉まゆ根ね、うっすらと涙なみだの浮かんでいる眦まなじり、しっとりと濡れて紅あかくなっている口唇―――。その表情のどれもが、将臣の雄おすをズキズキと刺激した。


　その艶あでやかな姿態に、口の端はしを微かに上げただけの酷こく薄はくな笑みを浮かべる。


　背中をつかんでいる藤也の両腕をはずすと、そのまま床につなぎ止める形で押さえつけて、ゆっくりと動き出した。無理矢理くわえ込まされその質量に慣らされたそこは、悲鳴を上げるように急激な収縮を始めた。引きちぎりそうな勢いのそれは、女のじっとりとからめとるようなものと違ちがい、全力の戦いを挑いどんでくるようだった。


　身体中の血液が沸ふつ騰とうするような高こう揚よう感かん―――。今まで感じたことのない衝しよう動どうに駆かられて、将臣は藤也をせめ立てた。


「ひっ……」


　内臓をえぐり取られるような感覚に藤也は目を見開く。肉体の感覚と意識を切り離はなしたことを、焦点の合っていないその鳶色の瞳ひとみが物語っていた。異物が出入りするのに合わせて、浅く短い呼吸が繰くり返される。痛みを逃がすために浮いている腰に向かい、将臣は己の欲望の証あかしをぶちまけた。


「っあ―――」


　身体の奥深くに焼けつくような液体を感じて、藤也は喉をひくつかせながらのけぞると、そのまま気を失った。


　将臣は止めていた息を吐はくと、ぐったりしている藤也の内からずるりと雄を抜き取った。白と赤の交わることのない液体が流れ出て床ゆかを汚よごした。そこでようやく、ここがベッドの上ではなく、リビングのフローリングの上だということを思い出した。


「……何やってんだか」


　餓うえた獣けもののように、妙みようにがっついてしまったことにたいして、将臣は大きく眉をしかめる。とりあえずタオルを持ってくると、後始末をした。自分が脱がせた服はソファーにひっかけて、いっこうに目覚める気配のない藤也を物のように抱かかえ上げると、バスタブに放ほうり込んで、自分もバスルームへと入っていった。


　ざっと汗を流しながら、何でこんなに面めん倒どうを見ているんだかと半ば自分に呆れている。少し熱めのお湯をかけても藤也は身み動じろぎ一つしなかった。


　悩なやんだ末に、将臣は自分の寝しん室しつのベッドに藤也を寝ねかせる。


「まいったな」


　起きたらなんと言おうかなどという殊しゆん勝しようなことはまるで考えていない。自分が寝るまでに藤也が起きなければ、同じベッドで寝なければならないことにうんざりしているのだ。


　どこまでも自分本位な将臣だった。











　無意識に身体からだを動かして、ずきんと走り抜ぬけた痛みで目が覚めた。下半身はズキズキと血液が脈打っているのがわかるほど神経が過か敏びんになっていた。


「……？」


　自分がいつ寝たのか覚えてなくて、藤也はぼんやりと視線をさまよわせた。胸の辺りに何か重いものがのっているが、それを払はらいのけるのも面倒なほど身体がだるかった。


　だが今いる場所が、自分の部屋どころか見覚えのない部屋だとわかるにつれて、寝る前に『なに』をしていたのか思い出した。慌あわてて起きあがろうとして肘ひじをついたところで、声もなくまたベッドに沈しずみ込んだ。


「なんなんだ……」


　呆ぼう然ぜんとしながら、額にかかる前まえ髪がみを搔き上げる。腰こしから下、特にあらぬ所を中心に身動ぎ一つでつきんつきんと痛みを訴えているのだ。


　軽く息を吐くと、もそっと胸の上にある何かが動いた。訝いぶかしんでそれに手をやり、ぺたぺたと触さわってみれば、それは人間の腕うでだった。


「―――まさか」


　おそるおそる持ち主を確かめると、案の定今自分が抱えている痛みを作った男だった。一気に気が抜けて盛大な溜め息をもらす。その気配を感じたのか、将臣が小さく吐と息いきをついた。ぴくりと藤也は反応して、将臣の口くち許もとを見つめる。


　合わされた口くち唇びるの感かん触しよくが、思い出された。しっとりとした瑞みず々みずしい口唇。ゆっくりと我が物顔で口こう腔こう内を支配する舌。緩ゆるやかに身体を這はい回るざらつく舌。そのあとに続く、触れるか触れないかの微び妙みような指先。鼻先をかすめるグリーン系のコロンの香かおり。肌はだを滑すべり落ちる柔やわらかな髪先。腰に回された力強い腕―――。


　その感触を思い出して、藤也は焦あせって真っ赤になる。


　―――何を思い出してるんだ、オレはっ。


　辺り構わず怒ど鳴なり散らしたいのを、ぐっと堪こらえて深呼吸を繰り返すことで、どうにか落ち着ける。


　将臣を起こさないように気をつけながらそっと腕をどかして、痛みが響ひびかないようにそろそろとベッドから抜け出した。自分が下着をつけていないことに赤面しつつも、藤也は服を探して部屋の中を見回す。だが、作りつけのクローゼットや机しか見あたらず、肝かん心じんな服が見つからない。ドアを目指してよろめくように歩く。


　フローリングは冷たいが、ヒーターがきいているからか、寒くはない。だが、廊ろう下かに出ると、ひんやりとした空気にうっすらと鳥肌が立った。音を立てないように扉とびらを閉めて、藤也は軽く息を吐くと、とりあえず服を脱ぬがされたリビングへ向かった。


「しっかしなあ」


　既すでに何度目かわからない溜ため息いきをもらす。女じゃあるまいし、まさか『犯やられる』とは思っていなかった。だからつい流されて、ここまできてしまった。将臣を責せめる気持ちが七割、自分の不注意さを呪のろうのが三割といったところだ。


　このままとんずらを決め込めば、連れん絡らく先さきは教えていないから、二度と関かかわることはないだろう。それがせめてもの救いだ。


「あ、あった。なかったらどうしようかと思ったねえ。裸はだかじゃ外に出られないもんなあ」


　痛みがひいてきているのか、それとも痛みに慣れたのか判断しにくいが、少しずつ楽になる身体にむち打つ。服を着て、財さい布ふや携けい帯たい電話などを確認していると、放り出されたままのゲーム機が目に入った。


「―――慰い謝しや料りよう代わりにもらっていこうかなあ」


　ぽつりと藤也はもらしたが、ぶるぶると首を振ふる。


「それじゃあ、泥どろ棒ぼうだよな」


　そこまでしたたかになりきれないところに、藤也の人の良さが現れていた。


「ほんじゃま、帰るとしますか」


　額に落ちかかる前髪をうざったそうに搔き上げて、そろそろと玄げん関かんへ向かった。スニーカーを履はいてドアの鍵かぎを開けたところで、藤也の動きが止まった。


　―――戸と締じまりどうしよう。うーん、でもまあ、このセキュリティーの良さなら、大だい丈じよう夫ぶかなあ。


　少しばかり悩んでそう決めつけると、微かすかにきしむドアにびくつきながら外へ出た。エレベーターが動かなかったらどうしようかと思ったのだが、どうやら一階に下りるにはカードキーは必要ないらしく、安あん堵どの息をついた。


　深夜の一時過ぎという時間もあって、エントランスの警備員室の前を通るときはひやりとしたが、呼び止められることもなく、マンションを後にできた。軽快な足取りにはほど遠いが、そこそこの速度で歩いていく。自分の駅から一つはなれた見覚えのある場所ということも手伝って、迷うことなく家に帰り着くことができた。


「ただいまっ、と」


　誰だれに言うでもなく声に出して、本とＣＤの袋ふくろをテーブルに置いた。朝かけていった乾かん燥そう機きは止まっているが、洗せん濯たく物ものを畳たたむ気力などとうにない。服のままベッドに倒たおれ込もうとして、ふと眉まゆをしかめた。


　朝の九時には恵美花の事務所に行かなくてはいけないのだ。がっくりと肩かたを落として、頭をばりばりとかく。今いま更さらバイトの話は断れないから、何が何でも起きて仕事に行かなければならない。付き人といっていたから体力勝負のはずだ。


「あーっ、もう、どうにでもなれってんだっ。起きたらもっと楽になってるかもしれないしっ。今、考えても仕方ないことは考えんのもやめっ」


　ばすっと、ベッドに倒れ込み、携帯電話のアラームをセットすると枕まくら元もとに置く。この部屋にある目覚ましは、携帯電話とミニコンポしかなく、ちゃんとした時計は一つもない。なくても困らないから、買おうという気もしない。


　ベッドの中でごそごそと丸まり、寝やすいように身体の向きを変える。


　それからいくらもしないうちに、規則正しい寝ね息いきがほのかな明かりだけを灯ともす部屋に聞こえだした。




４







　こつこつこつ、と神山恵美花は神経質そうに机を叩たたいていた。いつもなら十分前に必ず来る藤也がまだ来ていない。これでもし、あの我わが儘ままな王様よりも遅おそく来るようなら、完全確実に彼は機き嫌げんを損そこねるだろう。そうなったらもう手がつけられない。王様には『プロ』という自覚があるから、仕事の手を抜ぬくとか、すっぽかすということはないが、周りが使いものにならなくなるほどの不機嫌のオーラが辺りに撒まき散らかされるのだ。


　元々どこか硬こう質しつめいた美び貌ぼうがより一層無機質になり、息をして動いているのが不思議なくらい温かみがなくなる。その迫はく力りよくに気け圧おされて、他の人間の動きがぎこちなくなり、いつも以上に仕事に時間が掛かかってしまう。周りに多大な迷めい惑わくがかかるのだが、いかんせん、本人に言えるわけもなく、ただひたすら彼の機嫌が回復するまで待つしかない、という事態におちいってしまう。


「まったくこういうときに限って遅おくれるんだからっ。もうっ、携帯に連絡いれてみようかしら」


　受話器を取り上げて、半分ほどダイヤルしたところで社長室の扉が叩かれた。恵美花は軽く舌打ちをすると、電話を切って声を掛かける。


「いいわよ」


「ごめんっ。遅れたっ」


　肩で息をして全力で駆かけてきたのがよくわかる姿で、藤也が入ってきた。


「―――うぇーん。よかったよう。遅ち刻こくしてきたらどうしようっ、てパニックになるところだったのよう」


「悪かったよ。ちょっと身体からだが本調子じゃなくてさ」


　応接セットのソファーにどっかりと座り込んで、前まえ髪がみを搔き上げながら藤也が言う。


「本調子じゃない？」


　恵美花の口調が少しばかり険を帯びてきつくなった。


「うん。まあ、二、三日もすれば治るんだろうけど、今んとこはなあ」


「ちょっとぉ、それじゃあ困るのよう。特に今回は大変なんだからぁ」


「だって、付き人だろ？　前にもやったことあるし、それぐらいは平気だよ」


「やーん。付き人は付き人なんだけどぉ」


　思いっきり眉をしかめて、恵美花が藤也の前に座った。手には幾いく枚まいかの書類が入ったクリアファイルを持っている。


「まあ、まずはこれを見てくれればわかると思うんだけどぉ……。ようは、付き人兼けん警護みたいなかんじなのぉ。だからぁ、下手な人には頼たのめなくて、トーヤくんに頼んだのにぃ」


「……げっ」


　テーブルの上に広げられた手紙に目を通して、藤也は驚おどろいた。それはまぎれもない脅きよう迫はく状じようで、そんな物ぶつ騒そうなものを見るのも初めてなら、触さわるのも初めてだ。


　―――うわあ。ほんとにこんなもんあるんだあ。


　思わず感動して、まじまじと観察しそうになるが、はっと気づいて恵美花の方をうろんな目つきで見やる。


「で、もしかして、付き人って、この脅迫されてる主ぬしの付き人……？」


「ピンポン、ピンポン、ピンポーン。トーヤくんてば鋭するどいっ」


　拍はく手しゆ付きの明るい笑え顔がおで恵美花は無む邪じや気きに応こたえるが、藤也は深い溜ため息いきしか出てこない。


「なあ、それ、警察に届けたのかよ？」


「とりあえずは言ったけどぉ、実害がまだないから、動いてくれないのぉ。それで、プロに頼もうかなあって思ったんだけど、本人が嫌いやがってさぁ。悪戯いたずらだったらそれに越こしたことはないんだけどぉ、よくわかんないのよねえ。だからぁ、トーヤくんにお願いしたの」


　最後に『てへっ』とつきそうな口調で言われてしまう。藤也は目め眩まいを起こしそうなほどにくらくらとしてきたこめかみを押さえる。


　―――簡単に流すなあっ。そんな危険なことをさせんなよっ。


　ただでさえ体力勝負的な付き人なのだ。その上神経まで摩ま耗もうしなければならないとなると、無事勤め上げられるかどうかもあやしい。だがそんな藤也の懸け念ねんをよそに、恵美花はてきぱきと必要な書類をテーブルへと並べていった。口調までもがビジネスモードに切り替かわっている。


「で、これが今日と明日のスケジュールね。それからこれが、ショウのプロフィール。ざっと目を通しておいて。一番気をつけて欲しいのは彼の機嫌を損ねないこと。それから、南なん田だがマネージャーをしているんだけど、移動は別なの。今日はもうスタジオに行って入り口で待ってるから。そろそろ彼が来るわ。用意はいい？」


「―――はいよ。なあ、オレはそいつのこと、なんて呼べばいいんだ？」


「ああ、それは本人と話し合って。南田は、『ショウさん』て呼んでるけど。私は一応社長だから、呼び捨て、ね」


「『ショウ』さん、ね」


「それだけ？　他ほかにはない？」


「ああ。何か出てきたらその時に訊きくさ。というわけで、できるかぎりいたしましょ」


　恵美花は立ち上がり、所定の位置につく。スケジュール以外の渡わたされた書類は鞄かばんに入れて、藤也も座り直した。恵美花がわざわざ機嫌を損ねないようにと注意したほどの人物だから、そこそこの稼かせぎ頭がしらだ。それならプロの警護をつけようとするのもわかるし、多少なりとも我が儘を押し通せるのだから、プロの警護は嫌だ、という我が儘も通ったのだろう。


　そこまで考えて藤也は溜め息をついた。


　―――くそう、やっぱり昨日のゲーム機、くすねてくればよかったかなあ。


　少しは眠ねむれたのでいくらかましになったとはいえ、ふとした拍ひよう子しに、身体の奥から痛みが突つき抜ける。


　心の中で文句をついていた藤也だが、軽やかにノックされる音を聞いてドアを見た。


　―――仕方ないよなあ。なるようになれってんだ。


　妙みような居直りを決めて心持ちふんぞり返るように胸を張った。


「どうぞ」


　恵美花の声で開いた扉とびらから、シンプルなデザインの黒い靴くつが入ってきた。


「―――すごい偶ぐう然ぜんだな」


　こつこつと近寄って来る靴の主がそうもらした。だが、その声を聞いた藤也は頭が真っ白になった。


　―――この声は……っ、まさか。いや、でも似てるだけかもしれないしっ。


　違ちがっていますようにと願いながら、意を決して伏ふせていた視線を上げる。これからしばらくの間一いつ緒しよに行動する人物を見た。


「げっ、やっぱりあんたかよっ」


「あら、何、知り合いなの？」


　面おも白しろそうに微かすかに笑えみをはいてる将臣と、思いっきり嫌そうな顔をしている藤也を、交こう互ごに見ながら恵美花が不思議そうに訊いた。藤也の前に腰こしかけて煙草たばこを取り出した将臣が、くつくつと笑いそれに応こたえる。


「昨日、ちょっとね。……こいつなら、いいだろう。だが早いことどうにかしてくれ」


「わかってるわ。調査会社にも依い頼らいはしてあるの。十日前後でけりをつけるわ」


　藤也と二人で話しているときとはまるで別人のようにしっかりとした口調で、恵美花がそう断言した。だが将臣は、どうだかというような感じで片かた眉まゆを上げただけだった。藤也はまだどこか引きつったような笑みを浮うかべているだけだった。


　―――二度と会うことないって、思ってたのにーっ。


　いくら叫さけんだところで、今いま更さら恵美花がバイトをやめさせてくれるわけもない。将臣が傍にいることを許したのだから、尚なお更さら放してくれないだろう。それがわかるだけに藤也には溜め息をついて諦あきらめるしかなかった。


「今日のスケジュールは渡してあるから。前にも何度か、彼には仕事を頼んでいるから要よう領りようはわかっていると思うわ。他に何もなければ私の方からはそれだけよ」


「煩わずらわしいことは、早く終わらせたいな」


　将臣の言葉に軽く肩かたを竦すくめて恵美花は藤也に向き直る。


「そうそう。とりあえずこれはスタジオまでの交通費よ。前でタクシーでも拾ってくれるかしら？」


　だが、恵美花が差し出した封ふう筒とうを藤也が受け取るよりも早く、将臣が口を挟はさんだ。


「―――いや、いい。一緒に乗せてく」


「……そう？　なら、いいけど」


　短くなった煙草を灰皿で押しつぶして、将臣は立ち上がり部屋を出ていこうとした。藤也がちらりと恵美花の方を見やると、彼女は軽く肩を竦めている。


「ま、がんばってね。トーヤくん」


　かけられた励はげましの言葉に、片手だけで応えて既すでにもう戸口から姿を消している将臣を早足で追いかけた。事務所の中は雑然としている。その中を自分は無関係だというように、優ゆう雅がに歩いていく様は、確かに絵になっていた。


　追いついて一歩後ろに控ひかえてエレベーターホールまで行き、下のボタンを押す。そして最初に言わなければならないことを口にした。


「移動が車だと、免めん許きよを持っていないので運転できないんですけど」


「かまわない。自分で運転する」


　昨夜のことを考えると、丁てい寧ねいな口調だなんて死んでも使いたくなかったが、恵美花に雇やとわれて付き人としてつくことになった以上、割り切るしかないと藤也は努めて事務的な口調で言う。だが、将臣はそんな藤也を見て、くつくつと笑い出した。


「それから、無理してそんな口を利きかなくてもいい。顔が思いっきり嫌がっているからな」


「当たり前だっつーの。あんなことされて、へらへら笑っていられる奴やつがいるんなら、そいつの面つらおがんでみたいもんだね」


　エレベーターのドアが開くと将臣が乗り込み、地下二階のボタンを押した。このビルの地下は駐ちゆう車しや場じようになっている。


　憮ぶ然ぜんと言い放った藤也だが、将臣は関係ないというように涼すずしげな顔をしている。


　―――くそーっ、やっぱし絶対に、お近づきになんかなるもんかーっ。


　藤也は賢けん明めいにも心の中で叫ぶだけにとどめて、それ以上口に出して言い募つのらなかった。かわりに、恵美花からもらった今日のスケジュールを確かめる。


　駐車場に着くと将臣は相変わらず自分のペースで車へ歩いていく。藤也は昨日一日で少しは慣れたのか、文句も言わないで後に続く。


　持ち主の派手な容よう貌ぼうに見合った真っ赤なフェラーリの鍵かぎを開けた。見かけたことはあっても、触さわったことのない高級車に、藤也はおっかなびっくりしながらも、助手席に座った。エンジンが独特の重低音を響ひびかせる。


　―――昨日のゲーム機といい、マンションといい、よっぽど稼いでんのか、親が金持ちなのかだなあ。ったく、あるとこにはあるもんだな。


　などと先さき程ほどまで憤いきどおっていたことも忘れて呆あきれてしまうが、人間分相応が一番だと思っている謙けん虚きよな藤也は、いつもよりも低い車窓に心躍おどらせて、流れていく景色を楽しんだ。


　今日一番の仕事は、都内スタジオでのポスター撮りだ。


　スタジオの入り口脇わきに白い国産車が止まっていたが、フェラーリが近づいてくるのを見るとゲートへと入った。それに続いて、将臣の車もスタジオの敷しき地ち内へ入っていった。空いているスペースに止めると、二人は車から降りる。先に車を止めた南田がスタジオの入り口で待っていた。


「どうも、お久しぶりです」


「はいはい、聞いてますよ。大変でしょうけど、藤也くんもがんばって下さいね」


　前に何度か仕事でついたことがある南田が、のほほんとした容貌と口調で言う。警備室でパスをもらい中に入ると、南田が将臣に聞かれないようにと気をつけながら、こそこそと藤也に小声で訊たずねた。


「もしかしなくても、ショウさんの車に乗ってきたんですか？」


「？　そうですけど……」


「はあ。それはすごいですねえ」


「……？」


　南田が一人で何か感心しているが、藤也にはどうしてなのかわからず、首を傾かしげるだけだった。


「おはようございますーっ」


「どうも、今日も一日よろしくお願いします。チーフは奥ですか？　じゃあ、ショウさんをメイクルームへお連れして下さい」


　南田に言われて、スタッフの一人がぺこりと頭を下げた。藤也は迷わず将臣の後についていくが、スタッフの方が少しばかり怪け訝げんそうにこちらを見たので、にこっと笑う。


「少しの間ですが、ショウさんの付き人をやることになりましたので、よろしくお願いします」


「あ、そうなんですか。いつもショウさんはお一人だから、珍めずらしいなとか思って……」


　すたすたと歩きながらスタッフと藤也は話しているが、将臣は相変わらず無言のままで、微かに眉まゆ根ねを寄せただけだった。さっさとメイクルームへ入った将臣に続くが、藤也は将臣の支し度たくができるまで手持ちぶさたで、今の内に恵美花からもらったプロフィールに目を通そうと隅すみの方に、椅い子すを引っ張って腰こし掛かけた。


　プロフィールといってもたいしたことは書かれていない。本名とモデルネーム、住所、電話番号に携けい帯たい電話の番号、それから簡単な略歴があるだけだ。紙面の大部分を占しめていたのは、何をどうすれば彼の機き嫌げんを損そこねないですむか、だった。


　人間嫌ぎらいに近そうだなあというのが藤也のプロフィールを読んだ感想だ。プライベートに干かん渉しようされたくない、仕事以外で大勢とつるみたくないなどその典型とも取れる。


　―――でしゃばりすぎずに陰かげに徹てつするのがいいんだけどなあ。出会いが出会いだし。本人も反省してなさそうだし？　今回は地で押し通してやろうかなあ。


　恵美花には悪いかなとちらりと浮かんだが、あっさりと水に流してしまえないほど、衝しよう撃げきは大きかったのだ。今回ばかりはあきらめてもらおうと藤也は心を決めた。


　将臣の支度が終わり、スタジオへ移動し始めたのを見て、藤也は勢いよく立ち上がった。つきっと少しばかり痛みが駆かけ抜ぬけたのを感じて、眉をしかめるが休んでいるわけにもいかない。口の中でぶつぶつと小さく将臣に文句をたれて痛みをこらえる。


　傷が治るまでの痛みを思うと、既にもう藤也はうんざりとしていた。


　この撮さつ影えいは全国規模に展開する宝石店のポスター撮どりだ。普ふ通つう宝ほう飾しよく関係は女性モデルがやるものなのだが、将臣―――ショウの容貌に惚ほれ込んだ会長が三年前から彼に依頼しているものらしい。


　スタジオにはレフ版や撮影用のライトがひしめいていた。微び調ちよう整せいのためか動き回っているスタッフと、隅にあるテーブルを囲んでいるスーツ姿のスタッフとがいる。スーツ姿の方は宝石店の社員だろう。白手て袋ぶくろをして小さなモノを扱あつかっている。スタジオの外に警備員が待機していたことを思い出して、藤也は改めてこの仕事の内容を思い返した。


　スタジオの一番奥に作られた撮影ポイントに将臣が立ったとき、その場の雰ふん囲い気きが突とつ然ぜん変わったように藤也は感じた。取り巻く空気が温度を失い、将臣の呼吸音どころか、心臓の音まで消えてしまったように、時が止まる。呆ぼう然ぜんと、その場に立ちつくす。


　美しさを誇ほこる人工的な宝石よりも、より無機質で硬こう質しつ的な美貌。ポスターの展示が夏ということもあってか、上半身は裸はだかで、洗い晒ざらしのジーンズを穿はいているだけだ。長いチェーンの先につけたペンダントトップを形のいい口くち唇びるにくわえて、結んでいない茶色の髪かみを搔き上げた。そして伏ふせられていた青い瞳ひとみがカメラへ向けられると、その造り物めいた美貌が雄おすを感じさせるきつい容貌へと一いつ瞬しゆんにして変わった。


　藤也は小さく息を呑のんだ。肉にく食しよく獣じゆうに睨にらまれているような気配に呑み込まれた。シャッターを切る音が響くだけで、それ以外の音を立てれば食らいつかれるような、鋭するどく尖とがった空気が辺りを押し包んでいる。


　カメラマンの指示もない。将臣がしたいように動きをつけて、時折視線をカメラへ向ける。ただそれだけのことなのに、このスタジオを支配していた。目も眩くらむようなライトを浴びて輝かがやきを増した宝石よりも、その生気に満ちた瞳の輝きは強きよう烈れつだった。仕草一つ、眼まな差ざし一つで、すべてを従えて君くん臨りんする者の瞳だ。


　ポスターのテーマが、『夏を制する』だから、これで間ま違ちがいはない。だが、宝石よりも目が惹ひきつけられるのは何な故ぜだろう。


　―――まあ確かにプロだしなあ。雰囲気まで綺き麗れいに切り替かえられたやつは初めてだけど。鳥とり肌はだ立だってるし。……性格に問題はあるけど、仕事に関しては認めてもいいかなあ。


　断続的に聞こえてくるシャッター音を適当に聞き流しながら、藤也は将臣を見つめていた。




５







　翌朝、警備員室の隣となりにある数字キーの前で、藤也は頭を抱かかえていた。昨日一日かけてスタジオ撮りを終えたあと、将臣に夕食を誘さそわれた。一昨日おとといのこともあり、丁てい寧ねいに断り、マンションの駐車場で別れて、早々に家へ帰った。


　途と中ちゆうで買ったコンビニ弁当を適当につつきながら、一昨日買った本のページをめくっていった。


　―――一時間だけのつもりだったのに、最後まで読んじまったよーっ。くそっ、睡すい眠みん時間が足りないと集中力なくなるからなあ。ばれたら恵美花さんにどやされる。


　溜ため息いきをつきつつ、支度を終えて出てくる将臣を待っていると、藤也の携けい帯たいが鳴った。ディスプレイを見ると、昨日登録したばかりの将臣のもので、何かあったのかと焦あせる指先で、通話ボタンを押す。


『直接、駐車場に降りる。外で待ってろ』


　それだけを言うと、返事も聞かずにぷつりと切られた。藤也はまた口をついて出てきそうになる溜め息を気力で呑み込み、携帯を鞄かばんに入れてエントランスを出る。しばらくして目の前に止まった車に乗り込もうとして、助手席に置かれていた封ふう筒とうに気づいた。


　逡しゆん巡じゆんした藤也に気づいて、将臣はそれを取り上げると、助手席に座った藤也の膝ひざにその封筒を投げる。かさばっているが、見かけの割に軽かった。訝いぶかしげに藤也が運転席を見ると、将臣は涼すずしげな顔で車を発車させた。慌あわててシートベルトを締しめながら、封筒を持っていた藤也に、将臣が皮肉げに声を掛かけた。


「中を見てみろ。面おも白しろいモノが入っている」


「……？」


　おそるおそる藤也が封筒を覗のぞくと、中にはＢ５の白い紙が一枚と、封筒の底の方に小さな紙し片へんがたくさん入っているだけだった。何が面白いのかと首を捻ひねりながら、Ｂ５の紙を引っ張り出して、藤也は言葉を失った。





「―――死ネ―――」





　真っ白い紙の中央に、その単語だけが赤い文字で小さく書かれていた。


　急いで底にあった小さな紙片を少しだけ搔かき出してみると、それは雑誌のページの欠片かけらだった。『死ネ』という文字とその欠片が頭の中で一いつ瞬しゆん交こう錯さくすると、その欠片の正体もわかった。


　封筒をひっくり返して差出人を確かめるが、もちろんそんなモノは書かれていない。


「……これ、いつ……？」


「昨日だ」


　呆然として訊きく藤也に、将臣は何でもないことのように返した。その様子を見て藤也は前まえ髪がみを搔き上げる。


　事務所に届く分なら、まだ嫌いやがらせの可能性は高かった。だが、自宅に届いたなら完全に脅きよう迫はく状じようだ。


　―――危険だよなあ。ほんとにオレ一人でどうにかできるのかよ。まあ、こいつ強そうだけどさあ。なんとかはなるんだろうけど。恵美花さーんっ、恨うらむぞっ。絶対バイト料ぼったくってやるっ。


　ぐしゃぐしゃに丸めてゴミ箱へ捨てたくなる封筒だが、まがりなりにも証しよう拠こ品ひんなので丁寧に紙を封筒に戻もどすと、自分の鞄にしまい込む。


「こういうのが家に届いたのは、初めて？」


「そうだな、今まで全部事務所に来ていた」


「―――じゃあ、最近、家の住所を知ったってことかなあ」


　深々とシートに体重を預けて、藤也が嘆たん息そくする。午前中は六日後にあるショーの打ち合わせで、午後はどこかの雑誌のインタビューだった。


　打ち合わせについてくる南田に説明して、証拠品を恵美花に持っていくことを勝手に決めると、鞄から取り出した携帯で事務所に電話を掛ける。運良く外出していなかった恵美花に電話が回された。


『どうしたのぉ？』


「―――っ」


　のほほんと訊たずねられて、藤也は脱だつ力りよくした。


『トーヤくんでしょぉ？―――あ、まさかもう、ショウを怒おこらせたのおっ!?　あれほど取り扱いは丁寧にしてねっ、て何度も言ったのにいっ。トーヤくんのバカッ。早く謝り倒たおして、機き嫌げんを直させてよっ！　いったい何をしたのよおっ』


「ちがうっ。脅きよう迫はく状じようが自宅に来たのっ。それを午前中に持っていくから、外に出ないでくれって言いたかったのっ」


『へ？―――やだあ。もう、トーヤくんてばあ。それを先に言ってよぉ。変な心配しちゃったじゃないのよぉ』


　てへっという恵美花の笑え顔がおが携けい帯たいの向こうに、藤也は見えた気がした。少しばかり遠のいた意識を無理矢理引き戻して、午前中に会う約束を取り付けると、これ以上はつきあいきれないとばかりに早々に携帯を切る。この騒さわがしい電話の間も将臣はペースを乱すことなく、車を走らせていた。


　デザイナーズブランドの顧こ客きやくとプレス向けのショーのため、打ち合わせはそのブランドの本社ビルでやる。青山にあるビルの駐ちゆう車しやスペースに綺麗に車が止められる。


　自動ドアをくぐり、中に入ると受付にある来客用のソファーで南田が待っていた。ゆっくりと歩いてくる将臣をおいて、藤也が駆かけ寄って元気に挨あい拶さつをする。


「おはようございます」


「はい、おはようございます。受付はすませておきましたので、このまま八階の会議室に行きましょう」


「あ―――、すいません。オレ、ちょっと恵美花さんとこに行くんで、午前中抜ぬけてもいいですか？　昼までには戻ってこられると思うんですけど」


　そのままエレベーターホールへ向かおうとしたのを引き留めると、南田は首を傾かしげた。


「ちょっと、例の件で恵美花さんに渡わたすモノができたんですよ」


「ああ、わかりました。どちらにしろ、打ち合わせは私がつきあうことになってましたから。何かありましたら連れん絡らくください」


「はい、すみません」


　藤也はぺこりとお辞じ儀ぎをして、ようやく隣に並んだ将臣に目を向ける。


「というわけだから」


「勝手にしろ」


「はいはい、勝手にしますっ」


　すげなく返された返事に藤也は小さく舌を出して応こたえると、入ったばかりのビルを出ようとする。


「おい、駅までの道はわかるのか？」


「えーと……。わかんない」


「馬ば鹿かだな。―――地図を」


　ぴたりと足を止めると、首を竦すくめながら後ろを振ふり向いた藤也に、将臣は呆あきれる。近くの駅までの地図を書くように促うながすと南田はわずかに目を見開いたが、再度将臣に急せかされて、手帳の紙を破って簡単に書いた地図を藤也に渡わたした。


「ありがとうございマス」


　両手で地図をもらい、藤也はその場を後にした。


　―――確かにさあ、ここら辺は知らないけど。『馬鹿』はないだろ、『馬鹿』は。昨日、カメラの前に立ったときの姿は、すごいと思ったのに。


　愚ぐ痴ちにもならないようなことをぶつぶつとぼやきながら、駅へ急いでいった。











　トントンと軽くノックした後、中から促されて藤也は社長室の扉とびらを開けた。


「ご苦労様あ。どう？　ショウはあ？」


「まあね。性格は最悪みたいだけど、仕事に対する意識は本物だよな。今までついてきたやつより、すごいのは確かだし」


「でしょお？　もう、彼をここまで育てるのは大変だったのよお。だからあ、不ふ埒らちな考えを持ってるやつは排はい除じよしなくちゃねえ。傷物にされたら、それはもう、本当に、ものすごおく、激ヤバなんだからあ」


　応接セットのソファーに沈しずみ込むように腰こし掛かけて恵美花が嘆息する。その真向かいで藤也は鞄かばんから例の封ふう筒とうを取り出した。


「それがあ、自宅に送られてきたやつぅ？」


　恵美花は無造作に手を伸のばして藤也の手から奪うばおうとする。だが恵美花の手が届かないようにその手前で脇わきによけた。


「何よう、私に見せたくないのお？」


「ちがうよ。一応証拠品なんだろ。指し紋もんとかどうするのさ」


「ああ、それね。いつものやつなら指紋なんかないのよう。それぐらいのことはちゃんと調べてますよう、だ。それでも、犯人の見当もつかないから、こんなことになってるんですぅ」


　ぷくっと頰ほおをふくらませて恵美花が拗すねた振りをする。藤也は溜ため息いきをつくと出されたコーヒーに手をつけた。今日はいまいちからかいがいのない藤也に、恵美花が落らく胆たんの色を隠かくそうともしないで、目の前の封筒を逆さに振って、景気よく中身をばらまく。


　はらはらと色いろ鮮あざやかな雑誌の紙し片へんがテーブルの上に積み上がった。


「べたなところねえ。いつの雑誌かしらあ」


　鼻歌交じりに一つ二つとつなげていく恵美花に、藤也は自分の要求を突つきつけた。


「バイト料、割り増しね」


「ええーっ？　なんでえ？」


「本当にやばくなるって聞いてないし」


「まあねえ。最初は悪戯いたずらの域を出なかったんだけどお。なんかあ、急激にエスカレートしていってるのよねえ。だからあ、どうにかしちゃおうって思ったんだけどお」


「長引いても、オレ、十日後にはやめるぞ。卒業式に出られないのは嫌だからな」


「わかったわよう。調査会社をせっつくようにしておくう」


「そうしてくれ」


　話はそれだけとばかりにすぐに出ていこうとする藤也を恵美花は引き留める。


「ねえ、ショウとはうまくやっていけそう？」


「一応、邪じや険けんにはされてないけど？　勝手にしろとは言われてるけど」


「うーん。じゃあ、やっぱり気に入ってるのねえ」


「何のことだ？」


「別にいいのよう。こっちのことだからあ」


　しみじみと漏もらした恵美花に藤也が訊きくと、焦あせったように恵美花は手をひらひらとさせて、訝いぶかしげに顔をしかめる藤也を退室させた。残った恵美花は、ほうと安あん堵どの息をつく。


「変なとこでトーヤくんてば気がつくからなあ。うーん、ショウが気に入ったってことはあ、後後トーヤくんが使えるってことなのよねえ。あの王様が傍そばに人をおくこと自体珍めずらしいことなんだってえ、トーヤくんは気づいてないだろうなあ」


　まあ、そこがトーヤくんらしくていいんだけどお、と恵美花一人意地の悪い笑みを浮うかべていた。











　打ち合わせといっても、たいしたことをするわけではない。着る服の確かく認にんと出る順番、パートナーがいるならその確認と、当日慌あわてる必要がないように大まかな流れを聞くだけのことだった。前日の最終リハーサルでもう一度全体の流れを見て変へん更こうすることもある。


　そのため、将臣は目の前に広げられたレジュメを見ながら、藤也のことを考えていた。


　腕うでの中で寝ねていた藤也が、朝起きると消えていた。名前しか知らない人間ともう一度偶ぐう然ぜん出会う確率はゼロに近い。わかっているのはなじみの喫きつ茶さ店てんだけという状じよう況きようでは探し出すのは無理だろう。これだけでも機嫌が悪くなって当たり前なのだが、その日から他人に見張られることになる。最低最悪の朝だった。


　それが事務所で藤也を見て、今日はついている日だったのかと考え直した。藤也を見つけただけでなく、じっくりと懐かい柔じゆうする期間さえもらったようなものだ。


　打ち合わせの最さい中ちゆうだということも忘れて、うっそりと笑う。周りが息を呑のむほど、将臣のその笑えみは愉ゆ悦えつに満ちていた。妙みような緊きん張ちようを孕はらんだ空間を、軽いノックの音とともに開けられた扉が破る。


「すいません。遅おそくなりました」


　すまなさそうに頭を下げながら入ってきた藤也に、気を取り直した南田が声を掛かけた。


「いえ、もう、終わるところだったんですよ。では、キリも良さそうなので今日は、これで失礼いたします」


「え？　ああ。そうですね。後日、リハの時に」


　デザイナーも書類を整えて、慌ただしく席を立つ。そうして、入ってきたばかりの藤也を促して、三人で外へ出た。


　時間は昼食にはちょうどいい。南田は別のモデルの立ち会いだということで四時からのインタビューの時まで別行動となった。


「で、昼はどうすんの？　いいとこ知ってる？」


「……黙だまって乗ってろ」


　身体からだに響ひびくエンジン音とともに車が走り出す。将臣は少し考えて、最初に藤也といった喫茶店へと進路を決めた。


　藤とう也やはこれといって口を開かない。その沈ちん黙もくがまた将臣の気を引く。こちらの気を引こうとしゃべりすぎる女は鬱うつ陶とうしい。だがそういう女に限って、黙れと言うと邪じや魔まするつもりはなかったと言い訳を始めるのだ。だが藤也はしゃべり掛ける時と黙る時とを心得ている。自然と柔やわらかな笑みが口くち許もとに浮かぶ。


　ランチの時間にどうにか間に合い、隅すみにある少し小さめのテーブルにつくと、メニューを開くより先に将臣は煙草たばこを取り出した。藤也が微かすかに眉まゆを寄せるが、火をつけようとしていた将臣は気がつかない。


　最初の煙けむりを吐はいた頃ころ、店員が来て日ひ替がわりのランチを二つ頼たのんだ。テーブルに肘ひじをついていた藤也がくすりと笑った。


「どうした？」


「いや。あの脅きよう迫はく状じよう、あんたが振った女からの嫌いやがらせだったりして、とか思ったの」


　にまにまと意地の悪そうな笑みを浮かべて藤也が言う。すっと将臣の瞳ひとみが眇すがめられた。小さな棘とげが将臣の感情をひっかく。自分に関係がないから面おも白しろがっている藤也の態度が、妙に将臣を不快にさせる。


　その不快感を振り払はらうように、将臣は一いつ笑しようした。


「馬鹿な。そんな物わかりの悪い女とはつきあわない」


「そう？　手あたり次し第だいって気もするんだけどなあ」


　暗に数日前のことを言ってるとわかって、将臣は口許を歪ゆがめる。その表情に、ぱっと藤也が頰を染めるのを見て、わざとらしく将臣は訊き返した。


「どうした？」


「……っ、何でもないっ」


　憮ぶ然ぜんと気を紛まぎらわすように水を飲み出した藤也に、くつくつと将臣は笑った。自分と寝たことを自じ慢まんするでもなく、照れているだけという反応が面白かったのだ。それでも小さな棘は将臣の中に残っている。


　そのまま喫茶店で暇ひまを潰つぶして、インタビュー場所に設定されていた湾わん岸がんエリアのオープンカフェに行く。


　少し早く着いたその店に雑誌関係者は来ていたが、南田がまだ着いてなかったので、少し待つことになった。


　―――棘が、まだ抜ぬけない。


　原因のわからない棘の存在に、いらいらと煙草を嚙かむ。それを察したのか雑誌関係者は少し離はなれたテーブルで固まっていた。藤也だけが同じテーブルに座っていた。視界に映る赤茶けた髪かみがやけに目め障ざわりで将臣は視線を逸そらした。


　時間通りに現れた南田が、遅くなりましてと言いながら近寄ってきた。一目で将臣の機き嫌げんがよくないことがわかるくらい、南田も将臣について長い。顔を近づけてこっそりと藤也に訊く。


「ショウさん、どうしたんですか？」


「……わかりませんよ。なんか、少し前からなんですけど」


「うーん、何かありました？」


「さあ？　どれが原因かわかるほど、オレ、親しくないし」


　将臣の耳に入らないようにとしゃべってたつもりかもしれないが、全部聞こえていた。すっと自分の表情が無くなるのが将臣にもわかった。


　―――気にくわない。


　何に対してなのか将臣にも判然としないまま、ただ機嫌だけが下降線をたどっていった。











　何な故ぜだか不機嫌になった将臣のインタビューが終わると、藤也は詰つめていた息を吐いた。あからさまに態度には出ていないが、醸かもし出す雰ふん囲い気きが完全に重苦しいものだったため、カメラマンもインタビュアーだった編集者も、そそくさと帰ってしまった。南田も一度事務所に戻もどるらしく、藤也にごめんねと言い残して振ふり返りつつも行ってしまった。


　―――結局、最後につきあわされるのはオレなのかっ!?


　そっと横目で窺うかがうと、将臣は相変わらず憮然とした様子で煙草を吹ふかしている。短くなった煙草を灰皿に押しつける将臣に藤也はぴくりと反応した。それを見た将臣が不機嫌そうに目を細めたのが藤也にもわかった。


「―――飯、どうするつもりだ？　食べて帰るのか？」


「ほえっ？……あんたが食べて帰るんならつきあうけど……」


「なら、行くか」


　煙草をジャケットのポケットに納めると、将臣は立ち上がって歩き出した。慌てて鞄かばんを摑つかむと藤也が後に続いた。


　海が近いからか太陽が沈しずんだからか吹ふきつける風が冷たくて、藤也は首を竦すくめて将臣の隣となりに立つ。


「あれ？　駐ちゆう車しや場じよう、あっちじゃなかったっけ？」


「この近くに、それなりの店がある。これ以上動くのはめんどくさいだろう？」


「ふーん。オレ、こんなとこ来たことないからなあ。どこでもいいよ。しっかし、さすがに時間が時間なだけあって、ほとんどカップルばかりだな」


　きょろきょろと藤也は辺りを見回すと、何人かの女性が明らかに不自然に視線を逸らすのが見えた。自分の格好がどこかおかしいのかと思い、自分の服装を見直す。


　色の濃こい細身のジーンズに、スニーカー。フロントが膝ひざ丈たけでバックが太ふと股ももの真ん中あたりというジーンズのロングジャケットは藤也のお気に入りの一つで、ウエストの所だけ留めている。他ほかの色が少し暗めなこともあって、インナーは綺き麗れいな薄うすいブルーのカッターシャツを着ていた。


　―――変なとこ、ないよなあ。じゃあ、何で……。て、そうか。


　見られているのは自分じゃないということに考えが及およんで、隣を歩く男をちらりと見た。


　明らかに自分よりも高い長身に、黒いロングのレザーコートと、黒いレザーパンツ。白いコットンシャツは上から二つほどボタンがあけられていて、形のいい鎖さ骨こつとシルバーのアクセサリーが覗のぞいていた。風にながされる長い茶ちや髪ぱつはぱさついた感じがしない。モデルをしているだけあって、歩く姿も『見せる』歩き方だ。


　―――これで目につかなきゃ変だっていうんだよなあ。


　あまりの違ちがいに藤也は溜ため息いきをつく。別に将臣のようになりたいわけでも、憧あこがれているわけでもない。ただ別の世界の人種だとつくづく思うだけだ。


　オールドアメリカを思わせる店の前で将臣は足を止めた。


「ここ？」


「ああ。うまい酒を出す」


「ふーん。―――て、あんた車だろうがっ。飲むなっ」


「水と変わらない」


「それでもだめっ。あんたと一いつ緒しよに事故りたくなんかないっ」


　店内へ足を踏ふみ入れて、外見通りの喧けん噪そうを見つつも、藤也は将臣にかみつく。夕食には少し早いせいか待たされることなく案内された席へと落ち着いたが、藤也は酒は駄だ目めだと繰くり返すばかりだ。将臣は平然と聞き流してメニューを見ている。


「どうする？　適当に決めて良いいか」


「勝手にしろっ。でも、絶対にアルコールは、だめっ」


　これだけは譲ゆずらないという藤也に、将臣はうるさそうに眉をひそめるが、ひく様子を見せない。しばらく無言のままの睨にらみ合いが続くと、将臣は視線をすっと逸らして注文をするために店員を呼んだ。


　その間も藤也は視線を逸らさない。淡たん々たんと藤也にはなじみのない品名を将臣はあげていく。最後に店員が訊きいた。


「飲み物はいかがなさいますか？」


「―――ペリエをもらおう」


「かしこまりました。それではご注文を繰り返させていただきます」


　はきはきとマニュアル通りに応対する店員のことは藤也の中から消えた。呆あつ気けにとられて、目を見開いて将臣を見ている。


　―――こいつのことだから、オレの言うこと無視して酒を頼たのむと思ったのに……。


　自分のやりたいようにやって、人の言うことをきくような男ではない。店員が頭を下げて離れていっても、呆ぼう然ぜんと将臣を見ていた。将臣は灰皿を引き寄せると煙草たばこに火をつけて、嫌いやがらせに藤也の顔に煙けむりを吹きかける。けほけほと藤也が噎むせるのを見て、将臣は口くち許もとを歪めた。


「俺も男と心中するなんて御ご免めんだからな」


「こっちこそ、あんたみたいな意地が悪い男なんて御免だっ」


　涙なみだ目めになりながら藤也も言い返す。くつくつと将臣が面おも白しろそうに笑うのがまた、藤也の気に障さわる。だが、一応自分の言うことをきいてくれたからと半ば自分に言い聞かせて、無理矢理に思考の矛ほこ先さきを変えようと試みる。


「そういや、あんたゲームしたの？」


「―――？　ああ、あれか。そのままだ」


「もったいねえなあ。ハードだけでも、今回のバイト代、半分近くぶっ飛ぶのにさあ」


「また、やりにくるか？」


「あー？　冗じよう談だんだろ。別のことまでされちゃたまんないもん」


　あのときのことを思い出して、藤也は顔をしかめる。もう身体からだに痛みは残ってないとはいえ、二度と体験したくないものだ。


「―――気持ちよくなかったのか？」


　言葉とともに、将臣の舌が己おのれの口くち唇びるをゆっくりと舐なめた。扇せん情じよう的で艶なまめかしいその動きに、藤也は痛み以外に感じた快楽を思い出す。


　漏もらす吐と息いきさえも呑のみ込まれるような深い口くち接づけ。今は煙草をつまんでいる指先が、たどった胸のライン。


　ぱっと顔が赤くなるのがわかった。イくほどの快楽があったわけではないが、それでも今までに感じたことのないモノがあったことは確かだ。


　くつくつと面白そうに笑う将臣を睨み上げるが、赤い顔をしていては怖こわいというよりもかわいいとしかいいようがない。機き嫌げんが良さそうに煙草を吹かす将臣に、藤也はますます嫌なやつだという認にん識しきを深くする。


　将臣の携けい帯たいが鳴り出した。はやりの着メロではなく、ありきたりの電子音が逆に珍めずらしい。


「はい」


『……』


「今夜は駄目だ。……ああ、また連らん絡らくする」


『……』


「おまえには関係ないだろう？」


『……』


「ふん。なら、もうおしまいだな。……どうだか」


　嘲あざけるように笑って、将臣は携帯を切った。一気に機嫌が悪くなった将臣に、藤也は電話の相手に興味を持ったが、口に出して訊たずねるほど藤也も馬ば鹿かではない。鳶とび色いろの少し大きめな目で、興味深そうに将臣を見ていた。


　それに気づいた将臣が、短くなった煙草を灰皿に押し潰つぶしながら藤也に訊きいた。


「気になるのか？……馬鹿な女からだ」


「えっ？……な、なに……？」


　将臣の言葉が頭に浸しん透とうするまでしばらくかかった。そして先さき程ほどとは違う意味で顔に朱しゆを散らす。


　昼間自分で『別れた女』と言ったときには、藤也には認識できていなかったものが、目の前に無理矢理突つきつけられた。これほどの男に女性経験がない方が不自然だったが、今の今までそれに関して、現実味がなかったのは、将臣が『男』の自分を抱だいたからだ。


　―――そうだよな。相手に不自由しているわけないじゃん。……だったら、何でオレを抱いたんだ……？


　藤也の胸の奥でざわりと黒い靄もやのようなモノが蠢うごめいた。透とう明めいな水の中に一ひと滴しずくの墨すみを落としたほどでしかないが、それは確かに黒いモノだ。


　自然と止まっていた二人の空間を破ったのは、料理を運んできた店員だった。


「どちらに置きましょうかあ？」


「あ、ここら辺に置いて下さい」


　わたわたと藤也が動き始める。薄うすい靄は目の前に差し出された皿によって、完全に藤也の中から払ふつ拭しよくされた。喜々として目の前の料理に思考を奪うばわれていく。


　将臣がじっと見ていたことに藤也は気づかなかった。




６







　それからの二日間は表面上は穏おだやかに過ぎていた。だが藤也の心中は複雑だった。ふとした折りに将臣と触ふれあうと思わず身を引いてしまう。将臣の向こうに―――いや、正確に言うと、将臣との情事の向こうに女の影かげがちらつくからだ。


　藤也もそれなりにもてていたし、つきあった彼女も何人かいたが、将臣とのような濃のう密みつな快楽は味わったことがなかった。相手が気持ちいいようにと己の快楽をセーブしていたのかもしれない。


　だから口接け一つで触れられた指先一つで感じた快楽が、よりダイレクトに藤也に届いていた。そして、その感覚を携帯の向こうの女も感じていたのかと思うと、自分と重なり妙みようにいたたまれなくなるのだ。


　―――明日から三日間は、完全にショー一本だからなあ。こんなこと気にしてちゃいけないのにっ。


　将臣について五日目ともなれば、最初はおっかなびっくりだった低いエンジン音にもなじんでいた。その車の中で将臣は無表情に運転していた。


　―――絶対、オレの態度が変なことに気づいてるだろうしなあ。


　それでも何も言ってこない、もしくは意地悪くからかってこない将臣にちょっとした警けい戒かい心しんを抱いだいているが、自分からつつく気にはなれない。将臣の携帯が鳴った晩の後も夕食を一いつ緒しよにとっているが、将臣の携帯が鳴ることはない。


「今日も一日無事で何より、だ。明日からがちょっと大変だけど、まあ、オレも頑がん張ばるからさ」


「……何を頑張るんだか……」


「そういうこと言う？　一応、辺りには目を配ってんだよ、これでも」


　大おお袈げ裟さなほどに顔をしかめて、藤也は車を降りる。


「じゃあ、明日は九時半ね」


　それだけ言ってドアを閉めると、バイバイと手を振ふって将臣の車が駐ちゆう車しや場じように消えるのを見送る。ここから藤也のマンションまでは歩くとそれなりの距きよ離りになるのだが、駅まで行って電車に乗ってまた歩くという時間を考えると、歩いてもさほど変わらない。そのことがわかってからずっと藤也は歩いていた。


　帰ってからの予定を立てながらつらつらと歩いていると、藤也の携帯が鳴る。藤也の携帯も普ふ通つうの電子音だ。藤也の場合、着メロを設定するのが面めん倒どうくさくてそのまま使っていたが、人ひと混ごみにいるとその方が聞き漏らしがないので、この方が便利だと気づいてからは変えようという気がしない。


　鞄かばんから取り出してみると将臣からだった。


「何かあったのかあ？」


　五回目のコールで出ると、相変わらず用件だけを告げる。


『まだ近くだろう？　不ふ審しんなモノが届いている』


「はあ？」


『開けてみるが……。一緒に見るか？』


「あ、行く。戻もどるまで待っててっ」


　ぷつと携帯を切って、藤也は来た道を早足で引き返していく。


　十時前だが住宅街ということもあって、すれ違ちがう人影は珍しい。それが今ではあまり見かけない黒くろ縁ぶちの眼め鏡がねを掛かけていれば、藤也でも気になる。ひょろりとした青年は肩かたから重そうなショルダーバッグを提さげていた。考え事でもしているのか、足取りはゆっくりとしている。その脇わきを通り抜ぬけて角を一つ曲がれば、マンションがある通りだ。


　階段を一つ飛ばしで駆かけ上がり、エントランスへ入る。藤也は息を整えて前まえ髪がみを搔かき上げると、数字キーに将臣の部屋のナンバーを打ち込んだ。


『藤也か？　警備員には言ってある。鍵かぎをもらえ』


「わかった」


　インターホンが切れると、窓口から声が掛かる。


「聞いてます。杉崎……藤也さん、ですね？　これはここの鍵なので降りてきたら返してください。使い方はわかりますか？」


「あ、大だい丈じよう夫ぶです。一度、一緒にあがったことがあるので」


　示されたカードに自分の名前と将臣の名前、部屋の番号を書くと、かわりに鍵を渡わたされた。それを使ってエレベーターに乗り、部屋へと行く。扉とびらの前で、最初にこの部屋を訪おとずれたときのことを思い出して、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、意を決してドアホンを鳴らす。


『開いてる。入って鍵を閉めろ』


　へいへいと内心呟つぶやいて、おじゃましますと中へ入った。この前とどこも変わらない玄げん関かんを抜けてリビングに行く。将臣は片手にビールの缶かんを持って、キッチンに立っていた。


「意外と早かったな」


「そう？　ちょっとは急いだからね。オレにも何か頂ちよう戴だい。……アルコール以外のモノをさ」


　最後にそう付け加えたのはこの前のことを警戒しているからだ。


　―――酒が入ってなきゃ大丈夫だっ。


　妙な確信を持って鞄と脱ぬいだジャケットをスツールに掛けて、それに気がついた。ホールケーキが入るくらいの大きさの箱がカウンターの上に戴のっていた。


「それが不審なモノだ」


「うわあっ」


　いつの間に後ろに回ったのか、将臣がミネラルウォーターのペットボトルを藤也に手渡すと、その箱を指し示す。


「宛あて先さきは確かに俺だが、……差出人も俺だ。もちろん、そんなモノに覚えはない。あからさまに不審だろう？」


　くつくつと面おも白しろそうに喉のどを鳴らして、将臣は箱に付いている宅配伝票を指先で弾はじいた。ばくばくと鳴る心臓を宥なだめつつ藤也も見てみると、脅きよう迫はく状じようと同じような文字で書かれていた。


「本当だ。見るからに変だよなあ」


　溜ため息いきをついて、渡されたミネラルウォーターを半分ほど呷あおりカウンターに置く。何が入っているのかはわからないが、将臣に開けさせるわけにはいかないので、藤也は用意されていたカッターナイフを使って封ふうを切った。


　数歩下がらせた将臣に視線だけで合図を送り、藤也は箱を開けた。白いクッション材に埋うもれて、黒いビニール袋ぶくろが入っていた。慎しん重ちようにその結び目を解ほどく。嫌いやな匂においが微かすかに藤也の鼻び腔こうを擽くすぐる。眉まゆをひそめて藤也はその中身を見た。


「―――っ」


　完かん璧ぺきに目が合ってしまった藤也はそのまま固まった。


「どうした？」


　将臣が藤也の肘ひじを摑つかむと、途と方ほうに暮れた瞳ひとみで将臣を見た。不安げに揺ゆれている鳶とび色いろの瞳に、将臣は目を細めて箱の中を見た。


「これはまた、随ずい分ぶんと面白いモノを」


　特に驚おどろくでもなく、平然としている将臣に藤也は無意識のうちにすり寄る。その行動に将臣が微かに目を見張ったことにも藤也は気づかない。


「こんなモノが怖こわいのか？」


「違ちがうよ。……嫌いやがらせのためだけに首を落とされたこいつがかわいそうなの」


　藤也の言葉の最後の方は、小さな呟きとなって辺りに散る。二度と自分の意志で閉じられることのない瞳は白く濁にごっていて、口から伸のびた舌はもうミルクを舐なめることはない黒い猫ねこの首を見る。


　無言のまま見ていた藤也の瞳が怒ど気きに染まるまでそう時間はかからなかった。


「絶対、こいつのこと許さない」


　―――何が何でも見つけて、文句の一つでも言ってやるっ。


　眉み間けんに皺しわを寄せてそう決意すると、ごめんなと猫に謝り開けたとき以上に慎重な手つきで箱を元通りにしていく。


「とりあえず、恵美花さんに連れん絡らくするよ。何か急激に事態が悪くなってる気がするし。なあ、これ、どうすればいいのかなあ？」


「―――下にいる奴やつらに任せる。これを受け取ったのも奴らだしな。適当に処分させる」


「処分て言うなよな」


　普ふ段だんからは考えられないほど弱々しく言うと、藤也は携けい帯たいを取り出して恵美花の携帯に電話を入れた。根気よく鳴らし続けて、十二回目のコールでようやっと人が出た。


『なあにぃ。後はお風ふ呂ろに入って寝ねるだけだったのにぃ』


　不満たらたらに文句を言う恵美花に、藤也は早口で状じよう況きようを説明する。話が進むにつれて、寝ぼけていたような恵美花の口調が鋭するどくなっていった。


『わかったわ。一応、コンビニでカメラでも買ってきて、何枚か写真を撮とって持ってきてくれる？　送り状も忘れないでね』


「―――これから来い、と。そういうわけ？」


『そうよう。明日も忙いそがしいんだしぃ。早いほうがいいでしょお。じゃあ、待ってるからねえ』


　いつものように、藤也の返事も聞かないで携帯が切れる。


「―――簡単に言ってえ。絶対バイト料ぼったくってやるっ!!」


　何もなければ、今いま頃ごろは家に帰り着いてたはずなのだ。ぶつぶつと言いながらも藤也は財さい布ふを取り出して、ジャケットを着ながら将臣を振り返る。


「恵美花さんが写真撮れって言うから、コンビニまで行ってカメラを買ってくる。それまで、これ、いじるなよ。ついでに何か買ってくるけど、いる？」


「いや。ああ、鍵はこっちを持っていけ。それは下に返すんだろう？」


「あ、そうか。返したらまたカードに書かなきゃいけないのかあ。面めん倒どうくさいしなあ。……でも、いいの？」


「そこらで簡単にコピーできるものでもないしな。落とさなければいい」


「サンキュ。じゃあ、行って来る」


　将臣の鍵をポケットに入れて、警備員室から借りた鍵を手に将臣の部屋を後にした。











　車も人も疎まばらな通りの角に、その青年は立っていた。じっと、マンションの入り口だけを窺うかがっている。エントランスのドアが開いて、中からオフホワイトのジャケットを着た少年が出てくるのを見ると、手にしていたカメラを構えて写真を撮り出した。


　カシャッカシャッとシャッターを押す音が辺りに響ひびくがエントランスからは遠すぎて、被ひ写しや体たいである少年には届かない。そして青年がいる角とはちょうど反対方向の駅へと向かう道を、少年は歩き出した。


　姿が見えなくなったのを確かく認にんすると、青年は肩から掛けていた鞄かばんにカメラを急いでしまい込む。辺りを見回して、人ひと影かげがないのに安心して息を一つ吐はくと、きょろきょろと視線を忙せわしなく動かしながら、足早にその場を立ち去った。


　自分を見み咎とがめた者はいないはずだと青年は思っていた。











　翌日のショーの打ち合わせとリハーサルの間、藤也はぴりぴりとした雰ふん囲い気きを隠かくそうともしなかった。それでも話しかけられれば気さくに返事をするし、屈くつ託たくなく笑った。その警けい戒かい心しんを持ち合わせていないような人当たりの良さで、藤也はショーのスタッフとあっという間にうちとけていた。


　だが必ず将臣を視界の隅すみに入れて、ちらちらと窺っている様子は、周囲にも見て取れた。だから将臣が連れている『他人』という珍めずらしさとの相乗効果もあって、藤也は注目の的であったが、それに気づいてないのは藤也本人ぐらいだった。


　この日は打ち合わせがメインで、モデルたちの出番は次の日の最終リハーサルになる。


　特に問題もなく終わると、いつもの如ごとく将臣の夕食に相しよう伴ばんして、何事もなく一日が終わった。問題が起きたのは、その最終リハーサルの日だった。











「どうして無くなるんだっ!?　昨日の時点ではあったんだろうがっ。もう一度全部点検してこいっ」


　藤也が扉とびらを開けると、いつもは温厚で通っているデザイナーの罵ば声せいが辺りに響いた。当日会場となる舞ぶ台たいをしつらえている脇わきで、スタッフの一人が泣きそうな顔でデザイナーと向き合っていた。将臣はちらりとそちらを見ただけで、会場を抜ぬけて隣りん室しつへ入っていく。南田が後についていくのを見たが、藤也は気になりその場に留とどまった。


「どこかに置き忘れたとか、場所を変えて忘れたとか、そんなとこだろうがっ」


「そういうことはないです。帰り際ぎわにきちんと三人で点検したんです」


「くそう。誰だれかの嫌がらせかっ!?　とにかく、もう一度探すんだ。もしもの時のことも考えて、代わりになるものを用意しとかなければ……」


　ばたばたと駆かけだしていくスタッフを見送りながら、デザイナーは手にした資料を忙しなくめくり出す。藤也が近づくとそれに気づいて顔を上げた。


「ああ、すまない。みっともないところを見せたかなあ」


「何かあったんですか？」


「いやねえ、ショウに履はいてもらう靴くつが一足どこかにいってしまってねえ。たかが靴、されど靴、だ。小物が少し変わるだけで服のイメージが変わってしまうからなあ」


　代わりを見つけようにも、簡単に見つからないんだ、とデザイナーが苦く笑しようする。


「デザイン的にはよくても、材質が違ちがってたり、サイズの問題もあるし……」


　それだけを言うと溜め息をついてまた資料に目を通し始める。藤也はぺこりと頭を下げて控ひかえ室しつにあたる隣室へ駆けていく。部屋の中はハンガーラックや、小物が入った箱、靴箱など、モデルごとに分けられて必要なものが置いてあった。


　藤也は将臣の姿を見つけると、そちらへ駆けていく。だが、そのわずかな間にも藤也の姿を見つけたあちこちの人から、声が掛かけられた。


「おっはよー、藤也くんっ。とうとう明日だねえ」


「そうですね。お互たがい頑がん張ばりましょうね」


「やーん。明日終わったらレセプションだよお？　でるでしょ？」


「考えさせて下さい」


「あー？　おまえ出ないの？　つぶしたるから出ろよ」


「やだなあ。源みなもとさん、酒さけ癖ぐせ悪いってみんな言ってるから遠えん慮りよしておきます」


「はははは。それ正解。まあ、顔出すだけでいいからさ」


「そうですねえ。考えておきます」


　足を止めることなく返事をしながら、部屋の奥にいた将臣のもとに辿たどり着いた。そしてじっと自分を凝ぎよう視ししている将臣に気づいた。冴さえ冴ざえとした青色の瞳ひとみが、藤也を捉とらえる。


　―――な……に……？


　いつもとは違う瞳に藤也は驚いて呆ぼう然ぜんとする。不意にその瞳が逸そらされた。そんな些さ細さいなことには気づいてない南田が、藤也に訊たずねる。


「何かあったんですか？」


「なんか、靴が一足なくなったらしいんですよ。それで大分慌あわててるみたいなんです」


「……珍しいですね。こういうところは商品管理がしっかりしているところなので、そういうことは滅めつ多たに起こらないんですけど……」


　ぼそりと呟つぶやいた南田の声が耳に入ると、藤也は眉まゆ根ねを寄せた。


　―――なんかやな感じ……。これも、脅きよう迫はく状じようの一いつ環かんとか……。そこまでいくと考え過ぎかなあ。くそう。こないだの一件以来、どうも疑ぎ心しん暗あん鬼きになってる気がするっ。


　前まえ髪がみを搔かき上げると、溜ため息いきをついて思考の転てん換かんを図はかろうとするが、どうもうまくいかない。あの小包は藤也にそれなりのインパクトを与あたえていた。


「はーいっ。時間が来ましたのでっ、予定通りに始めたいと思いますっ。音も入りますのでっ、準備を始めてくださいっ。最初は通していきますっ。細かいところは後になりますっ」


　掛けられた声にざわめきがひいて、ぴんとした独特の緊きん張ちよう感かんが漂ただよい出す。そして忙しなく周りが動き出した。


「ちょっと、八番手の服、裾すそを止めてよ」


「一三番の靴、七番と同じで良いのよね」


「あーっ、アクセの入った箱はどこぉ？」


　きゃあきゃあと声が響く中、音が掛かって一番手から舞台へと出ていった。衣い装しようを身体からだにあてながら歩いて、ターンして戻もどってくる。時間にして一分にも満たないその歩きの中に、すべてがあるのだ。


　全部の服を見せ終わるまでは一時間に少し欠けるぐらいで、その後細かいチェックに入っていく。髪かみを結ゆうリボンの色、ルージュの色の変へん更こう。ヘアスタイルやアクセサリーの位置から帽ぼう子しの角度にいたるまで入念にチェックされていく。


　その間も靴を探していたらしいが、やはりどうしても見つからないので結局変更することになった。


「―――ああ、一年前に買い取ったやつか」


「悪い。それがいいんだ。こちらですぐに用意できる物の中にはどうしてもなくて」


　用意されていた休きゆう憩けい用の大部屋で、デザイナーが将臣に話しかけている。スタッフもしきりにすみませんと頭を下げているが、そんな様子に目もくれず将臣は手にした煙草たばこを吹ふかしていた。


「それでかまわないが……」


「ありがとう、助かるよ。それで……、本当に恐きよう縮しゆくなんだが……、すぐに取ってこられないだろうか。手入れと最終確かく認にんで、こちらに置いておきたいんだ」


　恐おそる恐おそるとだが自分の言うべきことをデザイナーは将臣に向かって言いきった。リハーサルが始まると将臣の傍そばについて回るぐらいしか用のなかった藤也は、近くで聞くとはなしに聞いている。


　半分ほどに短くなった煙草を将臣は灰皿に押しつける。藤也からジャケットを受け取り、自分のマンションのカードキーを取り出すと、藤世に渡わたす。


「おまえ、パスナンバーを忘れてないな？」


「―――一応、まだ覚えてるけど……？」


「玄げん関かんを入った左にシューズボックスがある。靴の箱とデザイン画をもらって、取りに行け」


　いとも簡単に言われたことに藤世は溜め息をつく。


　―――そりゃあね。鍵かぎを渡された時点でもしかしたら、とか思ったけどっ。まさか、ほんとに取りに行くことになるとはっ。


　自分の不満に気を取られた藤也は、周りが一いつ瞬しゆん静かになった後、ざわめきだしたことに気づいていない。周りの視線が、藤也と手の中の鍵を、行ったり来たりしている。それに気づく様子もなく、藤也は涼すずしげな顔で新しい煙草に火をつけている将臣を睨にらみつける。


「はいはい。行って来ます。行って来れば良いいんでしょっ。南田さん、いない間お願いしても良いですか？」


「ははははいーっ？……ええ、いいですよ」


　何な故ぜか上うわ擦ずった声で応こたえた南田に訝いぶかしく思うが、頼たのまれごとに気が向いていた。そしてこれまたどこか態度が変な―――強しいて言えば珍めずらしい物を見たときのように目を瞬しばたたかせていたデザイナーから、詳くわしいデザインを聞いて藤也はその場を離はなれた。


　わずかに早足になりながら、駅へ向かう。平日故ゆえに混こんでいる道を横目に、改札に続くコンコースへの階段を上りきると、駅ビルの入り口と広告用の大きなポスターが視界に入った。


「―――え？」


　そこが階段の上だということも忘れて藤也は足を止めてしまった。いかにも邪じや魔まそうに通行人がよけていくのも気にならない。ただ真正面に何枚も貼はられたポスターだけに目がいく。ふらふらと引き寄せられるようにポスターの正面に立った。


　それはパソコンのニューモデル発売告知のポスターだった。だがパソコンよりもそれを扱あつかっている人物の方が目立っているような気がする。


　―――知ってるから、かなあ。今まで気がつかなかっただけで……。もしかしたら、もっとあちこちに将臣はいたのかもしれない。


　急いでいたことも忘れて、我を忘れてそのポスターに魅み入いられる。凜りんとした横顔、わずかに伏ふせられた長い睫まつ毛げ、キーボードに伸のばされた指先―――。将臣本人を間近で見ているのに、どうしてポスター一枚が気になるのか藤也自身にもわからない。


　藤也から少し離れた位置にいた女子高生が二人並んでポスターに近寄ってきた。周囲を気にして微び妙みようにトーンを落とした声は、藤也にははっきりと聞こえてくる。


「ね、これ、やっぱり欲しいよね」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。ここの位置なら改札からは見えないしさ。二枚は無理でも、一枚ぐらいなら持っていけるって」


「端はしが欠けるのも嫌いやだけど、無いよりはいいもんね」


　くすりと藤也は小さく笑う。


　―――将臣のファンかあ。そうだよなあ、こんだけかっこいいからなあ。オレが知り合いだっていったら、この子たち驚おどろくのかなあ。


　ちょっとだけ、この子たちよりも将臣に近い位置にいる自分を、嬉うれしく思う。


「いいよねえ。遊びでもいいから、一度抱だかれてみたいよねえ」


「だよね。でも、私じゃ無理だろうなあ。連れてる女の人ってみんな美人ばかりだよねえ」


「うー。同じ女の人とは二度と寝ねないって噂うわさ、ほんとかなあ」


「じゃないの？　噂になる女の人って毎回違ちがうじゃん。遊び人てことだよ」


「えー？　でも遊びでもいいじゃん。友達に自じ慢まんできない？」


「まあねえ。これだけかっこいいからなあ。遊びでもいいよなあ」


　小声で話される会話が、藤也の目をそちらに向けさせた。短めのチェックのスカートに、白いブレザーを着ている。黒のローファーに包まれた足は細く、口くち唇びるにあてられている指先は女の子らしくピンクのマニキュアが塗ぬられていた。


　改札の方へと女子高生が目を向けるのが見えて、藤也は慌てて目を逸そらす。彼女たちは藤也には気がついたらしいが、問題なしと思ったのかポスターの上部に手を伸ばした。少し届かないが、爪つま先さき立だちでどうにか端に手を掛かけると素す早ばやくできるだけ小さく切って上から外していく。


「世界が違うからさ、つきあうのは無理だろうけど、一度くらいはセックスしたいよ」


「確かにー。向こうからコクられても、からかわれてるんじゃないかって気になるよねえ」


「そうそう、完全に遊ばれてるって気になっちゃう。まあ、それでも良いから、お近づきになりたいよなあ」


　一枚目がうまく取れると、また辺りを見回す。自分たちの方に近づいてくる者がいないのがわかると、二枚目にも手を掛けていった。


「そういえばさあ、また新しい女の人できたらしいよ。よっちゃんが聞いたらしいんだけど」


「あ、私も聞いたー。お台だい場ばを歩いてたんでしょ？　なんか、かわいい感じの美人だって言ってたよねー」


「くうーっ。やっぱりいい男はいい女とつきあうのよねっ。理り不ふ尽じんだわっ」


「仕様がないけどねっ。やっぱりうちら一いつ般ぱん人じんとは違う世界の人だしさっ」


　最初のよりも綺き麗れいに取られたポスターを片手に、片割れが地じ団だん駄だを踏ふんだ。それにつられて残りも憤ふん然ぜんと言い出す。


「ということで、私らはポスターで我が慢まんしとこう。これだけでも、自慢になるかもよ？」


「だね」


　見み咎とがめられる前に、と女子高生たちはその場を足早に去っていった。後に残された藤也は、彼女たちの会話を反はん芻すうする。つきりとわずかに胸が痛んだ。


「……遊び、なんだろうな。女からも電話きてたし……。そうだよな。それで良いいはずだよな。あんなこと、もう冗じよう談だんじゃないんだから……」


　―――それに……、言葉でからかうわりには、手を出してきてないもんな……。


　自分の思考が少しずれたことにも気がつかず、またつきりと痛んだ胸に手を当てて、ポスターを見ていた。




７







　短い休きゆう憩けいの後、問題の一着を後回しにすることにして、チェックは進められていった。ちらちらと寄せられる視線は、藤也に鍵を渡したからだと将臣にはわかっていた。すぐ脇わきでは南田も同じような意味合いの視線を向けている。


　―――自分で取りに行くのが面めん倒どうくさかったからだ……。


　自分自身にそう呟つぶやいても、それが言い訳でしかないことに将臣本人も気づいている。それだけでは藤也に鍵を渡した理由にならないからだ。


　今のこの行動の理由と、初めて会った藤也を部屋へ入れてしまった理由と、根こん本ぽんは同じなのだろうが、それが何なのかわからない。わけがわからないことはまだある。


　控ひかえ室しつへと入ってきた藤也に掛かる声の多さ、その親しげな口調、藤也の他人に向けられる笑え顔がお。どれをとっても気に食わないものだ。銜くわえた煙草たばこのフィルターを嚙かむ。


　そんな不ふ機き嫌げんな気配に気づいたのか、将臣に寄せられる視線が次し第だいに少なくなっていく。


「ショウさん、次お願いします」


　ぎくしゃくとした態度でスタッフに声を掛けられ、そちらを見る。『怯おびえています』という表情を隠かくそうともしていないのを見て、将臣は失しつ笑しようすると椅い子すから立ち上がった。内心の苛いらつきを逸らすのに、仕事は役に立った。


　妙みような緊きん張ちよう感かんを孕はらんだままリハーサルは進んでいき、二時間ほどたった頃ころ藤也が紙かみ袋ぶくろを一つ持って帰ってきた。デザイナーが手放しで飛んでいく。


「あー、ごめん、藤也くん。ありがとうっ。本当に嬉しいよ」


「いえ。これくらいは別に……。一応付き人しているんで」


　これであってますよね、と中身を確かく認にんしてもらい、藤也がほっとしたのが見てとれた。そして、後はその靴くつの服のチェックだけで終わる将臣の傍に来た。


「これ、返す」


　テーブルの上に鍵かぎを置くと、将臣の返事を待たずに藤也はその場を離はなれていく。だが様子が変だと将臣は気づいた。どこがというのはわからないが、何かがおかしい。


「ああ、藤也くん、お疲つかれさまです。コーヒーがありますので、一休みしたらいかがですか？」


「ありがと……」


「？　どうかしたんですか。何か元気がないみたいですけど」


「何でもないですよ」


　南田から紙コップに入ったコーヒーを受け取りながら、藤也は応える。だがそれでも心配そうな様子に、本当に何でもないからと南田に向けて藤也が笑った。


　―――視線を向けていない？　そうだ……。戻もどってきてから一度も俺を見ていない……。


　カッと頭の中が真っ白になる。どうしてだとか、何な故ぜだとか、考える間もなく将臣は一気に不快感にとらわれた。


　自分が興味を持つ相手に、同じだけの興味を返して欲しいという、子供じみた欲求がわき起こっている。それがどんな感情に起因しているのかとは考えずに、ただ藤也の中から自分という存在が追い出されたということに将臣は憤いきどおっていた。


　―――そんなことは許さない。あれは、俺のモノだ。


　昏くらいモノが噴ふき出し将臣を呑のみ込む。細められた青い瞳ひとみが嫉しつ妬とに冷たく輝かがやく。


　そんな将臣に、先さき程ほどよりももっと怯えた様子でスタッフが声を掛けた。誰だれが将臣に言いに行くか押し付け合い、結局じゃんけんで負けた彼が近寄ってきたのだ。


「こ、これで、最後ですのでっ。よろしくお願いしますっ」


　用件だけを早口で言うと、ぱっと離れていく。ぱたぱたと素早かったスタッフとは対照的に、将臣はゆっくりと立ち上がった。


　―――さて。どうやって、手元に引きずり寄せようか。


　うっそりと笑い藤也を陥かん落らくさせるための手段を考えながら、自分に与あたえられたスペースへと足を向けていった。


　スタッフの仕事に対する義務感から、どうにかすべてを終えたときには夕食に近い時間になっていた。


「―――食事はどうするんだ？」


「うん？　そうだなあ……」


　駐ちゆう車しや場じようを歩いている藤世に将臣が声を掛けるが、歯切れの悪い返事しか返ってこない。車の鍵を取り出してドアを開けると、南田が口を挟はさんできた。


「すみませんが、その前に事務所に寄って下さいませんか？　藤也くんに来て欲しいと社長から電話があったんです」


「ほんとに？　じゃあ、飯の前に行くかなあ」


　南田の言葉に、将臣はそれとわかるほどに眉まゆをひそめる。肝かん心じんなことが将臣の思考から抜ぬけ落ちていたのだ。藤也が将臣について回るのは、あと数日だ。それを過ぎてしまえば、二人でいる時間は極きよく端たんに少なくなるか、もしくは全くないかのどちらかだ。


　将臣を埋うめた昏いモノの表面に小さざ波なみが立つ。


「やめた。飯は一人で食えばいい。俺は帰らせてもらう」


「え？　ちょっと待ってよ。一人になるな。飯が先だって言うならこっちを後にするからさ」


　車に乗り込む将臣を引き留めようとするが、それは個人的にではなく雇やとわれた者としての義務としてだということは、一いつ瞬しゆんかち合った視線を藤也から勢いよく離したことで将臣にもわかった。


　小さな波だったものが石を投げ込まれたように大きくなった。


「―――うるさい」


　それだけを言うと、さっさとエンジンを掛ける。


「ちょ、ちょっと待てっ。おいっ」


　慌あわてて声を掛かけてくる藤也を無視して、将臣は車をスタートさせた。


「南田さんっ、オレのことはいいから、追いかけてよっ。車、すぐ出るっ？」


「あっ、はいーっ。後で連れん絡らくいれますからーっ」


　ばたばたと南田が急いで車に乗ると、シートベルトもそこそこに、将臣の目立つ車を追いかけていった。将臣はそれに気づいて苛いら立だたしげに舌打ちすると、南田の車をまくために滅め茶ちや苦く茶ちやに幾いくつもの路地を曲がり、少しずつ引き離していく。そして、完全に車影がバックミラーから消えたのを確認すると、口の端はしをゆるく持ち上げた。


　だが、まだ身体からだの奥に苛つきとともに燻くすぶっているモノがある。それを払ふつ拭しよくさせるために携けい帯たいを取り出すと、記き憶おくに残っている番号を押して、電話口に出てきた女をいつものホテルのラウンジへと呼びだしていた。











「ご苦労さまぁ。後少しで終わるわよぉ」


　ほっとけばスキップでも始めそうな勢いの笑顔で、恵美花は社長室へと入ってきた藤也を出で迎むかえた。


「……何？　どうしたの」


「今日の昼ね、調査会社から電話があってぇ、あの脅きよう迫はく状じようの主ぬしがわかったそうなのぉ」


「―――まじ？　よくあれだけでわかったもんだなあ」


　応接セットのソファーに腰こしを下ろして、藤也が前まえ髪がみを搔き上げる。その疲れた様子に恵美花は気づいた。


「なあにぃ？　何かあったのぉ？」


「―――将臣が逃にげ出したの。南田さんが車で追いかけていったけどさあ」


「あらまあ。でも、だいぶもった方じゃなあい？　もっと早いうちにやるかと思ってたものぉ」


　片手に茶ちや封ぶう筒とうを二つ持って恵美花はけらけらと笑いながら、藤也の前に腰を下ろした。そのあっけらかんとした様子に、藤也は心の中でふてくされる。


　―――そう思ってたなら、それらしい対処しろよっ。笑ってる場合かっ。


　だが、恵美花はお構いなしに、大きめの茶封筒の中身をテーブルの上にばらばらと出し始めた。


「そうそう、えっとぉ、脅迫状を全部見せたわけじゃないのよぉ。ストーカーっぽい手紙もあってぇ、これは周りを警けい戒かいしてれば、それらしき人物が浮うかび上がるかなあと、ちゃんとあたりをつけてたのぉ。そしたらどんぴしゃ」


「こういうねちっこい奴やつって嫌きらい」


　広げられた手紙の一枚に目を通していた藤也が心底嫌いやそうな顔をして、テーブルの上に投げ返した。


「えっとねえ、とりあえず脅迫状の主は男なんだけどぉ、こいつの動機が女なのよ。ようは、ショウに恋こい人びとを取られちゃったの。だからあ、ショウとその女が切れちゃえば、それで終わりなのよ」


　ほら、この女なのぉと別の封筒を逆さにして、書類の中に混まじっていた二枚の写真を恵美花は藤也に渡わたした。それを軽く一いち瞥べつすると興味なさそうに、テーブルの上に放ほうる。


「何だよ。じゃあ、そのまま将臣にそう言えばいいじゃねえかよ」


「やあねえ、それが言えれば誰もトーヤくんのこと呼びつけないわよぉ。あの人、プライベートに口出しされるの、すっごぉく、嫌がるんだものぉ。下手に口出ししようものならぁ、変にひねくれてぇ、その女を連れ回して余計に男を挑ちよう発はつするようなこともしかねないのよぉ。だからぁ、ここでトーヤくんの出番なのよっ」


「だからっ、何でそうなるんだよっ」


「あらぁ、だってトーヤくん、ショウの車に乗ってるじゃないのぉ。今まで他人を車に乗せたことがないのよぅ、彼。だからぁ、わざわざ南田が別の車で移動してるじゃないのぉ」


「―――へ？　まじ？」


　鳶とび色いろの瞳をくるりと回して恵美花の方を見る。恵美花は恵美花で、きょとんとした表情で藤也を見ている。


「もしかして、何も知らずに乗ってたのぉ？」


「んなの、わかるわけないじゃんかよ」


「そっかあ。でもまあ、トーヤくんてば、ショウに特別扱あつかいされてるわけなのぉ。だから、トーヤくんにお願いしようというわけなの」


「あのなあ、そんなことオレから言ってもしょーがねえじゃんかよ。実際オレには関係ないことだぜ？」


「そうかもしれないけど、私には大問題なのよぉ」


　あくまでも、恵美花はこの話を藤也にさせたいらしい。


　―――冗じよう談だんじゃないぜ。これ以上関かかわらないようにしようと、決めたばかりなのにっ。プライベートなんかに立ち入ってたまるかっ。


　どうやって、恵美花から逃げるか藤也が考えを巡めぐらせていたが、恵美花がしばらく逡しゆん巡じゆんした後、藤也にくれぐれも他言無用だと念押ししてから、声を潜ひそめて話し出した。


「トーヤくんさあ、芹せり沢ざわって名字で思い出す人って、だあれ？」


「せりざわ？　んー、確かそんな名前の代議士いなかったっけ？　時々ニュースで聞いてるような気もするけど……」


「はい、質問でぇす。ショウの本名は何でしょうかあ？」


「？　将臣。芹沢……、将臣、だ……」


「ぴんぽんぴんぽんぴんぽーん」


　呆ぼう然ぜんと応こたえる藤也に、恵美花はやけくそ気味に派手に手を叩たたいた。


「というわけなのよう。だからあ、何かあったらあ、うちの事務所もやばいわけなのぉ」


「なあ、何でそんな奴が、こんなとこでモデルなんかしてるわけ？」


「―――こんなとこで悪かったわねぇ」


　わたわたと慌てて自分の口を押さえる藤也を、恵美花は剣けん呑のんに睨にらみつけている。だが恵美花はふうと息を吐はいて視線を逸そらした。


「まあ、簡単に言ってしまえばあ、親の跡あとは継つぎたくない、てところぉ？　それで堅かた苦くるしいのとはぜーんぜん、正反対の職種を選ぶことにしたらしいのよう。それで、ちょっとした伝つ手てがあってぇ、うちに来たのよねえ」


　投げ出していた足を組んで、ソファーに深く腰こし掛かける恵美花は、ビジネスモードに切り替かわりつつあった。


「その時にいくつか条件を出されてね。その中に、『ショウが芹沢一族の一員だと知られてはならない』とか『多少の怪け我がなら目を瞑つぶるが、生死に関わるようなものであった場合、すぐやめる』とかいろいろあるのよ。……ショウが抜ぬけるのも痛いけど、それだけでは済まないかもしれないのよね……。だから、絶対に、なんとしても、穏おん便びんに別れてもらいたいわけ。いいえっ、別れさせるのっ」


　恵美花は拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がったのを、藤也は処置なしと呆あきれて溜ため息いきをつく。こうと決めたらてこでも動かない恵美花のことだから何を言っても無む駄だで、しかもそれが生き甲が斐いに感じている事務所の存続に関わるとなれば、鉄の意志は超ちよう合金にまで硬こう度どを増すだろう。


「トーヤくんの使命は、どんな手を使ってもいいから、その女とショウを別れさせること。いいわね？　それができたら、バイト料に色を付けちゃうーっ」


　なんとしても、藤也に引き受けてもらおうと恵美花が必死になっていると、恵美花のデスクの電話が鳴った。


「もうっ、こんなときにっ。―――はい？　南田から？　ええ、つないで」


　ぷりぷりと怒おこっていた恵美花だが、すぐに感情を殺して電話に出るあたりはさすがだ。


「どう？　捕つかまった？―――ふぅ。―――いいえ、わかってるわ。そんなに自分を責めないの。彼もプロなんだから、仕事に穴をあけることもないでしょう。―――ええ、それじゃあ、明日もよろしくお願いするわ」


　静かに受話器を置く音が室内に響ひびいた。恵美花は重い息をつく。


「最初は、他た愛わいもない脅迫状。それが、ストーカーじみたものになって、雑誌の切りくず。極きわめつけが猫ねこの首。……いつ実害が起きても不思議じゃないほど、エスカレートしたわけ。一番気をつけなきゃいけない本人が、事態を悪化させても変じゃない性格をしているから、余計に始末に負えないわ」


　いつになく真ま面じ目めな顔で、そう呟つぶやくように漏もらされては、藤也も覚かく悟ごを決めるしかない。深々とあきらめたように溜め息をついて、藤也は苦く笑しようした。


「今までの分とも合わせて、豪ごう勢せいに色つけてよね」


「―――本当に引き受けてくれるの？」


「仕方ないでしょ。恵美花さんの役に立つなら、多少無理してでもやるよ」


「きゃーっ。ありがとうっ。だからトーヤくんてば好きっ。愛してるうっ」


「はいはい。で、別れさせなきゃいけない女ってどんな奴？」


「ん？　ああ、こっちの茶封筒の中に報告書が入ってるからぁ、自分で見て。それから、明日のショーが終わったら、明後日あさつてから二日間はオフでしょ？　だから、ＯＫの報告は三日後までにちょうだいね」


　先さき程ほどまでの真面目な雰ふん囲い気きはなりを潜め、いつもの恵美花の調子に戻もどっている。しかも成功の報告以外は受け付けないからと暗にほのめかして、恵美花がにっこりと笑う。藤也はそれに苦笑で応える。


　―――恵美花さんも、本音をあまり表に出さない人だからなあ。どんなに大変でも、いつも笑っていて、吹ふき飛ばしちゃう人だから。


　自分でやると決めたからには、将臣をその女と別れさせて、将臣の安全を確保しなければならない。藤也は手て渡わたされた茶ちや封ぶう筒とうから報告書を取り出して目を通しながら、どうやって将臣に話を切り出そうかと頭の中で考え出した。











　深夜十二時過ぎ―――。


　低いエンジン音が住宅街に響く。駐ちゆう車しや場じようへ入れようと減速させた車に、ふらりと人が近づいた。だが将臣はそれを無視していたが、こつこつと窓を叩かれて不ふ機き嫌げんそうに窓の外を見た。今まで仕事が終わってから会いに来たことのなかった藤也が立っていた。


　車を止めてエントランスに行くと階段の下で、藤也が項うな垂だれている。


「何の用だ？」


「……話が、あるんだ」


「とにかく来い。ここでは話もできない」


　黙だまったままの藤也を促うながして部屋へ向かう。リビングに入り将臣はジャケットを脱ぬぐが、藤也はリビングの入り口のところにぼんやりと立っている。


「上着ぐらい脱いだらどうだ？　それとも簡単にすむ話なのか？」


　苛いら立だつように将臣が言うと、藤也は視線をはずしたままのろのろと上着を脱いでそれを腕うでに抱だき込む。だがそこから動こうとしない。将臣はキッチンへ入り冷蔵庫からビール缶かんを二つ取り出して、ソファーに座る。一気に一つめの缶を空けると、すぐに次の缶を開けた。


「話があるなら、手早くしてくれ。明日早いのは知っているんだろ？」


「―――おまえの望むことは何でもする。だから、一つだけ、オレの言うことをきいてくれないか……？」


　そう言って藤也は顔を上げた。いつもは勝ち気に輝かがやいている鳶とび色いろの瞳ひとみも虚うつろだ。


　藤也がそういった取引を言い出す理由がわからない将臣は訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。


「まずはおまえの条件を言ってみろ。俺の返事はそれからだ」


　不信感を表に出さないように冷たく言い放つと、藤也の表情がくしゃりとゆがむ。呟きにも聞こえるほど、小さな力のない声が藤也の口くち唇びるから漏れた。


「どうしても、きいてほしいんだ。―――女と別れて―――」


「どういうことだ？」


「なあ、お願いだから、別れてよ。オレ、何でも言うこときくから。ねえ―――」


　半日ほど合わされなかった瞳がようやく合わされた。だが、鳶色の瞳はすがるように細められていて、将臣が見たい瞳ではなかった。手にしていた空になった缶を苛ついたように床ゆかに投げ捨て、将臣は立ち上がった。ぴくりと藤也の肩かたが微かすかに怯おびえるように動いたのを将臣は見み逃のがさなかった。


　ビールを取りに行くはずだった足は、藤也へと向きを変える。覇は気きのない鳶色の瞳は逸そらされることなく将臣を見ている。


「すべての女と手を切れとでも言うのか？」


「違ちがう。一人でいいんだ。『遠とお山やまさゆり』って女なんだ」


「とおやまさゆり？―――どんな女だ？　女の名前なんか、いちいち覚えていないからな。……その女とどんな関係があるんだ？」


「―――……脅きよう迫はく状じよう。脅迫状を書いてる奴やつの恋こい人びとなんだ」


「そういうことか」


　自分が藤也に興味を持っているのをわかっていて、面めん倒どうくさいことを藤也に押しつけた恵美花を将臣は口の中で罵ば倒とうする。


　―――だが……。そうだな。これはいいかもしれない。


　ゆっくりと嚙かみしめた口唇を解き、威い圧あつ的に聞こえるようにわざと口調を変える。


「―――まあ、いいだろう。本当に、俺の言うことを何でもきくなら、その女と切れてもいい」


「ほんとかっ」


「ああ、簡単なことさ。おまえがその女のかわりに俺とつきあえ」


「つきあう？」


「セックスさ。一度きりじゃない。俺の気が済むまで、だ」


「なっ―――」


　吐と息いきが触ふれあうまで近づいてきた将臣を見て、鳶色の瞳が驚おどろきに見開かれる。それを見て、うっそりと将臣が口の端はしで笑った。藤也が絶対にその条件を呑のむことがわかっている笑えみだ。


　藤也はきつく口唇を引き結び、鳶色の瞳を煌きらめかせながら、睨にらみつけてきた。


「契けい約やく成立、だな」


「待って。明日、動けなくなると困るから今夜は駄だ目めだ。明日のショーが終わって、女との別れ話がすんでからだ」


「―――わかった。今夜は泊とまってくか？」


「まさか。明日の朝、いつものとこにいるから」


　それだけを言うと、背を向けて藤也がリビングから出ていく。将臣はそれを引き留めようとしない。約束を破ることはしないと将臣は思っていた。


　自分から捕つかまりに来た藤也に、くつくつと喉のどの奥で笑った。




８







　わき起こる歓かん声せいとステージの脇わきから見ていても目が眩くらみそうになるフラッシュを、藤也は眺ながめていた。何度かステージ裏から見たことはあったが、今ほど胸を締しめつけられるステージはなかった。


　―――やっぱり、自分と将臣じゃ、世界が全然違うんだよなあ。


　昨日の女子高生たちの会話が正しいのだと将臣の立ったステージを見て思い知らされた気がする。


　―――昨夜ゆうべの取引のことも、面おも白しろそうってくらいでしかないんだろうな。……暇ひまつぶしにちょうど良いとか……。何か、そう考えていそう。


　まるで他ひ人と事ごとのように藤也は思って、どくんと強く打った鼓こ動どうに胸の辺りを摑つかむ。ステージのトップで優ゆう雅がにターンして戻もどってきた将臣が、舞ぶ台たいの袖そでに立っていた藤也に目もくれず最後の衣い装しように着き替がえるため奥へ足早に去った。


　その後ろ姿を見ながら、藤也はぼんやりと恵美花の『特別だ』と言った言葉を思い返す。それをどう解かい釈しやくすればいいのか藤也は悩なやんでいた。恵美花たちから見ると、藤也は将臣の『特別』な位置にいるらしい。だが、藤也にしてみれば、自分のいる位置は将臣に少しも近くない。


　着替え終わった将臣が、藤也の傍そばにつく。スタッフが将臣に近寄り、藤也にはどう違うのかわからないほど微び妙みような服の皺しわや、手に持った小さな造花のブーケをいじる。その間、将臣は一度も藤也に視線を向けないで、無表情な横顔をさらしている。


　後ろに掛かかる音のタイミングに合わせて、将臣が歩き出した。体重を感じさせない軽やかな足取りで舞台の中央へ向かう。反対の袖から出てきた女性モデルへ手にしていたブーケを渡わたすと、完かん璧ぺきなエスコートで舞台のトップに連れていく。相手の女性は将臣と艶あでやかな対ついになっていた。


　見み劣おとりしない身長に、くっきりとした目鼻立ち、そして何より男と並ぶことのできる『女』で、しかも同じ舞台に立ち同じフラッシュを浴びる世界に立っている。


　あふれるほどの光の中でさえ、わずかに口唇の端を上げただけの傲ごう然ぜんとした王者の笑みを浮うかべて、将臣は引き返してくる。その場に君臨し、支配する者にだけ許された力強い足取りだった。二人は中央で別れると、それぞれ出てきた時と反対の袖に消えた。


　音楽が一段と小さくなり、観客の歓声と耳に響ひびく拍はく手しゆの中、モデルが総出して今回の真の主役ともいえるデザイナーを迎むかえた。


　自分の心中がどうあれ、恵美花から任されたバイト期間の中で、一番大きな仕事が終わり、藤也は安あん堵どの息をつく。後は将臣に別れ話をさせるだけだ。


　―――それが一番厄やつ介かいなんだけどなあ。でも一応取引はしてあるし……。あーっ、恵美花さんのバカーッ。絶対っ、思いっきりっ、ふんだくってやるーっ。


　デザイナーが中央でにこやかに笑っているのを見て、ステージの裏方を務めたスタッフの緊きん張ちよう感かんが一気に抜ぬけた。どこからともなく拍手が起こり、ざわざわと浮き足立つ。後はモデルたちが戻ってきてからの後始末だけで終わるのだから、私語が飛び交かい、笑いながらおおざっぱに片づけていく。ここを片づければ、場所を変えてレセプションが待っているのだから、自然と手早くなる。


「あ、藤也くーん、今晩別口で打ち上げしよ、て言ってるんだけど、一いつ緒しよにどう？」


「え、ごめん。先約があるんだ。また今度誘さそってよ」


「そっかあ。じゃあ、今度電話するからね」


「わかった。今度機会があったらね」


　掛けられる声に応こたえながら、藤也は将臣が戻ってくるのを待つ。未いまだに鳴りやまない拍手の中、モデルたちが次々と帰ってきた。


「おつかれさまでしたーっ」


「ご苦労さまですーっ」


　あちこちから掛かる声を無視して、将臣が自分のスペースへと淡たん々たんと歩いてきた。けだるげに、肩に掛かる髪かみを振ふり払はらって、用意されていた椅い子すに座り込む。


「感心なことに逃にげ出さなかったようだな」


「そんなことするわけないだろ。とっとと支し度たくを済ませろ。オレは手早くすませたいんだ」


「ふん。そんなに焦あせるな。時間はたっぷりとあるんだ」


　すっと細められた青い瞳ひとみは、肉にく食しよく獣じゆうのそれを思わせるような剣けん呑のんな輝かがやきをしている。藤也はあからさまに顔をしかめて視線を逸そらす。それを見て将臣はくつくつと笑い、徐おもむろに着替えだした。


　簡単にさらされた将臣の上半身は、藤也の目を惹ひきつけた。ぎりぎりまで引き絞しぼった鋼はがねのような筋肉は、自分よりも明らかに男を感じさせた。ぱさりとＶネックの黒いニットセーターが、視界を遮さえぎった。慌あわてて顔を上げると、白いロングコートを手に将臣が立っていた。


「行くか」


　最後の仕上げとばかりにサングラスをかけて、すたすたと歩き始めた。藤也は、ふぅっ、と溜ため息いきをつくと、声を掛けてくるスタッフたちに応えながら、後ろも見ずに歩いていく将臣に続いていった。


　ここ四、五日の間に身体からだになじんだエンジンの振しん動どうはどうやら特別のものだったらしい。よくよく思い返してみれば、最初南田に会ったときも不思議がっていた。藤也にすれば、会って二度目で、ナビシートに座ることが特別だと思っていなかった。


　―――だいたいこいつ、オレのことどう思ってんだろうなあ。


　藤也は、自分で自分の位置づけがうまくできていない。将臣にとって自分は、『特別』なのか、『毛色の違ちがった遊び相手』なのか、決めかねているのだ。それによって自分の態度も変わってくる。


　―――変わってくる……？　何でだ……？


　自分でも理解できていない思考にきちんと答えが出せないまま、マンションに辿たどり着いてしまった。


　最上階のリビングの窓から沈しずみかけている夕ゆう陽ひが入り込み、部屋を赤く染め上げている。


　これからのことを考えると逃げ出したくもなるが、それを抑おさえつけるように上着を脱ぬいで、藤也はふてぶてしくソファーにどっかりと座り込んだ。藤也の虚きよ勢せいを見て将臣がくすりと笑ったことに、藤也は気づかない。


「なあ、ビールあるんだろ？　くれよ」


　コートを脱ぎかけていた将臣は、その手を止めて藤也の方を見た。藤也はむっとした顔をして将臣を見返す。


「それくらい飲んだっていいだろ」


　無言のままコートをスツールに掛けると、冷蔵庫から自分が飲む分も含ふくめて六缶のビールを将臣は取り出してきた。それをテーブルに置くと、藤也から離はなれた場所に座った。


　ぱきんと勢いよく缶かんを開けると、藤也は一気にあおる。


　―――これが飲まずにいられるかっ。最初の時みたいに、意識飛ばしちゃえっ。


　一缶目を空にして二缶目も簡単に飲み干すと、三缶目はさすがにちびちびとやり始めた。


　勝ち気だった鳶とび色いろの瞳が徐じよ々じよにとろんとしてきて、手に持っている缶を揺ゆらし始める。少し離れた場所に座っていた将臣がじりじりと近寄ってくることに、藤也は気づかないで、自分が揺らす缶を見ているだけだ。


　ぼんやりとしている藤也の脚あしに、形の良い指がそっと伸のばされる。太ふと股ももに乗せられた手が膝ひざに向かって撫なでおろされるにいたって、藤也の視線が将臣に向けられた。立て続けに飲んだビールのせいで、一気に上気した頰ほおが目元を彩いろどっていた。


「なあ、何でオレを車に乗せたんだ？」


　将臣がどう思っているか、単刀直入に訊きいてしまったのは、酒のせいだろう。だが、自分の取る態度を決めかねている藤也には、絶対応えて欲しいものだった。


「なあ、なんで？」


　酔よいが回ってきたらしく、微かすかに掠かすれた舌っ足らずの声で、応えない将臣に再度訊いた。不意をつかれた将臣はしばらく視線をさまよわせてから応えた。


「おまえが、気になったから、だな」


「―――気になる……？」


　脚にかけられていた手がつっと伸びて藤也の持つ缶を取り上げると、テーブルに置いた。そして、鳶色の瞳を下から覗のぞき込むような体勢になった。


　―――綺き麗れいな青色だ……。……あれ、でも、これって……。


　不意に見つけた将臣の瞳の不自然さに、もっとよく見ようと顔を寄せた。だが、それが何か見み極きわめるよりも、将臣が仕し掛かける方が早かった。


「それだけじゃ、駄だ目めか？」


　ついばむように、将臣が藤也に口くち接づけるが、藤也は逃げない。ただ、将臣の顔をよく見ようと、焦しよう点てんが合わなくなった瞳で見ている。だが、軽く結ばれていた口くち唇びるに触ふれるだけの口接けが幾いく度ども繰くり返されると、徐々にほころんでいき、最後には薄うすく開けてしまった。瞳のことよりも、与あたえられる口接けに意識が飛ぶ。


　下した唇くちびるをゆるく嚙かまれた拍ひよう子しに、将臣の舌を受け入れてしまう。絡からみ合う舌が、そこだけ熱を持っている感覚―――。


「……―――っあ……」


　藤也は鳶色の瞳を閉じると、将臣に倒たおれ込むようにして全身の力を抜いた。


　車に他人を乗せない男が、簡単に自分を乗せた。多分、他人を入れたことなど数えるくらいにしかないのだろうこの部屋にも、初めて会ったその日に招き入れられた。『気になる』という言葉に間ま違ちがいないだろう。ちょっとくらいは『特別』な位置に近いのかもしれない。


　それは密ひそかに藤也を満足させていた。











　胸の中に収まるようにして倒れ込んできた藤也を抱だき留めつつも、将臣は微かに戸と惑まどっていた。


　―――何な故ぜ、簡単に身体を預ける……？


　ゆっくりと胸むな元もとに抱き込む形に藤也の身体を抱かかえ直してその耳許に低く囁ささやく。


「約束通り、俺の気が済むまで、つきあってもらうさ」


　アルコールと将臣の口接けで意識がふわふわと浮うかんだ状態の藤也は、その言葉を聞くとはなしに聞いている。耳許で打たれている将臣の規則正しい鼓こ動どうに合わせて、呼吸を繰り返しているようだ。


　ジーンズから引き出した白い綿シャツの裾すそから将臣はそっと手を差し入れる。引き締しまった腰こしから胸へ這はわせていけば、指があばらに触れた。そのまま背中の方へと指を伸ばして、藤也の身体を抱えるようにしながらソファーに倒れ込んだ。力の入っていない藤也の腕うでがソファーから投げ出される。


　少し伸びすぎた前まえ髪がみの間から潤うるんだ鳶色の瞳が覗く。ぞくりと将臣の雄おすが反応した。


　―――この後に続く快楽を知っているから、最初の時よりも始末が悪いな……。


　薄く開けられた口唇に口接けて、その舌をからめとりながら、シャツのボタンをはずしていく。しっくりと手になじむ肌はだが、顕あらわにされてくると二度目だということもあって、藤也が身み動じろぎをする。藤也の身体も、生なま温ぬるい快楽を覚えていたらしい。


　将臣は口唇をはずすと薄く笑って、ボタンをはずしただけで手を止めた。そして口唇で耳許から喉のどにかけてのラインを幾度もなぞる。鳶色の瞳に視線をやると、熱に浮かされて潤んでいたが、普ふ段だんの勝ち気さもちらついているのが見えた。


　覚えさせられたばかりの快楽に、簡単に呑のまれるわけにはいかないと頑がん張ばっているのだろう。完全に意識を手放していない藤也が、大人しく自分の下にいることに、将臣は少し物足りなく感じる。激しく抵てい抗こうして欲しいわけではないが、藤也の意志ではなく取引の結果としてここにいるのだと無言のうちに見せられているような気がする。


　―――それでも、つながりがあればいい。


　バイトが終わってしまえば切れてしまうようなつながりではなく、もう少し確かなつながりが欲しかった。自分が望んだような形でないのが少々気になるが、それは仕方ない。


　喉元で止めていたラインを鎖さ骨こつまで下ろして、舐なめるような感じで丹たん念ねんに鎖骨のラインを浮き上がらせる。浅く上下する胸に指先を這わせて、固くなりつつあった乳ち首くびを指の腹で押しつぶすようにして遊ぶ。ひくりと藤也の喉が動いたのがわかった。


　舌先が胸骨の間を通り抜け、胸の飾かざりに到とう達たつすると、舌の上で転がすように舐め始めた。藤也はくすぐったいのか腰をひねるようにして舌先をはずそうとするが、将臣に逃のがす気はなく左腕で腰を抱いた。空いている右手で気づかれないように少しずつジーンズを脱がせていく。


　引き締まった腰から太股にかけてのラインは絶ぜつ妙みようで、女のように柔やわらかな丸みのあるラインではないが将臣の雄を刺し激げきする。ジーンズと一いつ緒しよに下着も脱がせてしまうと、頭を少しもたげた雄が顔を出したが、将臣はその雄に触れようとしない。口唇が胸の飾りから離れてゆっくりとまた下降していき、臍へその脇わきを通り抜けて腰こし骨ぼねへと行く。


「―――はぁ」


　藤也の口から熱を帯びた吐と息いきが漏もれた。だが、将臣は足の付け根のきわどいラインに口唇を滑すべらせていく。将臣の頰が藤也の雄をかすめると、反射的に藤也が脚を閉じてしまい将臣の頭を挟はさみ込んでしまった。


「や……っ」


　力の入っていないか細い声が、将臣の耳じ朶だを打つ。触れるか触れないかという微び妙みようなタッチで、将臣の指先が腰から太股を通り足首を捕つかまえると、藤也の脚の間に肩かたを入れるようにして身体からだの下に組み敷しいてしまった。ソファーの上という不安定な体勢が気になるが、今いま更さら場所を変えるのも興ざめしそうだ。


　場所を変えることを早々に諦あきらめると、雄の本能ともいえる欲求を満たすべく、己おのれの獲え物ものに愛あい撫ぶを施ほどこしていった。


　広げさせた脚の間に腰を落ち着けると、足首を摑つかんでいた手を太股へとゆっくりと這わせていく。より敏びん感かんな内うち股またに時折いたずらを仕掛けるのも忘れてはいない。じらすように這わされていた手がようやく目的地にたどり着き、やんわりと藤也の雄を握にぎり込んだ。


「やめっ」


　また反射的に脚を閉じようとするが、今度は将臣の身体が邪じや魔まをして、手の動きを封ふうじることができない。指先だけで勃たち上がりかけていた雄を上下されると、藤也はたまらずに腰をくねらせた。


　藤也も幾度か経験していたが、藤也と将臣では場数がまるで違ちがう。将臣から見れば、藤也のレベルなど鼻息で宇宙の彼方かなたへと飛んでしまうぐらい低い。


　そんな将臣の手にかかってしまえば、藤也がそんなにもつはずもなく、あっけなく昇のぼりつめてしまう。いきそうになるのをこらえて、藤也は口唇を嚙かむ。


「だめ……っ。でるっ」


「関係ないな。このまま手にしてしまえ」


　将臣が薄く笑って手の動きを激しくすると、将臣の身体を締め付けていた藤也の脚に、一段と力が加わる。だが、それでも将臣は手を止めない。


　藤也の呼吸が一いつ瞬しゆん止まり、ひくりと身体が震ふるえると、将臣の手の中でどくりと大きく脈打ち雄がはじけた。はだけられた腹の上に白はく濁だくした液体が散らばる。深く繰り返される呼吸が藤也の快感の深さを物語っていた。


　ソファーの外に投げ出していた右手を億おつ劫くうそうに持ち上げて、藤也は前髪を搔き上げる。閉じられていた瞼まぶたが開き、茫ぼう洋ようとした鳶とび色いろの瞳ひとみが現れた。焦しよう点てんのあってないような瞳は、それでも将臣の姿を捉とらえているらしい。


「……ずるい。オレ、こんな格好なのに、何でおまえだけ服着てんだよ。とっとと脱ぬげよ」


「これは気づかなかったな。ついでに場所も移すか」


　きしっとソファーをきしませながら将臣は立ち上がり、藤也の腕を摑んで起こさせる。


「立てるか？」


「―――馬ば鹿かにすんな」


　立ち上がるのに差し出された将臣の手を払はらいのけて、藤也は自力で立ち上がった。簡単にいってしまった自分自身に対する憤いきどおりが渦うず巻まいて、その直接の原因である将臣を睨にらみつける。わずかに潤んだ瞳は、激しいほどに攻こう撃げき的だった。


　その決して屈くつ服ぷくしたわけではないと知らされる瞳と、乱れた髪かみにボタンをはずされたシャツだけを着ている姿は、ひどくアンバランスで艶なまめかしい。ごくりと無意識に将臣は生なま唾つばを飲み込んでいた。


　簡単に手なずけられない獣けものが、目の前にいるような気がした。その獣はひどく将臣の征せい服ふく欲を刺激するモノだった。











　藤也は自分の腹にかかった欲望の証あかしに眉まゆをしかめる。あっさりと快楽に身を任せてしまったのは、少しばかり『特別』な位置に置かれていると知ったからだ。


　―――オレってば、お手軽な性格かなあ。


　内心苦く笑しようしつつティッシュを探すとざっと拭ふきとり、ぺたぺたとフローリングの床ゆかを裸足はだしで歩いて寝しん室しつへと向かった。それとなく辺りを観察してみれば、部屋に女が入り浸びたっているような形けい跡せきもなく、他人を部屋に上げることも滅めつ多たになさそうだった。セックスに不自由してないだろう将臣が、遊び半分で自分を抱くなら部屋には入れないだろう。


　―――『気になる』と言ったの、本当っぽいし……。だったら、こんなのも仕方ないかなあ。……気持ちよかったし……。て、何考えてんだっ、オレっ。しっかりしろよお。


　一人で赤くなって、ぶんぶんと頭を振ふってから、寝室へと入る。後から部屋に入ってきた将臣がヒーターにスイッチを入れると、ベルトをはずしてズボンの前をくつろげた。半分ほどボタンをはずされたシャツの間からは、鍛きたえられた体たい軀くには不似合いな気もするほどなめらかな肌がのぞいている。


　―――あの胸の中で気を失ったんだっけ……。ううっ、痛かったぞ、あれは……。また、しなきゃいけないのかなあ。


　先さき程ほどの快楽も霞かすんでしまうほどの衝しよう撃げきを思い出すと、このまま抱だかれることに躊躇ためらう。


「来いよ」


　早々にベッドに腰こし掛かけた将臣に引き寄せられて、藤也はベッドの上に転がってしまった。身体の両脇に腕うでをつかれて逃にげ場を失った藤也は、鳶色の瞳で将臣を見つめる。その瞳はこのまま簡単に抱かれてしまうことへの抵抗と、既に自分が抱かれることを許きよ諾だくしていることへの恥はずかしさから揺ゆれ動いていた。


　ゆっくりと下りてきたひんやりとした将臣の口くち唇びるが、藤也の耳朶を軽く嚙かむ。耳にかかる息がくすぐったくて藤也は首を竦めるようにひねった。顕あらわになる項うなじのラインは、どんな女のそれよりも、将臣を扇せん情じよう的てきにあおっていることに藤也は気づいていない。そのラインをきつく吸われる。


「―――つっ」


　嚙まれたかと思うほどの痛さに、仕返しをしてやろうと将臣を見やって、藤也は顔をしかめる。目の前のシャツを引き寄せるとボタンをはずすのも億劫で、無理矢理にシャツのあわせを開く。はじけ飛んだボタンが乾かわいた音を立ててフローリングの床を転がった。


　将臣は驚おどろいて見下ろしたが、藤也は口唇をきゅっとひき結び、鳶色の瞳にきつい色を映している。


「服、脱げよ。ずるいだろ」


　取引の結果とはいえ対等でありたかった藤也にとって、それは重要なことだった。将臣だけが服を着て自分は裸はだかというのは『おまえなんかまともに相手してられるか』と言われているようで嫌いやだったのだ。


　将臣は大人しく、言われたとおりにシャツを脱ぎ下着もろともズボンも脱いだ。ベッドサイドに置かれたスタンドの灯あかりが、その裸ら体たいを浮うかび上がらせた。すばらしく均整の取れたプロポーションに、藤也は感かん嘆たんする。


　じっと見ていた鍛えられた体軀が近寄り、上から覆おおい被かぶさるようにベッドにのってくると、藤とう也やは反射的に目を閉じた。ほのかに上気した肌はだが胸むな元もとまで染め上げて、肌を掠かすめて落ちる将臣の髪の微かすかな感かん触しよくさえ、藤也には愛撫となっていた。


　銜くわえさせられた指に舌を這はわせていると、唾だ液えきをからめとられて、くちゅくちゅと濡ぬれた音がするまで舐なめさせられる。藤也の秘部の襞ひだを伸のばすように、丹たん念ねんにならす。最初の時は強ごう姦かんに近く藤也の意志など無視したが、今回は和姦だ。それに加えて、少し正気に戻もどってしまったのも悪かったに違いない。リアルなその感触を、まざまざと思い知らされた。


　―――うわーっ。


　力の入ってしまった身体に、将臣は入り口付近をくじくことから始めたようだ。入り口をほぐすように細かな襞を一つずつ指先でなぞり、時折入り口に爪つめを立てる。そこに指があてがわれることに慣れてきたのか、しばらくすると徐じよ々じよに力が抜ぬけてきた。すると、指先だけを潜もぐり込ませて、静かにかき回し始めた。慣れてない異物感に、藤也は息を詰つめる。


　喉のどの奥で浅く繰くり返す呼吸に、将臣が笑ったのがわかる。だが、藤也はそれどころではなく、何かを探さぐるようにゆっくりと動かされている一本の指に神経が集中していた。


　無理に埋うめ込まれたそれはぎちぎちと音を立てて、藤也に痛みしかもたらしていなかったが、その指先がある一点を探った途と端たん、藤也の身体からだに痺しびれるような快感が走った。


「―――っあ……」


　全身を強こわ張ばらせてそれをどうにかやり過ごす。そんな藤也を見て将臣はうっそりと笑い、容よう赦しやなく指をそこにあてがって藤也を責め立てた。


「やぁ……。―――っ」


　身をよじって将臣の指から逃げようとするが、腰こしに回された左ひだり腕うでが邪魔をしている。


　―――……なっ。ん、だよ……、これっ……。


　無理矢理にもたらされる快感に、藤也の思考は拡散していく。初めての感覚にどうにか慣れてきたのか、藤也から熱い息が漏もれだし、わざとそこから外した指先に喉がのけぞるようになった。頃ころ合あいを見計らって増やされた指先が、くちゅりとしめった音ともに抜かれる。


「―――っは、ぅん」


　切なげに寄せられる眉まゆ根ねに、将臣は受け入れる体勢が整ったことを知ると、汁しるが滴したたる漲みなぎりをゆっくりと埋め込み始めた。


「くぅっ」


　指とは全く違う質量に、手の下にあったシーツを握にぎり込む。快楽に飛びかけた意識は、その痛みに凝ぎよう縮しゆくする。


　―――や、ぱり、痛い、し……っ。……でも、前より、かは……まし、かな……ぁ。


　二度目だからか、じっくりと慣らされたからか、藤也は肢し体たいを少し強張らせただけで、悲鳴を上げなくてすんだ。だが将臣はそのまま一気に進もうとはせずに、少しずつゆっくりと進ませていく。


　時間をかけて、根元まで含ふくませていくと、途中で藤也の蕾つぼみがひくつき、将臣の雄おすを取り込もうとするように幾いく度どか収縮する。その感触に将臣はうっすらと笑みを浮かべた。それは藤也が感じている証しよう拠こだからだ。藤也の表情を見ると微かに眉根を寄せていた。半開きの口からちらちらと覗のぞく桜色の舌が、将臣の目を惹ひきつける。


　すべてが収まったのがわかると、藤也は深く息を吐はきだし、呼吸を整える。だが、将臣のいたずらな指は内うち股またやふくらはぎを行きつ戻りつして、微び妙みような刺激しげきを与あたえ続けている。


「……ふぁ……」


　その微妙な愛あい撫ぶに、時折ひくりと身体が震ふるえる。だが、肝かん心じんの場所は動きそうにもない。


　―――なん……でっ。


　少し前に指で与えられた快楽を知っているそこに、触ふれているだけのモノがあるのだ。あの快楽が欲しいのに将臣は動こうともしない。


　―――だ、め……っ。


　快楽は欲しいがそれを口に出して強ね請だるのには、羞しゆう恥ち心しんが邪じや魔まをする。だが、大部分を占しめている熱に押されて、藤也はじれったげにわずかだが身体を揺らした。それを将臣は見み逃のがさなかった。


　脚で遊んでいた指を胸に這わせて、入れた時の倍以上の時間を掛けて将臣は己おのれの雄を抜いていく。


　―――ど……してっ。


　我を忘れるほどの快楽をもたらしてくれるはずのモノが消えていくのに耐たえられなくて、脚あしで将臣の腰を挟はさみ込み将臣の動きを止めようとした。藤也の手はベッドシーツを強く握り込んでいる。


「シーツを握るな。皺しわになる」


　ベッドに上がってから初めての言葉とともに、将臣は藤也の腕を己の肩かた口ぐちにまわさせる。藤也の指が長く伸ばされた髪かみごと、背中に立てられた。


「ふわぁ……っ」


　最初は藤也との摩ま擦さつをなくすかのようにゆっくりとした動きだったものが、徐々にピッチを上げていく。それにあわせて、スタッカートをきかせた藤也の声が響ひびく。


　一度目の時とは違う快楽の波が二人を呑み込んでいく。乱れる吐と息いきと身体をつたう汗あせが、快感の深さを物語っていた。交かわされる口接けは息が止まるかと思うほどに深い。


「もぅ、でる」


「あと少し、我が慢まんしろ」


　耳許で限界だ、と囁ささやくと、将臣はより一層動きを激しくする。背中に立てた藤也の指に力がこもった。早く、浅い呼吸が繰り返されている。そして、これで終わりだとばかりに、将臣が一ひと際きわ奥深い場所を抉えぐり取るように雄を突つき立てた。


「や、あ―――っ」


　甲かん高だかい藤也の嬌きよう声せいとともに、二人は果てた。


　背中にまわされていた藤也の腕が、力つきて将臣の髪ごと滑すべり落ちてくる。互たがいのべたつく肌の感触に、藤也は快楽の深さを知る。


　ずるりと将臣が雄を引き抜くと、藤也は眉まゆをしかめた。


　男とセックスをしたという現実に、くらくらと目め眩まいを起こしそうになった。半分くらい和姦という自己嫌けん悪おのタネもあるが、それでもまあいいかと思えるくらいの快楽があったことがより深い原因だ。


　―――気持ちよかったけど……っ。でもっ、オレはホモじゃないはずだっ。


『ホモじゃない』と断言できないのは、将臣の特別な位置にいることが嬉うれしいと思っているせいだ。だが今いま更さらどうこう言っても、セックスした事実は変わらないのだから、早々に考えるのを止めてしまう。気け怠だるい身体を起こして自分の身体の惨さん状じようを知ると、藤也は前髪を搔き上げて大きな溜ため息いきをもらした。


「シャワー、浴びる。バスルームは何ど処こ？」


「こっちだ」


　ベッドをきしませて下りた将臣の後を、藤也がゆっくりとついていった。将臣が脱だつ衣い所じよにタオルを用意している間に、さっさと藤也は一人で入って熱めのお湯を頭から浴びる。


　―――ふわあ。生き返るう。


　ばさりと髪についた滴しずくを振ふり払はらう。シャワーの湯は汗と一いつ緒しよに燻くすぶっている快楽の種も流し去った。ぼんやりとお湯を浴びていると、当たり前のように将臣も後から入ってきた。


「何だよ。狭せまくなるだろ。おまえは後にしろよ」


「かまわないだろう。どうせたいして時間もかからない。それに、一人で後始末できるのかっ？」


「―――後始末？」


「中から搔きだしておかないと、漏れてくるぞ？」


「―――……っ」


　不意に伸ばされた将臣の指が藤也の蕾に忍しのび込み、白い液体を搔きだし始めた。一度で取れるわけもなく幾度か繰り返されるが、ベッドの中とは違ちがい正気でいる分その行こう為いは妙みような屈くつ辱じよく感かんを藤也にもたらす。


「これで、大だい丈じよう夫ぶだろう」


　名な残ごり惜おしげに蕾をゆっくりと一ひと撫なでしてから将臣の指が離はなれる。


「なあ、もしかして、こないだもしたのか？」


「ベッドを汚よごされちゃかなわないからな」


　はぁとあきらめの溜め息をついて、全身を手早く洗うと藤也はバスルームから出た。冷蔵庫から勝手にビールを出して喉のどを潤うるおすと、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。ふとつなぎっぱなしだったらしいゲーム機に目が止まる。


　―――これが、きっかけといえば、きっかけかあ。


　自分が今この部屋にいるのは、最初の出会いがあったからだろう。それが不運の始まりだと言わないが、人間どこで道を誤るかわかったものではない。これからの教訓にしようと藤也は固く心に決めた。


　―――明日はオフだしなあ。電話は明日の夜でもいいかなあ。


　などと考えていそいそとゲーム機の電源を入れた。


　しばらくするとリビングのドアが開いたが、ゲームに熱中している藤也は気づかない。将臣も声を掛けずにビールを取り出すとソファーに腰を下ろして、一いつ生しよう懸けん命めいにコントローラーを握っている藤也を面おも白しろそうに眺ながめ始めた。


　そのゲームが一段落つくとまたベッドの中に引きずり込まれて、なし崩くずしに数戦交えたあと藤也がようやく寝ね付ついたのは明け方も近かった。




９







　ブラインドの隙すき間まからのぞく陽ひがじりじりと照りつけて、藤也の目をぽっかりと覚まさせた。背中から抱だき込まれるようにして寝ていたらしく、腰こしのあたりで将臣の腕うでが組まれている。素す肌はだの肩かたにかかる息とさらさらと触さわる髪がくすぐったくて、藤也はごそごそとその腕の中から抜ぬけ出してベッドに腰こし掛かけた。


　シーツの波間にいる男の寝顔は思ったよりも穏おだやかだった。あの射すくめられるような鋭するどい瞳ひとみが隠かくされているからだろうか。


　そんな男を見ながら藤也は溜め息をついた。


　―――女と別れてもらうための代だい償しようが、自分の身体からだとはなあ。高いのか安いのかわからないなあ。まあ、将臣の興味が冷めるまでの短い間のことだろうけどさ。


　その間はせいぜい将臣の『特別』という地位を楽しんでいることにしようと決めている。楽しむといっても、強気な態度にでられることと、こんな機会でもない限り乗ることのできなかっただろう車のナビシートに座ることぐらいだ。


「腹減ったなあ。―――なんか食うもんあるのかな」


　寝る前に脱ぬがされたバスローブを床ゆかから拾い上げて、ぴくりとも動く気配のない将臣を残したまま藤也はベッドルームを後にした。キッチンへ行って何か食べるものはないかと冷蔵庫を開ける。だが、中に入っている固形物は、チーズやサラミなど酒のつまみになりそうなものと、グレープフルーツだけだった。


「何もないとなると、余計腹が減るんだよなあ」


　少し考えた後、食べないよりかはましかとグレープフルーツを摑んで流しに立つ。妙にすっきりとしているキッチンが不思議だったが、がさがさとまな板とナイフを探し出して、ようやくそのことに気づいた。


　炊すい飯はんジャーがないのだ。


「……これは完全に自炊なんてしてないな、あいつは」


　藤也は脱力した身体を引きずりながら、キッチンカウンターに座り食べやすい大きさに切ったグレープフルーツを口に運ぶ。だが、そんなものでは全然足りない。


　今が何時なのかと時計を探すが見あたらなくて、わざわざビデオデッキのタイマーを見に行くことになった。


　ただいまの時間は九時四十五分で、風ふ呂ろに入って店に行けばちょうど昼時になるだろう。


「まずはあいつを起こすか。女と別れさすのはその後だな」


　使い終わった皿を簡単に洗って水切りに置いておくと寝しん室しつに行くが、やはり将臣は寝たままだ。ずかずかとベッドに近づいて腰掛けると無造作に広がっている髪かみを摑んだ。くいくいと強くならないように気をつけながら引っ張る。


「なあ、腹減った。飯食いに行こうよ。起きろってば」


　藤也の声に反応したのか、引っ張られた髪のせいなのか、将臣はぴくりと瞼まぶたを動かした。未いまだ夢ゆめ現うつつといった感じの瞳が藤也の顔に焦しよう点てんを定めると、わずかに目が見開かれる。だが、すぐにいつもの表情に戻もどると髪を搔き上げるようにして藤也の手の中から自分の髪を抜き取った。サイドテーブルにあった煙草たばこに手を伸のばして火をつける。


「そろそろ十時になるの。この家、食うもんか何もないから、風呂入って飯を食いに行こう！」


「何が食いたいんだ」


「何でもいいよ。とりあえず腹が膨ふくれれば。でもそうだな、………パスタがいいな」


　ペペロンチーノが食べたいとぽつりと付け加えて、『だめ？』というように首を傾かしげてみるが、将臣は何も言わない。ただ、青い瞳が少し色を濃こくしただけで、のそりと身体を動かして煙草を灰皿に押しつぶした。


「さっと、風呂に入るか」


「やった！　パスタだっ」


　勢いをつけてベッドから下りる藤也に、将臣はわずかに笑う。だが、気分が既すでに食べ物へと向かっている藤也は気づかなかった。


　どたどたとバスルームまで駆かけていき、羽織っていたバスローブをそこら辺に投げ捨てる。ふと奇き妙みような違い和わ感かんがいつもなら素通りするはずの鏡の前で、わき起こった。よくよく鏡を見るために視線を戻した。


「―――何だなんだっ、これはっ」


　首筋から鎖さ骨こつにかけてに四つ、左右の二の腕の内側に合計五つ、腰から下腹部にかけてはなんと八つの、一見して分かる情交の痕あとに藤也はくらりとした。おそるおそる太ふと股ももの内側も見てみるとそこにも数えるのが馬ば鹿からしくなるくらいの痕がついていた。


　いつつけられたのか記き憶おくにはない。ないが、昨夜であることは確かでつけた相手もわかっている。


「わざわざこんな痕をつけるんじゃねえっ」


　拳こぶしを握にぎって思わず怒ど鳴なってしまった藤也に、背後から冷めた声が掛かる。


「それなら、どんな馬鹿でも昨日の夜何をしたか覚えておけるだろうが」


　ぎりぎりと首を回して藤也が睨にらみ付けるように後ろを振ふり返った。何も身につけていない将臣の瞳が面白そうに細められているのが、藤也にもわかった。再び怒鳴りつけようとした藤也の言葉を封ふうじるように、将臣が藤也の顎あごを捉とらえる。思いもよらぬ行動に藤也は反応するのが遅おくれた。そのわずかな隙をついて将臣は藤也に軽く口くち唇びるを合わせた。


　怒いかりの矛ほこ先さきを驚きよう愕がくへとはぐらかされてしまい呆ぼう然ぜんとしている藤也をおいて、将臣はバスルームに入っていく。聞こえてきた水音に藤也ははっと我に返り慌あわててバスルームに入る。


「早くしろ。飯がどんどん遅おそくなるぞ」


　―――誰だれのせいだ、誰のっ。


　怒鳴りたくなる衝しよう動どうを抑おさえて、藤也はシャワーのノズルを腹いせに奪うばうと手早く身体を洗い始めた。











　渋しぶ谷やにあるという将臣の行きつけのパスタ屋まで、車で行く。たかだか一駅ほどの距きよ離りじゃないかと藤也が言うと、将臣は人がうざくて電車なんかに乗れるかと冷然と言い放った。


　東急の本店の傍にある駐ちゆう車しや場じように車を入れるとサングラスをかけた将臣のすぐ後ろを藤也がついていく。地下につながる階段を下りて、その店に入るとオリーブオイルのいい匂においがしてきた。


　ペペロンチーノはなかったが、かわりにナスと辛から口くちミートソースを頼み、ついでとばかりに大根とホタテのサラダにカルボナーラのピザまでつけてしまう。飲み物はソフトドリンクがフリーのセルフサービスで藤也は立て続けに二回おかわりをしてしまった。


　―――さあて、どうやって切り出そうかなあ。


　人ひと心ごこ地ちがついたところで、藤也は迷っていた。別れ話を切り出せば不ふ機き嫌げんになるのは目に見えているのだが、のらりくらりと遠回しに言っても本人に聞く気がなければいつまでたっても、話は進まないだろう。ぺろりと緊きん張ちようのためにわずかに乾かわいた口唇を舌で舐なめる。


　朝からの機嫌を見ていると、それなりに良いらしいのは時々こぼれる笑え顔がおでわかっていた。こっちの言葉さえ間ま違ちがわなければ今日中に始末をつけてくれるだろう。しばし躊躇ためらったのち、藤也は単刀直入に訊きいてしまった。


「で、この飯を食い終わったら、『さゆり』さんに別れ話をしてくれる？」


　藤也の不意の問いにそれまで穏やかだった瞳が冷たくなった。青く凪ないだ南国の海を連想させていたものが、突とつ如じよとして北の冷たく深海まで冷え切っていると思わせるものに変わった。


　藤也がびくりと身を竦すくませるほど、雰ふん囲い気きが冷たくなった。だが、将臣はその瞳が表す感情のままの声で言い放った。


「―――どんな女だったか思い出せない。携けい帯たいの番号もわかってるのか？　だったら、携帯のメモリから消せばそれで終わりだ。多分、一、二度会ったくらいだろう」


　記憶に残っていないのだから。


　言外にそう言い切る将臣に藤也は露ろ骨こつに顔をしかめた。


　―――自分には関係ないんだけどっ。でもっ。……腹が立つ……。


　自分にこの男の『交友関係』をどうこう言う権利はないのはわかっているが、二ふた股またをかけるとか三股をかけるとかそういう不誠実なことは好きではない。


　憮ぶ然ぜんとした表情を隠そうともしない藤也に、将臣も無言のまま煙草に火をつける。その様子をちらりと窺うかがい自分には関係ないことだと藤也はもう一度自分に言い聞かせる。


　―――でもなあ。携帯のメモリを消したくらいで恵美花さんが納なつ得とくするかなあ。


　手て振ぶり付きできゃーきゃー言い出す恵美花が簡単に想像できて藤也は溜ため息いきをついた。そんなことぐらいでは恵美花は納得しないだろう。


「そうじゃなくてさ、きちんと別れ話をして欲しいわけ。じゃないと、オレが恵美花さんに文句言われんの。それに、早いことこんなこと終わらせたいでしょ？」


「別れ話、ね。今までそんなことをしたこともない。割り切りのいい、大人の恋れん愛あいしかしてこなかったからな」


「大人の恋愛？」


「互たがいに干かん渉しようしない。気が向いたときに連れん絡らくする。その他大勢の一人に収まる。それらを納得しての『おつきあい』だ。もちろんセックス込みで、だ」


　こほっと口を付けていたアイスティーで噎むせ返りそうになり、藤也はどんどんと胸むな元もとを叩たたく。それを見て将臣が嫌いやそうに眉まゆを寄せる。どうにか口に含ふくんでいたものを吐はき出さないですみ、はーはーと息をつく藤也は顔を赤らめながら自分を窒ちつ息そくさせそうになった男を睨み付けた。


「そうゆうことをさらっというな、さらっとっ」


「どう言い換かえようが、事実は事実だろうに。恋こい人びとでもあるまいし、ただ身体からだが目当てならそれだけで十分だろう」


「―――恋人じゃない？」


「そんな面めん倒どうくさい者はいない。だいたい、一度や二度寝ねたからといって『恋人』面づらをして、さも、自分は俺の特別なんだという優ゆう越えつ感かんを滲にじみ出させる女は、それで終わりだ。携帯のメモリから消して、向こうから連絡が来たとしても無視する。そのうち、自分が捨てられたことに気づいて、連絡もしてこなくなる。そんな別れ方しかしてこなかったからな。別れ話などしたことはないな。まあ、おまえがどうしてもしろというのなら考えないでもないが」


　将臣が面おも白しろそうに口の端はしをあげるが、藤也はそれどころではなかった。顔からすっと血がひくのが自分でもわかった。将臣の言う『恋人』面とは、まさしく自分のことではないか。


　誰も乗せたことのない車―――。


　だが、それは恵美花や南田といった仕事関係の人間の言うことで、プライベートまでそうだとは限らない。


　他人の気配を残さない部屋―――。


　将臣の言うとおり、大人の恋愛をしている人たちなら将臣が嫌がると知っていて自分の跡あとを残すようなことはしないだろう。


『遠山さゆり』という女と別れるかわりに『つきあう』こと―――。


「何だ……。結局オレもその他大勢の一人と同じか……」


　藤也はぽつりともらす。自分が将臣の特別なのではないかと思っていたことは勘かん違ちがいで、それは将臣とつきあう女たちにとっては当たり前のことだったのだ。


「どうした？」


　不意にのばされた将臣の指先が、藤也の伸のびすぎた前まえ髪がみにかかる。ふと将臣の手首から匂うグリーン系のすんだコロンの香かおりに、藤也は一昨日おとといの夜にかいだ香りとは違うことに気づく。


　まっすぐに帰らなかった部屋で吐と息いきがかかるほど傍でかいだ香りは、息をするのも苦しくなりそうなほどに濃こいローズ系の香りだった。


　朝一いつ緒しよにシャワーを浴びてそれから身み支じ度たくをしたのだから、このグリーン系のコロンが将臣のものなのだろう。だとしたら、あの夜この男は移うつり香がが残るほど誰かの傍にいたことになる。


「何でもない。―――あ、ここに置いて下さい」


　将臣の手をやんわりと払はらいのけるのと、店員がサラダを持って近づくのとが同じくらいだった。藤也はサラダを取り分け始める。


　―――危あやうく、勘違いするところだったかな。こうして一緒に座っていられるのは、将臣の『特別』だからでじゃなくて……。『つきあっている』なら当たり前のことなんだ。


　ぎゅっと締しめつけられるような動どう悸きを表に出さないようにするのはかなり難しかった。


「好き嫌きらいはないんだろ？」


　将臣の分も適当に取り分けて、いただきますと呟つぶやく。


　―――腹が減っているから、こんな簡単なことに気づくのが遅おくれてしまうのだ。食べるべし、食べるべしっ。んでもって、気持ちを切り替かえるのだっ。


　親の敵かたきのようにがつがつとサラダを頰ほお張ばっている藤也に、将臣は軽く溜め息をつくが藤也はそれに気がつかなかった。


「あ、なあ。ここまで来たんだから、帰りに本屋に寄っていい？」


「―――別にいいが。時間がかかるのか？」


「んー、多分。何だったら、先に帰っててもいいよ」


「最初に行った喫きつ茶さ店てんで待っているから、そこに来い」


「いいの？　わかった」


　ピザが運ばれてくる頃ころには、もう、先さき程ほどの嫌な気分は藤也の内側から消えていた。


　別にこれといって共通点があるわけではない二人の会話は、一方的に藤也がしゃべり通していた。だがそれも思いつくままにしゃべっているだけで、意思を疎そ通つうさせようという意図が感じられない。


　話すことがなければ、黙だまってフォークを動かし腹を満たして、また思いついたことを話し出す。そんな、二人でいるのに一人でいるような気安さが藤也の中にできていた。


　もともと将臣の興味が冷めるまでの間のつきあいなのだ。始めから自分のしたいようにすればいい。それで向こうが呆れたとしても別れる時期が少し早まるだけだ。


　開き直った藤也は将臣に対して遠えん慮りよをしなかった。


「うー。腹はら一いつ杯ぱい。満足満足」


　からんとフォークを皿の上に置いて藤也は呟いた。将臣が気に入っているというだけはあって、味も良く値段も手て頃ごろだった。機き嫌げんよく食後のアイスティーを飲んでいると目の前の男が食後の一服をするため煙草たばこに手を伸ばそうとしていた。


　それに気づいた藤也は、将臣の指先を掠かすめるようにして煙草を奪うばい取った。将臣の瞳ひとみが何だというように眇すがめられる。


「別にさ、吸うなとは言わないよ。ただ食後の一杯の間だけはやめてくんない？　それ以外は幾いくら吸おうとかまわないから」


「……わかった」


　ほいと返された煙草をそのままに将臣は既すでに冷めてしまっているコーヒーに口を付けた。それを見て藤也は嬉うれしそうに笑うが、内心は複雑だ。


　あんなことを言えば、面白そうに口くち許もとを歪ゆがめたあと煙草に火をつけて藤也の顔めがけて煙けむりを吐くくらいのことをすると、半ば予想していただけにちょっとあっけない。だが、食べ終わった後すぐに煙草の匂においをかぎたくないのは確かだから、余計なことを言わないように口を閉じてしまう。


　支し払はらいの時に藤也は割り勘にしようと財さい布ふを出したのだが、将臣が押し切ってしまい、結局いつもの如ごとくおごられてしまった。


　―――おごられることに慣れたくないんだけどなあ。でも、散々おごられてたしなあ。


　内心のぼやきはともかく、藤也が礼を言うと、将臣の瞳が不機嫌そうに眇められた。


「―――飯代ぐらい出さずにどうする」


「あ、そ」


　低く吐き出された将臣の言葉に、幾らか押され気味だ。藤也は軽く溜め息をつくと、気を取り直して店の前で将臣と別れた。横断歩道を渡わたりながら、藤也はちらりと後ろを振ふり返る。


　頭一つ分以上高い上に、腰こしにまで届く髪は嫌でも目につく。不機嫌以外滅めつ多たに出さない顔は整いすぎて造り物めいた硬こう質しつ的な美び貌ぼうで、すれ違う何人もの女性が足を止めて見み惚とれていた。だが、将臣には路ろ傍ぼうの石にしか見えないのだろう。淡たん々たんと進める足を止めることなく、人ひと混ごみをぬけていく。


「まあ、気まぐれとはいえ、気にかけてもらってラッキー、てところなのかもねえ」


　その他大勢で収まっている女たちのことを思って、藤也は呟く。


　自分はそういうつきあい方はできないから、自分が相手をただ一人の特別とするから、相手からも、自分をただ一人の特別と思って欲しい。


「そんな無理な願いじゃないはずなんだけどねえ。どうしてこう、縁えんがないんだか」


　今までつきあった女たちは、大たい概がい他ほかに好きな人ができたと言って振り返りもせずに藤也の前から消えていった。


　少しばかり落ちかけた気分を、溜ため息いき一つで引き戻もどして本屋へと足を向けた。











「―――そう。さっき、そういうことで電話してもらった。これでいい？　まあ、これ以上、オレにはどうしようもないけどさ」


『……』


「そんなこと言われてもなあ」


　藤也が電話に向かって呆あきれたような溜め息をもらす。それを後しり目めに将臣はソファーでビールを飲んでいた。


　耳の奥に先程のヒステリックな女の涙なみだ声ごえが残っている。写真を見せてもらっても電話越ごしの声を聞いても、こんな女がいたのかくらいの関心しかない。だが、確かに携けい帯たいのメモリにも番号が残っていたから、どこかで会ったのだろう。


　そんな記き憶おくどころか印象にも残っていない女のために、脅きよう迫はく状じようをもらったのかと思うと馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくる。だが、その女がいたために藤也を捉とらえることができたのだとしたら、しばらくの間覚えていてもいいだろう。


「―――わかったよ。それでいいから。じゃあな」


　ピッと藤也が携帯を切って冷蔵庫から取り出したアイスティーを片手に、ソファーに座った。自分の手がぎりぎり届かないその位置に将臣はうっすらと笑えみをはく。それに気づかない藤也はいそいそとテーブルの上に置かれていた本屋の包みを広げはじめた。


　煙草に火をつけようとして将臣は、自分が待たされたのではなく、自分が待ったのだということに気づいた。


「捕つかまったのは、こちらだということか……」


　自分でぼそりと漏もらした言葉に将臣は愕がく然ぜんとした。


　気にはなっていた。また見つけたいと思った。離はなしたくないと思った。


「まいったな」


　横目で藤也の様子を窺うかがえば、買ってきたばかりの文庫に目を通していて、こちらを気にかけている様子は全くない。将臣から誘さそいかけなければ、このまま離れてしまうのではないかというほどに無関心だ。だが、いつまでもこちらから誘い続けるのもプライドが許さない。


　―――先に身体からだを手に入れようか。快楽を覚えさせれば、目の前から消えることはないだろう。


　うっそりと笑みをはいて、半ばソファーからずり落ちそうな格好で本を読んでいる藤也へ、身体ごと向き直ると、緩かん慢まんな動きで太ふと股ももに手を這はわせた。藤也を墜おとすという思おも惑わくに加えてもう一つ、耳の奥にこびりついている女の声を、藤也の喘あえぎ声に替えておきたかった。


　ぴくりと震ふるえた藤也の身体に、喉のどの奥でくつくつと笑いながら将臣は己おのれのためだけに躾しつけていく楽しみをそこに見いだしていた。
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「ん……」


　不自然なほどに深い微睡まどろみから藤也は覚かく醒せいする。身体を動かして寝ね返がえりを打とうとするが、腕うでが引っ張られて小さく身体がきしんだ。一いつ瞬しゆん眉まゆを寄せたがそれでもまだ完全に目覚めていない。ぼーっと額にかかる邪じや魔まな髪かみの毛を搔き上げようとして、その不自由さにようやく気づいた。


　起き上がることもできないので、どうにか首をひねり両手を拘こう束そくしているその存在を視界にきちんと留とどめて、呆ぼう然ぜんとしてしまった。手首に感じる冷たい金属の感かん触しよくは現実のモノだった。


「……噓うそだろぉ……」


　何度か腕を揺ゆらしてみるが、手て錠じようはきちんとベッドパイプの間をくぐっていて藤也の手首から離れなかった。しばらくその手錠を見ていたがそれではずれるわけもなく、今自分がいる部屋に目を向けてみた。


　ベッドの脇わきにある鏡付きのドレッサーの上にはマニキュアや口紅が綺き麗れいに並べて置かれていた。あとは背の高い観葉植物があるくらいで他に目を引きそうなものはない。ベランダに続く窓からは真っ青な空しか見えなくてマンションの上の方の階だということしかわからない。


　はあと藤也は溜め息をついて、どうしてこんなことになったのか自分の記憶をたどり始めた。


　恵美花に別れ話終しゆう了りようの電話をしたあと、またもや将臣に一晩中いいように扱あつかわれて気を失うように眠ねむりについた。目が覚めてシャワーを浴びた後、さすがに三日目になる服を着る気にはなれなくて、買ってやるという将臣を押しのけて着き替がえに帰ることにした。だが、マンションのエントランスを抜ぬけて歩き出したところを、すれ違ちがいざまにいきなり後ろから襲おそわれたのだ。後頭部を思いっきり殴なぐられて、痛みに目がくらんだ隙すきに多分クロロフォルムだと思われるモノを染み込ませたタオルを押しつけられた。そこで藤也の意識はブラックアウトした。


　そこまで思い出して、またもや溜め息をついた。自分に襲われる原因なんてモノはないと思う。


「何だってんだ、いったい……」


　もう一度手首を揺らしてみるが、簡単にはずれそうもない。今日もオフだから仕事には差し支つかえがないだろうが、数日後には卒業式が待っている。


「―――て、その前に生きて帰れんのか、オレは……」


　いまいち危機感のない自分のお腹なかが空腹を訴うつたえて鳴った。今は何時なんだと器用に腕時計を回して時間を確認すると、既すでに十二時を回っている。将臣の部屋を出たときは十時を少し過ぎたくらいだったはずだ。


「道理で腹が減ってるはずだ。……飯、食わしてくれんのかなあ」


　ぽつりと漏らした声が聞こえたわけではないだろうがノブの回る音がして女が入ってきた。腰こしまで届く黒い髪が印象的で見覚えがあるような気もしたが、藤也は思い出せなくて微かすかに眉まゆ根ねを寄せる。険を帯びた女の顔を戸と惑まどいながらもよく見た。ベッドの脇にまで歩いてきた女が藤也を見下ろしながらくすりと笑った。


「あなた、目め障ざわりなの。彼に余計なことを吹ふき込んだのでしょう？　少し痛い目を見れば、彼の傍から離れるかしら……？」


　奥おく二ぶた重えの、どこかしらのめり込みすぎた者が見せる狂きよう気きを帯びた目でぎらぎらと藤也を睨ねめ付けている。


「……あ、『遠山さゆり』だ……」


　多分盗ぬすみ撮どりだろうと思われる数葉の写真の被ひ写しや体たいが彼女だった。すぐにわからなかったのは、写真から受けた印象と実際目にしている彼女との印象が全くといっていいほど違っているからだ。


　写真の中の彼女は、自信にあふれた女王様然とした笑みを浮うかべていた。それなのに今の彼女には、追い詰つめられた者独特の神経質な雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


「―――っ！」


　藤也が自分の名前を口にしたことが彼女の神経を逆さか撫なでした。容よう赦しやのない平手が藤也の頰ほおを打った。


「わたしがあの人に相応ふさわしいのよっ!?　なのにあなたが後からしゃしゃり出てきてわたしのことを悪く言ったんでしょうっ。わたしは何でも知っているのよ。わたしはね、あの人が今まで遊びで抱だいてきた女たちとは違うの。あの人の横に立つだけのものがわたしにはあるのよ。―――あなたは、それが気に食わなくてあの人にあらぬ事でも吹き込んだのでしょう？」


　さゆりは身を屈かがめて藤也を上から覗のぞき込んだ。藤也が手錠につながれていることに満足しているのか、少し強こわ張ばっていた頰のあたりが小さく弛ゆるむ。


「どうやって、取り入ったのかしら……？　あの人のマンションに初めて入るのはわたしのはずだったのに……。でも、そうね。あなた男だし、この場合数えなくても」


　一人でぶつぶつと呟つぶやいていたさゆりの口が不自然に止まった。さゆりは藤也のシャツに手をかけると、力ちから一いつ杯ぱい左右に引き裂さいた。自分で広げた藤也の胸を見つめて動きを止める。呆然とした表情だったのが、次し第だいに奥歯を嚙かみしめるような怒いかりの表情に変わっていった。


「そう、そういうこと。だったら、いいわ。二度とあの人の前に出られない身体にしてしまえばいいだけのことだもの」


「―――？」


　さゆりの急な展開についていけず藤也は訝いぶかしげに眉を寄せる。そんな藤也の様子を気にするでもなくさゆりはシャツを手放すと戸口の方へ向き直り、苛いら立だつ気分そのままの口調で自分の言うことは何でもきく男を呼びつけた。


「智さとし、来なさい。智っ」


　そんなに待たずに、入ってきた男は、今時珍めずらしい黒くろ縁ぶちの眼め鏡がねを掛けていて、おどおどと人の顔色を窺うかがうような小心者の目をしていた。


　この男は写真で見たとおりの印象のままだったので、藤也はすぐに彼が脅きよう迫はく状じようを書いた男だとわかった。だが、その気弱そうな歩き方をどこかで見た覚えがある。


　―――あ……。こいつ、猫ねこの首の時に道ですれ違った奴やつだ……っ。


　あの道で人とすれ違うことが珍しくて、覚えていたようなものだ。顔はそんなにはっきりと覚えていなかった。ただ、黒縁の眼鏡とその歩き方が印象に残っていたのだ。恵美花のところで写真を見ただけでは思い出せなかったらしい。


「ねえ、智。あなた、わたしのためならどんなことでもするって言ったわよね。そして、その通りに、してくれたわ。ねえ、またお願いしてもいいかしら？」


　少し小首を傾かしげて婉えん然ぜんと笑いかけてくるさゆりに、智は真っ赤になりながら激しく首を縦に振ふる。それを見て、ありがとうととろけるような笑えみで言われると、智はますます息をするのも忘れたかのような勢いでぶんぶんと首を振った。


「とても簡単なことなの。これとセックスしてくれる？　大事に抱けなんて言わないし、傷を付けるなとも言わないわ。気持ちよくなんかしてやる必要もないし。ただ、男に抱かれたっていう事実があればいいのよ。ああ、そうね。確かデジカメがあったはずだわ。記録に残しておくっていうのも面おも白しろいわよね？」


　くすくすと笑いながらそう言うさゆりに、藤也は顔を引きつらせる。雰囲気からしてどうも冗じよう談だんではなく本気らしいとわかるからだ。


　―――噓だろーっ!?　そんなの将臣相手だけで十分だっつーのっ。


　十八年間生きてきて、男の自分が貞てい操そうの危機に迫せまられるだなんて想像もしていなかった。それがこの間からどうも雲行きが怪あやしくて仕方ない。


　初めての衝しよう撃げきは、酒を飲み過ぎてしまい抵てい抗こうらしい抵抗もままならない状じよう況きようで、半分以上は強ごう姦かんだった。


　二回目以降は取引の結果で、これまた自分の意志が入っていないに近い状態だ。まあ、それなりに気持ちがよかったのは、認めたくもないが、事実なので受け入れるしか道がないと思う。


　だがそれでも、欲望のままに押し倒たおしたのも彼だし、こんなところにつながれてしまったのももとはといえば彼のせいだ。そして今また彼のせいで男に犯やられようとしている。今いま更さらながらに、全部将臣が悪いのではないか、と思い当たってしまった。


　―――全部あいつが悪いんじゃねーかよーっ。ぼけっ。かすっ。変態っ。


　思いつく限りの悪態をついて、はあと藤也は溜ため息いきをついた。さゆりはデジカメを取りに行った智が早く戻もどってこないかと戸口を窺っていた。そこへあまり大きくもない軽快な電子音が突とつ如じよとして鳴り響ひびいたので、二人ともびくりと身体からだを震ふるわせた。音の発信源は藤也のズボンのポケットからで、びっくりした表情のままさゆりはポケットを見ていたが、一向に鳴り止やまない携けい帯たい電でん話わにとうとう不快感を顕あらわにした。


「うるさいわね。どうにかしてよ」


「―――この状態でどうしろって？」


　理り不ふ尽じんなさゆりの言い分に、藤也は呆あきれながら手て錠じようにつながれた腕うでを軽く持ち上げた。そうだったわねえと呟くとさゆりは無造作に手を伸のばして、藤也のポケットから携帯電話を取り出した。ふと、軽い悪戯いたずら心ごころを刺し激げきされ、相手が誰だれかも確かめもせずに通話ボタンを押した。


『何をしてる。いつまで待たせる気だ？』


　間かん髪はつ入れずに漏もれる声は不ふ機き嫌げんそうだがそれでもこちらを魅み惑わくするのには十分事足りるほどに深い。彼女が望むただひとりの男に間ま違ちがいない。今手に持っている携帯電話にかかってきたものだということも忘れて、さゆりは相そう好ごうを崩くずしてしまう。


『おい？　どうした、何かあったのか？』


　返事がないことを変に思ったのか、わずかに気を遣つかう素そ振ぶりで将臣が訊きいてきた。今まで、といっても会ったのは二回だけ―――しかも最初の一回は自分の携帯の番号を渡わたしただけ―――なのだがその時はこちらの様子など気にも留めていなかった。まあ、彼女も『彼に連れられている』というだけで受ける羨せん望ぼうの眼まな差ざしに、優ゆう越えつ感かんに浸ひたり彼の様子などかまっていなかったからおあいこかもしれない。なのに今はこちらを気にかけている。


　だが、彼も自分を認めたんだわと天にまで舞まい上がった彼女の機嫌は、一いつ瞬しゆんにして地面に叩たたきつけられた。


「助けてくれっ」


　がしゃがしゃと手錠を鳴らしながら、藤也が力の限り叫さけんだ。その声で今自分が手にしている携帯電話が誰のものなのかをさゆりは思い出した。先程自分にかけられたと思った将臣の言葉は、本当は藤也にかけられたものだ。


　怒りにまかせて、さゆりは携帯を切る。電話の向こうで将臣が何かを言いかけていたが、藤也への怒りに目を眩くらまされたさゆりには聞こえていなかった。


「智っ、デジカメはまだ見つからないのっ!?　見つからないのならもういいわよっ。さっさとこっちに来なさいっ」


　ぎらぎらと光るさゆりの目には殺気さえ宿っているようで、藤也は自分でも知らないうちに身を竦すくませる。さゆりは苛いら々いらする気分を少しでもどうにかしようと手に持っていた携帯を床ゆかに投げつけた。


「あの……。どうかしたの」


　躊躇ためらいがちに戸口からかけられた声に、さゆりはきっと睨にらみ付けた。智は遠目から見てもわかるほど身体からだを引きつらせている。


「何をしてるのよ。わたしが呼んだらすぐに来なさいよ。ああ、もう、デジカメはいいわ。それよりも、早く、これをどうにかして。わたしの目の前で、遊んでよ。―――二度とあの人の前に立とうだなんて考えられないようにしてあげるわ」


　くすくすと笑いながらさゆりが藤也を覗のぞき込む。智は戸口のところでどうしたらさゆりが考えを変えてくれるのかわからずに、ただおろおろとしているだけだ。だが、不意にとてもいい口実が智の頭の中をよぎっていった。


「ねえ、あの、僕、お腹なかが空すいてて、先にご飯食べてからでもいいかなって思ってるんだけど。さ、さゆりさんは、お腹空いてない？　あの、すぐに頼たのむから、そうしたら来るまでの間にデジカメも探しておくよ。ねえ、良い考えだと思わない？」


　いつもからはとうてい考えられない早口で、智は一気に言い募つのった。最初は不機嫌そうに眉まゆをしかめていたさゆりだが、少しの間迷ってから智の言葉に頷うなずいた。


「そうね。別に、時間はたっぷりあるし……。いいわ。でも、あなたは駄だ目めよ？　そのままお腹を空かせてなさいな。ああ、そうね、目の前で食べるっていうのもいいわね」


　なかなかに楽しいことを思いついたとさゆりはご機嫌でその部屋を後にした。ほっとした様子の智がその場に残った。


「えーと、ごめんね。まさか、ほんとに、こんなことになるなんて思わなくて」


　おどおどとした目で智が藤也を見た。そのあまりにも気弱そうな様子に、藤也は溜め息をつく。


　―――これは、嫌いやがらせがせいぜいだよなあ。拉ら致ちだなんてこと考えたのはあの女だなあ。


　何の反応も返さない藤也にどうしたらいいのかわからず智は困ったように見ているだけだ。仕方なく藤也は妥だ協きよう案あんを出す。


「あのさあ、全部とは言わないけど、あの女が原因みたいだし？　あんたが脅迫状を出すのを止めて、嫌がらせのことを謝ってくれるっていうんなら今回のことチャラにしてもいいけど」


「ほんとうにっ？」


「ただし、何か食わしてくれ。腹減ってんのよ、オレはっ」


「あ、うん。わかった。何か、食べられるもの持ってくるよ。それから、襲おそわせたことも、小包のことも、靴くつのこともごめんなさい」


　よっぽど藤也の妥協案が嬉うれしかったのか、智が顔を輝かがやかせる。だが、藤也は智の言葉に疑問を持った。


「なに？　襲わせる、とか、靴って？」


「え、あ。……人を雇やとって、それで……。……ちょっと困ればいいかなって思って……」


　藤也は啞あ然ぜんと智を見返す。どうやら最初に将臣と会うきっかけとなった喧けん嘩かと、ショーの前日に靴がなくなったことも、智が関係していたらしい。びくびくとした様子に藤也の口から盛大な溜め息がこぼれた。


「もう、いいです。何か、ご飯持ってきて……」


「あ、うん。わかった……」


　振ふり返りつつ智が出ていくと、後に残された藤也は貞操の危機よりも今切実に空いているお腹の方を気にしていた。


「うえー。お腹が空いてるのにぃ。ここから出たら、絶対に将臣の部屋の冷蔵庫に食べるもの詰つめ込んでやる」


　腹の足しになるものが一つもないあの部屋自体が悪いのだとぶつぶつと藤也は文句を言い始めた。だが、しばらくするとお腹が減ったあ、とこぼしてしまう。それからまた罵ば詈り雑ぞう言ごんで気を紛まぎらわしていたとき、玄げん関かんのインターホンが乱暴に苛いら立だちまぎれに鳴らされるのを聞いた。


「あうー、多分言ってた店屋物だろうなあ。いいよなあ」


　藤也はぐるぐると唸うなりながら扉とびらの方を見る。この部屋の向こうがどうなっているのかはわからないが、玄関の傍ということはないだろう。ここまで匂においだけでもくることはない。こんな状態で匂いをかいでしまうと、それこそ余計にお腹が減ってしまうのは目に見えている。


「くそー。将臣のバカヤロウ……」


　呟つぶやく声にも力が入らなくなりつつある。ばたばたと荒あらい足音が扉の向こうから聞こえてきて、壁かべに打ち付けるかのような勢いで扉が開かれた。


　呆あつ気けにとられてそちらを見ると、きつい目をした将臣が立っていた。傍はた目めにもわかるほど肩かたで息をしていて、真一文字に結ばれた口くち唇びるからは不機嫌な様子がまざまざと見てとれた。


　まさか考えていた人物が現れるとは思ってもいなかった藤也は間の抜ぬけた言葉を掛けた。


「……よう」


　それが気にくわなかったのかぴくりと器用に片方の眉まゆだけを上げると、将臣は足音もなく藤也が囚とらわれているベッドに近寄った。その後から、さゆりと智が部屋に入ってくると、ベッドの脇わきで立ち止まった将臣の前にさゆりが回り込むように駆かけ寄ってきた。


「どういうことなのっ。そいつが悪いんでしょっ!?　そいつがわたしのことを悪く言ったんでしょ。それは間違いよ。そいつが、あなたに気に入られたくて、あることないこと吹ふき込んだのよっ。ねえ、ちゃんとわたしを見て。あなたに相応ふさわしいのは、このわたしよ」


　冷たく見下ろしてくる将臣の瞳ひとみに、気き後おくれすることなくさゆりはそうまくし立てる。だが、将臣は口の端はしを嘲あざけるように軽く持ち上げるだけだ。そして、目の前にいるさゆりを無視して後ろを振り向いて智に手を差し出す。


「鍵かぎを出せ」


「は、はい……」


　かたかたと微かすかに震えながら、智は壁かべ際ぎわの鏡台に近寄るとその一番上の引き出しから小さな鍵を取り出した。


「何をしているのよっ。誰がその鍵を渡していいって言ったの!?」


　さゆりのきつい物言いに、びくりと肩を震ふるわせたが智は黙だまって将臣に鍵を渡した。その鍵で藤也の手て錠じようをはずしながらさゆりの方を横目で見やる。その蒼あおい瞳が意地悪く光をはじいた。


「何を勘かん違ちがいしているのか知らないが、俺はおまえの名前なんか覚えていない。電話でも言ったとおり、声を聞いても顔すら浮うかんでこなかった。そんな程度の女は、おまえじゃなくても掃はいて棄すてるほどいるんだ。代わりが利きく女の戯たわ言ごとにつきあうほど、暇ひまじゃない」


　それは言い過ぎだと手錠ですれて赤くなった手首を撫なでながら藤也が非難がましい目つきで見ているのも気にせず将臣は言い募った。さゆりは言葉もなく肩を震わせている。


「これ以上、自分を惨みじめにしたくなかったらまとわりつくのを止やめるんだな。そこの男にもよく言って聞かせておくといい」


　うっすらとはく笑えみにさえ凄せい絶ぜつなすごみがある。何も言えなくなった二人をその場に、将臣は藤也を引きずるようにして、その部屋を出ようとした。


「待ってっ。いいわ、こうなったら週刊誌にでも、あなたがその男とセックスをしたことをばらすわ。いいゴシップよねえ。どうなるかしら」


「ふ……ん。できるならするがいい。……おまえ、芹沢という名を知っているか？」


「……芹沢……？　政治家にいなかったかしら……？」


　突とつ然ぜんの将臣の質問に、さゆりは訝いぶかしげながらも応こたえる。それを聞いて、くつくつ将臣が笑い出した。


「それだ。―――ちょっとしたコネがあって、な。おまえの親は社会的立場をなくすことになるぞ……？　それにおまえは、監かん禁きんと誘ゆう拐かいと……、完全に犯罪だな。大層なものと引き替かえにできるんだな」


　あからさまな取引の申し立てにさゆりはぎりぎりと歯は嚙がみする。自分の体面と引き替えにするほどの捨て身をとるつもりは始めからない。それに加えて芹沢の力をちらつかせられては、結果は見えている。


　くすくすと面おも白しろそうに笑いながら、将臣は有無を言わせずに藤也を引っ張っていった。


「そ、そういえば、芹沢家の三男は実家を嫌きらって家出してるって噂うわさを聞いたこと、あ、あるんだけど……」


　屈くつ辱じよくに震えているさゆりに、そう智が言う。だが、さゆりの耳には入っていない。


「さ、さゆりさん……？」


　どう扱あつかって良いのかわからないさゆりを、わたわたと智が遠巻きにしていた。











　ばたん、と閉められた車のドアの振しん動どうと、いつもの彼らしくないハンドル捌さばきで、どうやら将臣は機き嫌げんが悪いらしいということが、藤也にわかった。その原因となると、先程の誘拐というか、監禁というか、ようするにさゆりにつれられていったことしかない、と思われる。


　―――だけどなあ、それをオレのせいにされてもなあ。だいたい元の原因は自分だっつーの。


　将臣の女おんな癖ぐせの悪さがそもそもの原因で、自分は巻き込まれたとしか言いようがないのだ。はあと盛大な溜ため息いきをついて藤也は、無表情にハンドルを握にぎり車を走らせている男に言葉を掛ける。


「なあ、オレ、腹減ってるからさ。まずは飯にしようよ。なあ、聞いてる？」


　必死に言葉をかける藤也を、ちらりとも見ないで将臣はただ淡たん々たんと車を走らせていく。


　何度呼びかけても全く返事をしない男に、藤也はまたもや溜め息をつくと、減りすぎて痛くなってきた胃を押さえつつ、車が止まるまで静かにしていることにした。ようやく車のエンジンが切られたのは、将臣のマンションの地下駐ちゆう車しや場じようでのことだった。


　―――これでまた飯が遅おそくなるのかあ。ここのとこ、まともに帰ってないよなあ、オレ……。


　本日何度目になるのかもわからない溜め息を、藤也は口の中に押し込めた。エレベーターが上じよう昇しようする時の浮ふ遊ゆう感かんさえも気持ち悪いほどお腹なかが空すきすぎていて、まずはピザでも頼たのもうとさっさとリビングに向かった藤也の腕うでを、将臣が摑つかんだ。


「何……？」


　振ふり向きざまに訊きいた藤也は、半ば引きずられるようにして寝しん室しつへつれていかれるとベッドの上に放ほうり投げられた。藤也が体勢を立て直すよりも早く将臣が上にのしかかかる。細められた青い瞳が、藤也の動きを封ふうじる。


「心臓が、止まるかと思った……」


　ぽつりと漏らされた囁ささやきは、藤也の耳に消えるより先に口唇に送り込まれた。


「ん……っ」


　頰ほおの内側を柔やわらかく刺し激げきされ歯列が緩ゆるんだ隙に舌をからめとられた。上うわ顎あごを舌で撫でられるとぴくりと肩が震える。身体を起こそうと両脇についていたはずの手は、無意識のうちにシーツを握りしめている。


　―――……っ。くる、し……っ


　小さく角度を変えるだけでなかなか終わらない口くち接づけに、酸欠で目め眩まいを起こしそうになる。息が止まるかと思うほど深い口接けに、藤也は自分の上にある背中を叩たたいて、将臣をどかそうとするが離はなれていかない。


　ぴちゃりと湿しめった音がしてようやく口唇が放されたが、藤也はくたりとしていて腕にも力が入らない状態だった。


「あんなに焦あせったのは初めてだ。だから、どれだけおまえに執しゆう着ちやくしているのかが、わかった」


　欲望に掠かすれた低い声が、藤也の朦もう朧ろうとした意識の中に染み込んでいく。茫ぼう洋ようとした思考ではきちんと言葉がつながらないがそれでもどうにか自分の感じた疑問を口にした。


「……遊び、じゃないのか……？　興味がなくなれば、それで終わりだろ……？　香こう水すいの匂においがしたし……。お台場を女連れで歩いてたって……」


「何を言ってる？　遊びでつきあってるやつの心配をするほど俺はお人ひと好よしじゃない」


「だって……、その他大勢と同じだろ？　一、二度寝ねただけで、特別な顔するなって。あれは、そういうことだろう……？」


　微かに将臣の瞳が見開かれたのは気のせいだろうか。


　藤也がそんなことを考えていると、口くち唇びるの端を微かに持ち上げて自じ嘲ちようするかのように将臣がくつくつ笑い出した。


「そんな風に考えていたのか。誰彼かまわずに車に乗せて、このベッドへ上げると……。自分のプライベートエリアに女を入り込ませるほど、俺は人はよくない。言葉の意味通り、車に乗せたのも、ここへ入れたのも、おまえが初めてなんだよ、藤也」


「―――噓うそだ……」


　震える言葉が、藤也の内心の驚おどろきの深さを表している。将臣は小さく笑い、また藤也に口接ける。


「これから、いやというほどわからせてやるさ」


「―――ぁっ」


　軽く重ねられただけの口唇が、ゆっくりとずれていき喉のど元もとを滑すべっていく。慣れてしまったその感かん触しよく。その先に生まれる快感を既すでに身体からだに刻まれている身としては、抗あらがうことができない。


　シャツの隙すき間まからのぞくわずかな胸むな元もとを、丹たん念ねんに舐なめられて思わず身をよじる。その拍ひよう子しに重ねられた下か肢しの漲みなぎりが擦こすれ合ったのがわかった。


「っくぅ……」


　半ば勃たち上がりかけたものがその刺激で一段と硬かたくなる。容た易やすく快感に流されまいと口唇を嚙かみしめる藤也に将臣はうっそりと笑みをはく。


　最後には嬌きよう声せいを上げてしまうのに、そのぎりぎりまで自分の中の快楽に流されないようにと藤也は我が慢まんする。だが、それは将臣にとっては面白いものでしかなく、その姿態が余計に自分を煽あおっていると、藤也は考えつかないのだろう。


「欲望を満たすだけならここには連れ込まない。わかるか？　ここは俺が休むための場所だ」


　つないでいた手を将臣は静かに放した。藤也はわずかに眉まゆ根ねを寄せて、その微かすかな動きにも声を上げてしまいそうな自分の感覚をやり過ごす。


　将臣の指先は器用に動いて藤也のシャツのボタンをはずしていった。


「そこにおまえがいる意味を考えろ……」


　はだけられた胸をまさぐる指先の感触だけが藤也の脳のう裏りに残った―――。











「ん……」


　こつんと顔に何かが当たる感触で将臣は目を覚ました。ブラインドの隙間からは柔らかな月光が漏もれている。額に掛かかる伸のばした髪かみを搔かき上げて腕の中に眠ねむる藤也を見た。


「……こんなに執着するとはな……」


　快楽をむさぼるための行こう為いの後、女と朝を迎むかえたことはない。起き出した後、我が物顔で自分の世話を焼かれるのが鬱うつ陶とうしかったからだ。欲しいのは快楽で、温ぬくもりではない。それが、藤也には最初から許してしまった。


　―――初めから捕つかまっていた、ということか……？


　そして、誰にも渡わたしはしないと思い始めている。藤也が捕まっているとわかったときのあの衝しよう撃げきは言い表せない。


　すぐに恵美花に連れん絡らくを取りさゆりの住所を聞くと、すっ飛んでいった。手て錠じようでつながれているのを見て激げつ昂こうした。


　あれは自分のモノなのに、と―――。


　芹沢の、父親の権力ちからを使ってでも、二度と手出しができないようにしてみせると思った。その父親から干かん渉しようされたくなくて、今の仕事に就ついているというのにもかかわらず、だ。


「……こいつに、その自覚があるかどうか、だな……」


　これほどまで自分を捉とらえているという自覚のない藤也は無む邪じや気きな寝ね息いきを立てている。


　勝ち気な鳶とび色いろの瞳ひとみが閉じられていると、伸びすぎた髪と相まって少女のように見える。だが、起きているときの藤也は動きの一つ一つに目を惹ひきよせられる。ちょっとした仕草や表情に、はっとさせられる。本人に人目を惹いているという自覚がないのが、頭が痛い。


　　一番欲しいものを手に入れたのだから、女を相手にすることはなくなるだろう。藤也が気にしていた香水の持ち主とも別れるが、お台場で連れていた女というのは心当たりが無い。ふとこの間のインタビューの仕事のことを思い出した。お台場で連れていた女は、藤也かもしれない。遠目からはそう見えてもおかしくはない服を着ていたはずだ。


　将臣は面おも白しろそうに目を細めた。藤也が傍そばにいればいろんな意味で退たい屈くつしないですみそうだ。


　結局あの後、空腹過ぎて外に出るのも嫌いやだと言い募つのった藤也のためにデリバリーのピザとチキンを頼み、満腹になってご満まん悦えつになった藤也をまた気が済むまで抱だいた。いくら抱いても飽あき足りないほどの快楽を初めて知った気がする。


　今まで抱いたどの藤也よりも快楽に従順だった姿態は将臣を深みへと嵌はまらせた。


「絶対に、逃のがすつもりはないからな……」


　鼻先をくすぐる藤也の髪の感触に将臣はくすりと笑う。それは今までにないほど優やさしい微ほほ笑えみだった。
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「いやーん、もうっ、トーヤくんてば優ゆう秀しゆうっ」


　社長室のドアを開けたとたん、恵美花がそう叫さけんで藤也に抱きついてきた。その勢いに押されて藤也が扉とびらを鳴らす。


「……恵美花さん、元気よすぎるよ」


「だってえ、まさか大おお本もとまで解決してくるとは思わなかったんだもん」


　藤也の首に手を回したまま、恵美花はつんと横を向いてすねてしまう。呆あきれたような顔をした藤也だが恵美花に抱きつかれたままだ。


　その藤也の肩かたを将臣は思いっきり後ろへと引いた。突とつ然ぜんバランスを崩くずされた藤也は、その勢いにつられた恵美花ごと将臣に寄りかかるようにしてどうにか体勢を整える。


「―――サンキュ」


「あら、将臣もいたの？　おつかれさま」


　婉えん然ぜんと微笑む恵美花に将臣はあからさまに眉まゆをひそめる。それを見た恵美花は訝いぶかしげに藤也に耳打ちをした。


「どうしたの？　機き嫌げんが悪いみたいだけど……」


「オレにもわかんないよ。それよか、とりあえず腕うでを放してくんない？　首が苦しいんですけど……」


「あ、ごめーん」


　いそいそと恵美花は腕を放すと、ソファーに藤也たちを座らせた。


「さて、と。ショウ、あなたにも不自由な思いをさせて、ごめんなさいね。これで終わりだと思うから、またいつもどおりにお願いするわ。それから、まだこの件を引きずるようだったら、すぐに連絡をちょうだい」


「わかった」


　ポケットから取り出した煙草たばこに火をつけながら将臣が短く答える。そんな態度には慣れているのか、恵美花は気にした様子もなく今度は藤也に向き直った。


「ご苦労さまね、トーヤくん。ほんとならば、こちらで対処しなければならないことだったのに。あなたにまで迷めい惑わくをかけたみたいで」


「別にいいですけどね。卒業式にはぎりぎり間に合うし、約束通り、バイト代に色をつけてくれれば」


「はいはい、つけてあるわよ。また、何かあったらお願いできる？」


　ちょっとばかりの上うわ目め遣づかいとおねだりするように傾かしげられた小こ首くびに、おののきながらも藤也は首を横に振ふった。


「だめ。大学に入ったら、常時安定した収入があるバイトを探すつもりでいるから」


「あら、それなら、ここで雇やとうわよ。それでいいじゃない」


「ちがーう。講義の合間に入れて、それでもってきちんと収入があるやつってこと。恵美花さんとこは、時間拘こう束そくが激しいから、講義に出られなくなるだろ」


　学生は勉強が一番なのと今時には珍めずらしいくらい真ま面じ目めな言葉を出して、藤也は恵美花の誘さそいを断った。


「今までやってた、コンビニのバイトじゃだめなの？　それで、大きな休みの時はここで働くってやつ」


「うーん、ちょっとね。だから、恵美花さんも今度からオレをあてにしないようにしてね」


「えーっ、困る。それってば絶対に困るよう」


「知らない。じゃあ、これでオレは帰るよ。もう、こいつのスケジュールをオレが聞いておく必要もないんだろ？　バイト料はどこ？」


「ここにあるけど。でも、さあ」


「だめ。もうしないから、困っても電話をしてこないように」


　はやく、と藤也に出された手にせっつかれて、恵美花は渋しぶ々しぶとバイト料の入った封ふう筒とうをテーブルの上に置いた。ほんとにだめなのーと口をとがらせている恵美花を後しり目めに、藤也はバイバイと軽やかに手を振りながら社長室を後にした。


「まったくもう、トーヤくんの意地悪」


　とんとソファーの背もたれに背を預けた恵美花に、将臣は最後の一息を吸い込んだ煙草を灰皿に押しつけながら微かすかに引っかかっていたことを訊きいた。


「……あなたと藤也は、どういう関係なんですか」


「私とトーヤくん？―――内ない緒しよ。後でトーヤくんに訊いてごらんなさいな。教えてくれるかもしれないわよ」


　ふふふと恵美花が笑いながら言うと、将臣の眉まゆ根ねがわずかに寄せられる。それを見た恵美花が内心にんまりと顔を崩して、素知らぬ顔で話を進めていく。


「これから先のスケジュールは、南田に言ってあるから、彼から聞いてくれるかしら。今のところ、大きなものはないから、細かい仕事ばかりになってしまうけれど。今回のことが片づいたから、進められるのよ。ほかに何かあるかしら？」


「―――ない。失礼する」


　憮ぶ然ぜんとした表情をあからさまに出しながら、将臣は部屋を出ていった。扉がきちんと閉められるのを確かく認にんしてから恵美花はけたけたと笑い出した。


「いやーん、あれ、何？　無関心の塊かたまりのように、他人のことなんか気にかけたことのない人だったのにぃ。トーヤくんてば、すごい気に入られようだわあ」


　これは絶対にトーヤくんを雇わなければっ、と恵美花が握にぎった拳こぶしに力を入れた。











　鼻歌交じりに藤也はエレベーターに乗り込む。ようやっと面めん倒どうくさいことが終わったのだ。伸のびをするとポケットの中でかたりとカードキーの鳴る音がした。手て探さぐりでそれに触さわる。朝マンションから出るときに、いつでもゲームをしに来ればいいと言われて将臣からもらったものだ。


　自然と顔がにやけてくる。将臣の『特別』になれたというのはちょっと嬉うれしいのだ。その他大勢の一人としてではなくきちんと藤也として認めてもらえて、自分からも会いにいってもいいという約束をもらったのだ。


「将臣が飽きるまでって、思ってたのになあ」


　ビルのエントランスを抜ぬけて外に出る。久しぶりに今日はゆっくりとできそうだ。


　―――家に戻もどったら、まず掃そう除じして、読みかけの本でも読もうかなあ。あ……、将臣んとこ行ってゲームするんでもいいかなあ。うー、でも戻ってきたら、またセックスされそう……。


　そこまで考えて、藤也は顔を真っ赤にして、頭をぶんぶんと音が出るほど振った。


　―――……っ。違ちがうぞっ。断じてセックスが気持ちよかったからなんてことはないんだからなっ。第一、あれは恋こい人びと同士がやるもんであってっ、オレたちはそんな関係じゃないしっ。ちょっと、将臣は気になるけどっ、そういう意味じゃないしっ。


　はあと盛大な溜ため息いきをついて、結局大人しく家にいることを選んだ。


　ふらふらとした足取りで駅へ向かった藤也だが、仕事を終えてマンションに戻った将臣が、藤也を拉ら致ちに来ることまで予想していなかった。あまつさえ、セックスを拒こばんだ藤也を快楽で懐かい柔じゆうし、そんな藤也の考えを聞いて絶対に藤也が己おのれのモノであると認めさせてやると将臣が固く心に誓ちかうことになるのを、今の藤也は知らない。




虜とりこにさせるキスをしよう





水みず城き　薫かおる
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